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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。


























　序章







　秋も深まりつつある陽や真ま乙と国の都では、雅みやびな貴族達が船を川に浮うかべて紅葉もみじを楽しんでいるらしい。誘さそいの文ふみがいくつもきたが、白はく桜おうはすべて断った。今はそれどころではない。

「やはりどう考えても無理じゃ。大学寮りようへ行くのはやめておけ、白桜」

　祖父の白びやつ虎こ上総かずさだが、深刻な顔で腕うで組ぐみした。祖父の瞳ひとみに映っているのは、白虎家の特とく徴ちようである白銀の髪かみと紅くれないの瞳を持つ、男物の狩かり衣ぎぬを着た自分の姿だった。

「ですが、四神の跡あと取とり達は官かん吏りとなって帝みかどの補ほ佐さをする為ために、まずは大学寮に入って勉強するのでしょう？　大学寮を卒業しなければ、宮中で仕官できないと聞きました」

　陽真乙国の都では、白虎、青せい龍りゆう、朱雀すざく、玄げん武ぶ、という四神を祀まつる一族が、東西南北に屋や敷しきをかまえて住んでいる。帝に次ぐ権力を持つ四つの一族の内の一つ、白虎家の跡取りが白桜だ。

「だが大学寮は官吏を養成する為の教育の場で、男ばかりだ。しかも寄宿舎で暮らさねばならん。四六時中男に囲まれて、〝女〟のお前が男のふりをして暮らせる訳がなかろう。白桜……いや里り桜お」

　じっと見つめられ、さすがに躊ちゆう躇ちよした。不安は大きいが引き下がれない理由がある。

　頭に長年一いつ緒しよに暮らした想そう月げつの顔が浮かぶ。厳しいけど優やさしくて、兄のように大切な存在だ。だが彼は、帝と四神の一族に恨うらみを持つ忌いみ神一族の一人で、自分を裏切って姿を消した。

（想月は、宮中で嵐あらしが起きるって言ってた。何をする気かわからないけど、彼がこれ以上罪をおかすのを止めたい。その為にはどんな事をしてでも宮中へ行かないと！）

「わたしは二年間、男として白虎家の跡取りとなって生きると決めました。決めたからには必ずやり遂とげます。おじいさまや田舎いなかに住む姉様や父上を必ずこの手でお守りします！」

　決意を込めて見つめる。上総がため息をついてしばらく考え込み、やがて頷うなずいた。

「わかった。そこまで言うなら協力しよう。……そうじゃ、大学寮の近くにある屋敷を買い取ってやる。身体からだが弱いから診しん察さつを受けると言い訳して通い、入浴や着き替がえをすませるといい」

「本当ですか！　ありがとうございます。わたし、頑がん張ばります！」

「よい返事じゃ。……それにしても驚おどろきだ。姫ひめとして育ったお前が、この国最高の教育機関である大学寮に通えるほど、勉強に自信があるとは思わなんだ」

　それを聞いて、一いつ瞬しゆんで血の気が引いた。

「そういえば、男ばかりの中で暮らすって事ばかり気にしてましたけど、大学寮って勉強する所ですね。母から勉強は習いましたが、大学寮で通用するかと言われると自信は……」

　あっけにとられた顔をしていた上総だが、慌あわてて立ち上がり背後の襖ふすまを開く。

「誰だれかーっ。すぐに学者か博士はかせを呼べ！……白桜、まずは徹てつ底てい的に知識を詰つめ込むぞっ」

　情けない声で返事して、すぐさま文ふ机づくえに向かい筆をとった。
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「青せい丞じよう、跡取りの儀ぎ式しきも終わり、正式な青龍家の跡取りとなったのだ。そろそろ妻を娶めとってはどうだ。実は私の知り合いに美しいご息女がおられる。ぜひ会って……」

　最近こんな話が多いなと、青丞は内心でため息をつく。会った事のない親しん戚せきや母と知り合いだという者が屋敷にきては、自分の娘むすめや遠とお縁えんの娘を妻にと勧すすめてくる。正直、うんざりだ。

「まだまだ未熟者です。自分の事で精いっぱいですので、結けつ婚こんなどとても」

　最悪な事に目の前の男は母の兄だ。追い出す訳にもいかず、上っ面つらだけの笑えみを浮かべる。

「いやいや、謙けん遜そんするな。氷の貴公子と呼ばれ、都中の姫達の憧あこがれの的だと聞いたぞ。本当にうらやましい限りだ。お前のような甥おいがいて、私も鼻が高い」

　にこにこと愛あい想そ笑いをする伯父おじが、虫ずが走るほど嫌きらいだった。

　母がとても辛つらい思いをしていた時に、彼は手をさしのべてはくれなかった。

「申し訳ありません。もうすぐ大学寮に入るので準備に追われていまして。今日はこれで」

　さっさと腰こしを上げようとしたが、伯父が慌てたように両手で制した。

「大学寮に入ったらそう遊べないぞ。入る前に、一度でいいから会ってみたらどうだ？　とても綺き麗れいでたおやかで従順な女性だぞ」

　感情を表に出さないよう気をつけているのに、眉まゆ根ねがぐっと寄った。たおやかで従順な女性、そう聞くと母を思い出す。そんな優しい性格のせいで、母は辛い思いをたくさんした。

「まだ、妻を娶る気にはなれません。特に従順な女性は遠えん慮りよします。自分で物を考えられる賢かしこい女性が好ましいと思っているので」

「そう言っては縁えん談だんを断ってばかりいるそうではないか。もしや意中の女性でもいるのか？」

　軽い口調だが、目がぎらぎらしていた。嫌けん悪お感かんを何とか堪こらえて、どうやったら伯父が帰ってくれるかと考えを巡めぐらせる。そしてふと、ある女性の事を思い出した。

「……ええ。実は気になっている女性がいるのです。ですが彼女は──白虎家の姫なのです」

「な、何だと？　よりにもよって、白虎家の姫か……！」

　伯父が顔色をなくした。四神の一族の跡取りから次期帝は選ばれる。特に青龍家と白虎家から帝が輩はい出しゆつされる事が多く、その事もあってか両家の仲はかなり険悪だ。

　案の定、伯父が言葉に詰まっている。青丞は扇おうぎを開いて口元を隠かくし、にやりと笑った。

「はい、ですがもちろん、白虎家の姫と関かかわりを持つのはまずいとわかっています。しかし偶ぐう然ぜん一度お会いしてから、彼女が気になって仕方ない。この気持ちが落ち着くまでは、違ちがう女性を妻にする気にはとてもなれません。そういう訳ですのでしばらく縁談は控ひかえさせて……」

「なぜ控える。その姫が気に入ったのなら、白虎家に縁談を申し込めばよい」

　そこへ背後から声がした。慌てて振ふり返ると、夕日を背にして男が立っている。

「り、龍りゆう宝ほう帝てい……」

　飛び退すさらんばかりの勢いで、伯父が両手をついて頭を下げた。青丞も膝ひざをつき、礼を尽つくす。

「お珍めずらしいですね。父上。いつも宮中にいらっしゃるのに」

「私の屋敷だ。たまには帰ってきてもいいだろう。……それより話が聞こえたが、白虎家との縁談なら、私は賛成だ。長らく白虎家とは疎そ遠えんだったが、新しい跡取り達が勢せい揃ぞろいした今、その関係を見直すいい機会になる。早さつ速そく私が直接上総に縁談を申し込もう」

「し、しかし、父上。彼女はもう都にはおりません。田舎いなかに帰ってしまったと聞きました」

「では上総に言ってもう一度都に呼べばよい。お前が女性を気に入ったと言うなど初めてだ。その思いを成じよう就じゆさせてやりたい。私としても、白虎家との縁談は願ってもない事だからな」

　そう言われると、何も言い返せず黙だまるしかなかった。

　困った事になった。帝である父が縁談を進めるからには、もう断れない。その姫と会ったのは一度だけで、顔もよくわからなかったし名前も知らない、なんて今いま更さら言えなくなった。

　暗い庭で出会った白い袿うちきを被かぶった少女を思い出す。彼女は、白虎家の跡取りである白桜の姉らしい。少しだけ会話した時の彼女の印象は〝芯しんのしっかりした女性〟だ。

　世間一いつ般ぱんのたおやかで従順な姫とは違い、自分の意見を言い、袿から垣かい間ま見みえた黒い瞳には強い意志の光があった。

　彼女にもう一度会えるかもしれない、そう思うとなぜかわずかに胸が甘くうずいた。









　一章







　白桜は大学寮の入り口である大きな門の前で、目を丸くして立ち尽くしていた。

「すごいな。大きな建物がいくつもある。広そうだな……」

　大学寮は、都の中ちゆう枢すうである大だい内だい裏りからそう離はなれていない場所にあった。

　門の向こうには、自分が着ている黒い学衣と同じものに身を包んだ学生らしき青年達がいる。手には何冊もの書物と巻き物を持ち、まじめな顔で何かを話しながら歩いていた。

「みんな賢そうだ。それもそうか。この国の官吏を育てる所だし、ここを出たら出世は間ま違ちがいなしって言われてるぐらいだ。勉強についていけるか不安だけど、頑張ろう！」

　寝ね不ぶ足そくのせいで重い瞼まぶたと、ふらふらしている頭に気合いを入れる為に、声を上げた。

　この一ひと月つきあまり、寝ねる間も惜おしんで勉強した。だが今の実力は、この国一番の学問の園そので学ぶ学生達と、机を並べる事すら恥はずかしいぐらいでしかない。それでもやる気だけは満々だ。

「相変わらず元気がいいね。白桜」

　艶つややかな声とともに、ふいに肩かたに手を置かれて、飛び上がるほど驚いた。

「こ、こんにちは。朱しゆ咒じゆ」

　燃えるように情熱的な赤い髪と瞳で、洒しや脱だつに赤い狩衣を着こなしている美青年は朱咒だ。

　この国で一番賢いと言われる医者である彼は、四神の一族の一つ、朱雀家の跡取りだった。

「久しぶりだね。可愛かわいい君にまた会えて嬉うれしいよ。誘いの文ふみをいくつも送ったのに、君は一向に遊んでくれなくて、すごく寂さびしかったんだよ」

　微笑ほほえみを向けられ、その麗うるわしさに一いつ瞬しゆん怯ひるむ。だが負けてはならぬと気合いを入れた。

「申し訳ありませんが、わたしは男です。可愛いと言われても嬉しくありません！」

　凜り々りしい表情と強い口調で言い切ったが、朱咒は柳やなぎに風とばかりに受け流した。

「でも実際可愛いのだからしょうがないだろう。私は恋れん愛あいに男も女も関係ないと思っているんだ。だから、君が私の思いに応こたえてくれるまで何度でも言わせてもらうよ」

　この国でもっともたくさんの女性から愛されていると噂うわさの朱咒。女好きで遊び好きな彼に言い寄られたら、男性とほとんど接した事のない経験不足の身ではうまく断る術すべがない。

「朱咒がわたしの事を気に入っているのは、わたしの母が初はつ恋こいの人だったからでしょう」

「確かに最初はそうだったけど、神社で一いつ緒しよに暮らしていた時に、君自身をすごく気に入った。女性とはかなり浮うき名を流したつもりだけど、男の子相手にこんな気持ちになるのは初めてなんだ。何事も初体験はわくわくするね。可愛い君を口説く為ためなら何でもするよ」

「何度も何度も言いますが、わたしは男だから口説かないでください！」

　いつのまにか背中に添そえられた手を振り払はらって叫さけぶと、朱咒が苦く笑しようした。

　やっと口を閉じてくれたのを幸いに、もう一度大学寮りようの門に目をやる。

「それより、わたしは田舎者なのでよく知らないのですが、大学寮は四つの学部に分かれているんですよね？」

　とにかく話を変えたくて、気になっていた事を聞いてみた。

「そうだよ。文学を学ぶ紀き伝でん道どうと、法を学ぶ明みよう法ぼう道どう、儒じゆ学がくを学ぶ明みよう経ぎよう道どうに、計算を学ぶ算さん道どうがあるんだ。学部ごとに建物や寮も分かれていて、白桜達はおそらく明法道の学生になると思うよ。帝みかどを支えるのが四神の跡あと取とりの務めだからね。その為に法を学ぶんだ」

「なるほど。わたし達が学ぶのは三ヶ月だけでいいと聞きました。その代わり、三ヶ月後にある卒業試験に合格しなければならないって。本当にそれだけの在学期間でいいのですか？」

「ああ、本来なら卒業試験を受けるには数年はかかるんだ。だけど私達四神の跡取りは、今までそれなりに教育を受けているはずだからと、特別に在学期間を免めん除じよされるんだよ。その代わり卒業試験に受からなかったら、もっと長くここにいる事になるけどね」

（もし試験に落ちて、大学寮に残る事になったらまずい。ここにいる期間が長ければ長いほど、秘密がばれる可能性も高くなる。早々に卒業試験に受かって、出て行かなくては！）

　決意して、隣となりの朱咒を見上げた。

「では卒業試験に合格できるよう、一緒に頑がん張ばりましょう！　朱咒」

「あっ、ごめんね。私は頑張らなくていいんだ。だって卒業試験を受けないから」

「へっ？」

「あのね、白桜。私は十歳で大学寮に入り、四つの学部の課程をすべて終え、寮試を受けて合格し擬ぎ文もん章じよう生しようになった。それから式しき部ぶ省しようでの省試にも合格して、その上選せん抜ばつ審しん査さも受けて、文もん章じよう得とく業ごう生しようにもなった。それで……」

「長いです。朱咒。すごいのだけはわかりましたが、要するにどういう事ですか？」

　朱咒が一度口を閉じてから、人差し指を立ててにっこり笑う。

「要するに、大学寮でできる勉強はすべてしているから、今更学ぶ事は一つもないんだ。本当なら私だけは大学寮に来なくてもよかったけど、特別に明法道の博士はかせとして採用してもらったんだ。だから私は君に勉強を教える側になる。楽しみだね。白桜」

（ぜんぜん楽しみじゃないしっ）

　心で叫びつつ、朱咒が国で一番賢いと言われているのは本当なのだと、改めて感心した。

「素そ朴ぼくな疑問ですが。来なくてもいいのに、なぜわざわざ博士として雇やとってもらったんですか？」

　朱咒の指がこちらに伸のびてきた。顎あごを捉とらえられて上を向かされ、彼の顔が近づいてくる。

「それはね……もちろん、君と一緒にいて、君のすべてを知りたいからだよ。白桜」

　息がかかるほど間近で囁ささやかれて、背筋にぞくりと何かが這はった。

「君には何か秘密があるようだ。それがどうしても知りたいのだよ。謎なぞと秘密と不思議が大好きな素行の悪い貴族、それが私だ。ここで暮らす三ヶ月の間に、じっくり君の秘密を暴あばいてあげる。もちろん、君に私の思いを伝えながらね」

　自信ありげに微笑まれて、喉のどの奥で悲鳴を上げた。

「ひ、ひひひ秘密なんて、まったくこれっぽっちもありません！」

　何とか朱咒の身体からだを押して逃のがれる。すると背後から声がした。

「何を騒さわいでいる」

「あ、青丞。お久しぶりですっ」

「大学寮の前で騒ぐな。同じ四神の一族として恥ずかしいだろう」

　厳しい言葉に顔つきだ。どうやら青丞は相変わらずのようだ。

　青丞は、自分と同じ黒い学衣に身を包んで、書物を片手にしている。同じ着物を着ているのに〝男〟としては貧弱な自分とは違ちがってとても凜々しかった。

　彼と会うのは跡取りの儀ぎ式しき以来で、数ヶ月ぶりだ。紺こん碧ぺきの瞳ひとみと髪かみを持つ青せい龍りゆう家の跡取りは、己おのれにも他人にも厳しい。

　だけど本当の彼はなかなか面めん倒どう見みが良くて優やさしい人物なのだと、もう知っている。

　朱咒がこちらに目をやって、不満げに息をついた。

「逃にげなくてもいいだろう、白桜。それに青丞、そんな口をきいていいのかな。私は明法道の博士を務める事になったのだよ。君達の先生なのだから敬意を払って……」

「敬意は払うべき相手にはきちんと払う。だがお前には敬語すら使う必要を感じない」
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　ぴしゃりと言われて、朱咒が仕方なさそうに肩を竦すくめた。

「相変わらず氷の貴公子殿どのは冷たいね。まあいい、これからは同じ部屋で暮らすのだし……」

　青丞が持っていた扇せん子すを開いて、さっと口元に当てた。

「朱咒、いい事を教えてやろう。お前は博士だ。だから学生専用の寄宿舎では暮らせない。博士達の住む寄宿舎で一人部屋だ。よかったな」

　青丞があっさりと告げると、朱咒が珍めずらしく真しん剣けんな表情で、彼に詰つめ寄った。

「そんなはずはない！　くれぐれも部屋は同じにしてくれと頼たのんである」

「いや、三人部屋が一つしか空いていないらしくて、大学寮の頭かみから俺に一人部屋に移ってはと打だ診しんがあった。だが学生は共同の部屋で暮らすのがしきたりだから断った。その時に博士のお前が一人部屋がいいだろうと口くち添ぞえしておいた。うるさいのが一緒だと迷めい惑わくだからな」

　隣にいる自分だけが見えたのだが、扇子で隠かくされている青丞の口元は、意地の悪い笑えみを浮かべていた。朱咒ががっくりと頽くずおれて、地面に膝ひざをつく。

「なんて事を……！　せっかく白桜と仲良くなれるいい機会だったのに。一緒の布ふ団とんで寝て、腕うで枕まくらしてあげようと思っていたのに。他ほかにもあんな事とかこんな事とか、もろもろ私が面倒を見てあげようと思っていたのに……！」

　朱咒は拳こぶしで地面を叩たたいて悔くやしがっているが、自分としてはありがたかった。

　ひとまず胸をなで下ろして、青丞に向かって頭を下げる。

「三ヶ月間、どうぞよろしくお願いします！」

「お前となれ合う気はない。無事に三ヶ月を過ごす為にも、お互たがい適度な距きよ離り感かんを保とう」

　冷ややかな声こわ色いろだ。初めて会った頃ころは、この声で冷たい言葉を発せられると怖こわくて仕方なかった。だけど、今は少しばかり違う。

「はい、適度な距離感って本当に大切だと思います。勉強する為に来たのですから、余計な事をしている暇ひまはありません。しかも、三ヶ月後にある試験に受からなくてはならないのだし。お互い頑張りましょう！」

「大きな声を出すな、俺にべたべた近づくな」

「はい。適度な距離感を保ちます。でも、大学寮ってどんな所でしょう。勉強はやっぱり難しいでしょうか。学生のみんなと仲良くできるかな？」

　歩き出した青丞についていきながら喋しやべっていると、彼がふいに足を止めた。

「だから、どうしてお前はそう俺に話しかけるんだ。適度な距離感を……」

「ええ、ですから、一歩下がってあなたの後を歩くし、大学寮に関係ないような無む駄だな話はしないようにします」

　にこにこと見つめると、青丞が何か言いたげに口を開いた。だが口から出たのはため息だ。

「もういい。……本当にお前と話すと調子が狂くるう」

　そのまま早足で歩き出した彼に、慌あわててついていく。

「待ってください、青丞。わたしはあなたがそこそこ優しいってちゃんとわかってますから」

　追いついて見上げると、青丞がわずかに目を見開いていた。

「……うるさい、余計な事を言うな」

　苦く笑しようするように口元が緩ゆるんだが、すぐにそっぽを向かれる。

　それが照れている時の彼なのだと、今ならわかる。前は何か言っても、無視されるか冷たく笑われるかだったのに、今はぶつぶつ言いながらも返事をしてくれる。

　数ヶ月ぶりに会った青丞が変わっていない事が、何より嬉うれしかった。
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　大学寮りようの西に、明法道の寄宿舎はあった。白桜は青丞の後について寄宿舎の廊ろう下かを歩きながら、ふと突つき刺さすような視線を感じて辺りを見回す。

　廊下の右手は庭に面している。その庭を挟はさんだ向こう側の建物も寄宿舎らしく、文ふ机づくえを前にして座る学生達が垣かい間ま見みえた。

　しかし、彼らが見ているのは文机にある書物ではなく、青丞と自分だった。

「青丞。何だかすごく見られてる……。というか、睨にらまれてるんですけど」

　視線が痛いほど厳しくて、思わず小声で囁く。

「大学寮は卒業試験を受けるまで普ふ通つうなら数年はかかる。それを俺達は、三ヶ月在学すれば試験を受けられるという特別待たい遇ぐうだ。学生達が不満に思って苛いら立だっても不思議じゃない」

　青丞は涼すずしい顔だ。視線には気付いているようだが、顔色一つ変えていない。

（そ、そうか。わたし達はかなり特別扱あつかいされてるんだ。でもびくびくしてたらいけない。青丞を見習って堂々としよう）

　視線に負けないよう胸を張って歩き、廊下の端はしを折れると、襖ふすまがいくつも並んでいた。

　一番奥の襖が今日からしばらく住む事になる部屋のようだ。

（これから一つの部屋で青丞達と暮らすんだ。無む謀ぼうだってわかってるけど、何としてでも三ヶ月間、女だってばれないようにしなくては！）

　覚かく悟ごを決めて深呼吸すると、先を歩いていた青丞が襖に手をかけた。

「ここだな、部屋は」

　確かめるように呟つぶやいて、青丞が襖を開く。その奥は、物入れと文机が三つずつあるだけの、さほど広くない板張りの部屋だ。一番左端にある文机の前で、姿勢良く正座する男がいた。

「鵬ほう玄げん。早かったですね」

　こちらに目を向けて、表情を変えずに頷うなずいたのは、玄げん武ぶ家の跡あと取とり鵬玄だ。

　漆しつ黒こくの闇やみのような髪と瞳の色を持つ鵬玄は、もともとは武官だったという体格のいい美び丈じよう夫ふだ。妖よう鬼き帝ていとあだ名をつけられている彼は、剣けん術じゆつの腕うでもこの国で一、二を争うらしい。

「……白桜達も、無事について何よりだ」

　ぽつりとでも返事がくるのが嬉しかった。

　彼は初めて会った時、無口でなかなか話をしてくれなかった。

　だが跡取りの儀式の為ため、しばらく一いつ緒しよに生活していた時に、いろいろあって親しくなった。

　その後屋や敷しきに戻もどってからも、時折近きん況きよう報告のような文ふみが届くようになった。

　達筆で品のよい彼の文は読んでいて心地ここちよく、何度かやりとりをしていた。

「鵬玄がいてくれて心強いです。どうぞよろしくお願いします」

　鵬玄が目を細めた。ごくまれに見せてくれる笑みは、男らしくて頼たよりがいがある。

　だが鵬玄はすぐに笑みを消して、静かに立ち上がった。

　気配を消して入り口に近づき、襖を開ける。

「うわっ！」

　叫さけび声とともに、そこから数人の学生が倒たおれるようになだれこんできた。

（な、なに、この人達！）

　驚おどろいて、つい数歩後ずさる。今まで貧びん乏ぼう貴族ではあるが、一応姫ひめとして育ってきた。

　知らない男性達が大勢部屋にいるという状じよう況きようには、なかなかなじめない。

「誰だれだ」

　鵬玄が腰こしに差している大おお太刀たち『妖鬼』に手を当てた。彼のあだ名の由来とも言うその大太刀は、今まで何人もの悪人を捕とらえるのに役立ってきたらしい。

「い、いや。部屋を間ま違ちがえて……」

「噓うそをつくな。盗ぬすみ聞きしていただろう。素す直なおに白状しないなら、じっくりと調べさせてもらう事になるが」

　鵬玄が浮うかべたのは、心の芯しんまで凍こごえるような恐おそろしい笑みだった。

「俺の詮せん議ぎはなかなか厳しいぞ。武官だった頃は、俺専用の拷ごう問もん部屋があった。そこに入った者は、生きて帰れないと今でも噂うわさされている。最近はそこへ行く事もなくなっていたから、久々に腕が鳴る。お前達のようなひ弱な学生がどこまで耐たえられるかな」

　息が止まりそうになるほどの強い殺気を放ち、鵬玄が学生達を睨みつけた。

　彼らはすぐに震ふるえ上がって、慌てて立ち上がる。

「い、いえ！　す、すみませんでしたっ。盗み聞きしました。申し訳ありませんでした！」

「その辺りでいいだろう。そいつらは一応先せん輩ぱいだ。敬意を払はらって一度目は見み逃のがしてやろう」

　いつのまにか、壁かべにもたれて座っていた青丞が、人の悪い笑みを浮かべた。

「俺達は良くも悪くもこの大学寮で目立つ存在だ。もとは武官で妖鬼帝と呼ばれたこの国一番の剣けんの使い手と、帝みかどの息子むすこである俺。それに田舎いなかから出てきたばかりの坊ぼうや。気になって様子を見に来たくもなるさ。だが……」

　青丞がふいに攻こう撃げき的な目つきをした。

「今度部屋を覗のぞいたりしたら容よう赦しやしない。俺は騒さわがしい事が嫌きらいだ。卒業までの三ヶ月間は静かに過ごしたい。今度また同じ事をしたら、鵬玄の拷問部屋に全員もれなくご招待だ。ついでに俺からの贈おくり物として、よく切れる斧おのを用意しよう」

「斧より鋭するどく尖とがった太い針がいい。爪つめの間に刺すとどんな奴やつでも悲鳴を上げて気絶する」

「ひぃぃぃぃぃ！」

　鵬玄の淡たん々たんとした言葉に、学生達が絶ぜつ叫きようした。そのまま慌てて頭を下げる。

「も、もうしません。誓ちかいます。青丞様！　鵬玄様！」

　青丞が触ふれれば切れそうな鋭い視線のまま、口角だけを上げた。

「貴き殿でん達が先輩だ。呼び捨てにして頂いてけっこうだが」

「い、いいえ。申し訳ありませんでしたっ」

　学生達がすごい勢いで廊下を去って行く。彼らが見えなくなってから、青丞が肩かたを竦すくめた。

「暇な学生が多いな。あれだけ言っておけばしばらくは大人しいだろう」

「そうだな。念押しして、今度また会った時にもう一度脅おどしておく」

　ぼそりと呟いたのは鵬玄だった。

「お、脅すとか、怖こわい事を言わないでください」

　二人の迫はく力りよくに気け圧おされていたが、ようやく辺りの空気が和やわらいだので口を開く。

　すると青丞がこちらに目を向けた。

「坊やは相変わらず吞のん気きだな。いいか、大学寮は一つの社会だ。ここには博士はかせという教える側の絶対的存在がいて、年ねん齢れいや学歴で分けられた学生達がいる。彼らは自分の立ち位置を理解して、それから逸いつ脱だつしないように、この小さな社会で暮らしている」

　青丞が手招いたので、彼の前に座り、話に耳を傾かたむけた。

「立ち位置を理解せずにはみ出すと、悪い意味で目立つ存在になる。そうすると、ここで暮らすのは少しばかりやっかいだ。俺達は三ヶ月しかここにいない。つまり最初から俺達はこの社会からはみ出している訳だ。今の時点でもう悪い意味で目立ってしまっている」

　それは何となく理解できた。寄宿舎を歩く間も、嫌いやな視線をたくさん感じた。

「俺は面めん倒どうは嫌だし、できたら大学寮では静かに暮らしたい。だがもう既すでに、俺達は悪い意味で目立ってしまっていて、学生達の興味の対象になっている。だからこれ以上、俺達には関かかわるなと意思表示する必要がある。つまり今のがそれだ」

「でも、先輩達にあのいい方は……」

「坊や。同じような年齢の男ばかりの社会では、舐なめられたらおしまいだ。ここは社会の縮図だ。宮中に上がったら、もっとたちの悪い奴らと渡わたり合う事になる。こんな事でびくついていたら、仕官なんてできないぞ。何しろ……」

　青丞の表情が、ふいに真しん剣けんなものになった。

「……宮中には、人の皮を被かぶった魑ち魅み魍もう魎りようがたくさんいるからな」

　それは以前にも言われた事だった。それが重い意味を含ふくんでいる事もよくわかっていた。

　もしここを何とか卒業できても、宮中でうまく立ち回れるのかという不安は常にある。

（でも、どうしても想月に会って説得したい。その為にはどんなに怖くたって宮中に上がるしかないんだ。大学寮に来たのはその第一歩。何があっても、絶対に卒業しなければ！）

　長年一緒に暮らして、辛つらい時も苦しい時も支えてくれた想月。

　それがたとえ偽いつわりだったとしても、彼を放ほうって自分だけ楽な生活がしたいとは思わない。

　大学寮の生活は波は乱らん含ぶくみの予感がしたが、立ち向かう勇気を持とうと、改めて心に決めた。
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「点呼！」

　夜の闇に支配された寄宿舎で、大きな太たい鼓こが鳴った。青丞達が廊ろう下かに出たので、白桜も一緒に外に出る。すると若い男達が、各自の部屋の前にずらりと並んでいた。

（当たり前だけど、男ばっかり。正直、ちょっと気持ち悪い……！）

　見た事のない光景に顔を引きつらせつつ、何とか自分を叱しつ咤たして青丞達と並んだ。

「玄武鵬玄、青せい龍りゆう青丞、白びやつ虎こ白桜」

　明みよう法ぼう道どうの寄宿長が、自分達の前で立ち止まる。

　見上げるほど背せ丈たけがある寄宿長は、着物の袖そでを肩までまくっていた。そこからのぞく二の腕は、自分の腰ぐらいはありそうな太さで、隆りゆう々りゆうとした筋肉がついている。近寄られると、なぜか周りの温度が急きゆう上じよう昇しようした気がした。そばにいるだけでこちらまで汗あせをかきそうだ。

　わざとはだけさせているのであろう、着物の隙すき間まから見える筋肉をぴくぴくと動かしながら、寄宿長がこちらをじっと見み据すえる。

「お前達は新入りだな。では寄宿舎での決まり事を伝える。一、食事、点呼、就しゆう寝しん、起き床しよう。それらはすべて太鼓の合図で時間を知らせる。ここでは太鼓に合わせて行動しろ。遅おくれたら寮りよう罰ばつだ。ちなみに寮罰は軽いものは寄宿舎の掃そう除じ。重いものは謹きん慎しんだ」

　三人で返事すると、寄宿長が頷うなずいて再び口を開いた。

「二、帰省は十日に一度の休日に認められている。それ以外での外出外がい泊はくは厳げん罰ばつに処する。肝きもに銘めいじておけ。それから、三番目。これが一番大事な事だが」

　寄宿長が一呼吸置いて、こちらをねめつけた。

　その視線すらも暑苦しくて、顔から汗が噴ふき出そうになる。

「この寄宿舎は女によ人にん禁制だ。絶対に女を連れ込んだりするなよ……！」

（うっ。連れ込んでないけど、入り込んでます。しかもここに住もうと思ってますっ。女だってばれないようにするから、そんなに汗でてかてかした顔で睨にらまないでください！）

　気まずさのあまり俯うつむくと、寄宿長の声が降ってきた。

「何だ、お前。今、私から目をそらしただろう。何かやましい事でもあるのか？」

「い、いえいえいえ！　何もありませんっ」

　慌あわてて顔を上げて両手をふる。だが寄宿長は疑わしそうな顔つきで腕うでを組んだ。

「怪あやしい奴だな。いいか、念の為ために言っておくぞ。女がいるとわかった時点で、連れ込んだ奴もその女も罪に問われる。ここは学問の園その、大学寮りようだ。大だい内だい裏りからの支し援えん金で賄まかなわれているから、学問を学ぶのが学生の仕事だ。恋こいがしたいなら卒業まで我が慢まんするか大学寮をやめろ」

「はい！」

　厳しい言葉だったが、当然だとも思った。

　胸を張って返事すると、寄宿長がようやく隣となりの部屋の点呼に移る。

　それを見送って自室に足を向けた時には、もうすっかり疲つかれ切っていた。

（絶対に女だってばれないように気をつけないとな……ん!?）

　部屋に足を踏ふみ入れた途と端たん、身体からだが硬こう直ちよくして動かなくなった。

「どうした、さっさと寝ねるぞ」

　夜着に着き替がえた青丞に促うながされたので、何とか全神経を振ふり絞しぼって頷く。

（布ふ団とんが三つ並んでる。川の字ってやつだ。覚かく悟ごしてたけど、実際目まの当たりにすると、すごい衝しよう撃げきだ。こんな状態で青丞達と寝るのか……！）

　真っ青な顔で突つっ立っていると、青丞が右みぎ端はし、鵬玄が左端の布団を陣じん取どった。

「もしかして、わたしが真ん中ですか!?　いやいや、無理です！　殿との方がたに挟はさまれて寝るなんて、絶対にだめですっ。本当に勘かん弁べんしてください！」

　両手と頭をぶんぶんと振ると、青丞が首を傾かしげた。

「なぜそんなに嫌がる？　別にいいだろう。男同士なのだから」

「そ、それはそうかもですけどっ。……で、でもすごく寝相が悪いんです。前に隣で寝てた人を蹴けって、内臓を直ちよく撃げきしてのたうちまわらせた事もあるくらいで。ち、血なんか吐はいちゃって大変だったんですっ。だから怪け我がをさせると悪いので、せめて端で眠ねむらせてください！」

　しどろもどろになりつつ、何とか噓うそを並べてみる。だが青丞はさっさと布団に入った。

「俺は奥がいい」

「俺は廊下側がいい」

　青丞に続いて、廊下側の布団に鵬玄が素す早ばやく入る。

　ぽつんと空いているのは、二人に挟まれた真ん中の布団だけだ。

（やっぱりわたしが真ん中!?　しかも部屋が狭せまいから布団がぴったりくっついてるんですけどっ。寝返り打ったら二人の布団にお邪じや魔ましそうなんですけどっ）

　さすがに布団に入るのに躊ちゆう躇ちよしていると、青丞が眉み間けんにしわを寄せた。

「いつまで突っ立ってる。明日から早さつ速そく授業が始まって忙いそがしくなるんだ。さっさと寝ろ」

　青丞が息を吹ふきかけて行あん灯どんの明かりを消したので、急に部屋が暗くなる。

　右手にある障子越ごしに淡あわい月の明かりが差し込むので、何とか部屋の中を見み渡わたせた。

「……………………よし、寝よう！」

「いちいち宣言してないで、さっさと寝ろ」

　一世一代の大決心だったのに、青丞が冷たい声を発した。

　両りよう端はしの二人が、壁かべと襖ふすまの方を向いて横になっているのだけが救いだ。

「し、失礼します」

　深呼吸して心を落ち着かせ、そっと布団をめくって中に入る。薄うす暗ぐらい狭い部屋で、男二人に挟まれて横になっている。そう考えただけで、目が冴さえて眠るどころではない。

　頭から布団を被り、目をぎゅっと瞑つぶって何度も寝返りを打つ。

　静かな寝息が聞こえてくるのが気になって、どうにも落ち着かない。

　横になってどのくらい経たっただろう。

　もう何十回目かの寝返りを打った時に、ふとため息混じりの声が聞こえてきた。

「……少しは大人しくできないのか？」

　布団をがばっとめくって、目を開ける。すると、呆あきれた顔の青丞がこちらを向いていた。

「起きてたんですか？」

「お前がごそごそ動くから寝られないんだ」

「すみません……」

　布団を握にぎりしめた。どうにか落ち着かなければと思っているが、なかなかうまくいかない。

「環かん境きようが変わったくらいでおろおろするな。消灯をすぎても理由もなく起きて騒さわいでいたら、寄宿長に注意される。注意五回で謹慎二日だ。そんな素行不良な態度をとると卒業試験を受けさせてもらえなくなるぞ」

　周りはシンとして、少しの声でも響ひびくくらい静かだ。確かにこれなら話し声が響くだろう。

「わかりました。静かにしてます。試験を受けられなくなったら大変ですし」

「ああ、俺達は四神の跡あと取とりとしては認められたが、仕官できなければ、帝みかどの次期候補にはなれない。官かん吏りになるにはまず、大学寮を卒業するのが絶対条件だ。だからお前も、無事に仕官したかったら、ここでは問題を起こすな。眠れなくても寝たふりぐらいしろ」

「はい……」

　とても眠るどころではないが、何とか大人しくしていよう、そう思って布団を肩かたまで引き上げた。だが静かだと余計にいろんな事を考える。

　大学寮で女の自分が秘密を守って生活できるのか、勉強についていけるのか、いろんな不安が心の中で渦うずをまいて眠れない。

「ふう」

　心の不安を何とか吐き出そうとため息をつくと、青丞が再び目を開いた。

「すみません、起こしてしまいましたね。もう静かにします」

「……知らない場所だと眠れないのか？」

　青丞が仕方なさそうに右手を布団から出して、白桜の頭に向けて伸のばした。

「まるで子供だな。だがお前が騒がしくして罰ばつを受けたら、同室の俺達も連帯責任で同じ罰を受ける事になる。だから、とりあえず寝ろ」

　優やさしく頭を撫なでられて、頰ほおが染まった。家族以外の男性にこんな事をされた事はなかった。

「あ、あの、その、あの……」

（これってもしかして、子供をあやしてる感覚なのかな。でも、余計眠れないんですけどっ）

　部屋が暗い事に感謝した。顔が赤くなったり青くなったりするのを悟さとられなくてすむ。

　恥はずかしくて胸が苦しいぐらいだが、青丞の手から伝わる温かさに、少しだけほっとした。

「俺達はここでは協力しあうのが得策だ。仕方ないからお前が本当に困ったら、少しぐらいは面めん倒どうを見てやる。だから心配するな」

　つっけんどんだけど、彼らしいと思った。手の温ぬくもりが心にも伝わるようだ。

　身体も心もぽかぽかしてきて、ようやくここにきて初めて、とろんとした眠気を感じた。
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　白桜は呆ぼう然ぜんとして文ふ机づくえに向かっていた。顔は真っ青だが、頭の中は真っ白だ。
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　ここは大学寮の学舎で、広い板張りの部屋には学生が二十人ほどいた。

　全員が文机の前で正座して、正面にいる明みよう法ぼう道どうの博士はかせの話に耳を傾かたむけている。

（まずい！　博士が何を話しているのかさっぱりわからない。予想よりずっと大学寮の勉強って難しい……！）

　五年前に亡なくなった母は、たおやかな女性が尊ばれるこの国では珍めずらしく、新しい事を学ぶのが好きな人だった。おかげで幼い頃ころから、母に学問を教えてもらっていた。それに祖父が学者を呼んでくれたので、ここに来る前に彼らから一ひと月つきみっちり、いろんな事を教わった。

　だが、さすが都の中ちゆう枢すうを担になう官吏を養成する大学寮だ。授業の難しさは想像を超こえていた。

「おい、いつまでぼうっとして座ってる。授業が終わったぞ。さっさと立て」

　声をかけられて振り向くと、青丞が書物を手に立っていた。

　いつのまにか博士の姿はなく、周りでは学生達がざわざわと話をしている。

「なんだ、その泣きそうな顔は」

「べ、勉強が難しくて、ついていけるのか不安で……」

「だったら屋や敷しきに帰れ」

　淡たん々たんとしているが、厳しい一言に、驚おどろいて彼を見上げた。

「ここはこの国で最高の知識を得られる場だ。入学したくてもできない者も多い。だが俺達は、四神の跡取りであるという特権から無条件で入学した上、三ヶ月で卒業させてもらえる。それだけ特別待たい遇ぐうを受けているのに、弱音しか吐けないようなら帰れ。他ほかの学生に失礼だ」

　言われた事はいちいちもっともで、目が覚める思いだった。

　自分の情けなさが恥ずかしくて、顔から火が出そうだ。

「すみません。そんな簡単な事じゃないってわかってたはずなのに。……今の言葉は忘れてください。入学させてもらった以上、どんなに難しくても絶対についていきます！」

　決意を改めて声に出した。青丞がわずかに口元を緩ゆるめる。

「相変わらず威い勢せいだけはいいな。……仕方ないからわからない所は教えてやる。四神の跡取りが揃そろって卒業するのが望ましい。お前一人だけ卒業試験に落ちたりしたら、同じ跡取りとして俺の恥はじにもなるからな」

　青丞が渋しぶ々しぶ隣となりに座って書物を広げ、今の授業について詳くわしく説明をしてくれる。

（いつも冷たい事ばかり言うけど、やっぱり青丞は優しいな。まっすぐな優しさじゃないから、わかりにくいけど）

　心の底から彼に感謝して、早速始まった講義に集中した。
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　授業の復習を終え、次に白桜が青丞に連れて来られたのは、寄宿舎の隣にある広い馬場だった。柵さくに囲まれた馬場では、数人の学生達が馬を走らせている。

「う、騎うま射ゆみって……何ですか？」

　聞き慣れない言葉だった。栗くり毛げの馬と一いつ緒しよに正面に立つ青丞に向かって、目を瞬またたかせる。

「騎射大会の事を聞いていないのか？　大学寮りようの年中行事の一つで、馬を走らせながら、馬上から弓矢で的を射るんだ。ちょうど俺達の卒業試験の後にあるが……」

　青丞が珍しく言いよどんでいる。首を傾かしげると、ため息混じりに口を開いた。

「急きゆう遽きよ決まったらしいが、今年の騎射大会を帝が上覧なさるそうだ。帝が仰おつしやるには、俺達四神の跡取りは文武両道でなくてはならない。卒業試験での合格は当然だが、騎射大会でも上位の成績をとるのが、この都の将来を担う跡取り達の役目だそうだ」

「つ、つまり、どういう事……!?」

　すごく嫌いやな予感がして、頰が引きつった。

「つまり、卒業試験に合格しつつ、騎射大会で上位の成績を収めなければ、俺達は大学寮を無事に卒業して仕官できないという事だ」

　顔が真っ青になって目の前が暗くなった。

（そんな……！　馬に乗った事も、それどころか触さわった事もないのに。馬を走らせて馬上で弓を引いて小さな的に矢を当てて、なおかつ上位の成績をとるなんて、そんなの……）

「青丞、教えてくれてありがとう。よくわかった。だけど、だけど、無……」

　無理だから！　という言葉を吞のみ込んだ。

　さきほど青丞に、弱音しか吐はけないなら帰れと言われたばかりだ。

「無……無……無む駄だな時間はないね。頑がん張ばらないと！」

　できないとか無理だとかは言いたくない。そんな甘い考えでは、とうてい男ばかりの環境で秘密を持って生きていけるなんて思っていない。青丞が満足げに頷うなずいた。

「いい返事だ。その返事からすると、馬に自信がありそうだな。いくら田舎いなか育ちで病弱でも、貴族に生まれた男子なら馬を駆かるぐらい誰だれでも経験しているはずだからな。じゃあ頑張って練習しろよ。俺も騎射は久しぶりだから練習しないと」

　青丞から手た綱づなを渡わたされて、呆然とした。

（いやいや、貴族の〝男子〟ならでしょ。でもわたしは女で、馬なんて初めてなんだ！）

　叫さけびたかったけれど、さすがにそれはできない。その場で固まっていると、ヒヒン！　と鳴き声が聞こえた。おそるおそる馬の方に顔を向けると、馬とぴったり目が合う。

「お、大きい！　近くで見ると馬って大きい！」

　以前は馬に乗るのに憧あこがれた時期もあった。しかし、暴れ馬に襲おそわれそうになって以来、どうにも怖こわくて近づくのも躊ちゆう躇ちよするようになっていた。

「ちょっと待て。とりあえず落ち着こう。怖いばっかり言ってられない。何とか頑張らないと……。大だい丈じよう夫ぶ、馬って可愛かわいいし、走ってる姿はすごく恰かつ好こういい」

　深呼吸して改めて馬と目を合わす。何度も馬は素す敵てきな生き物だと自分に言い聞かせる。

「よし、少し落ち着いてきた。騎射大会は三ヶ月後。馬に乗って走らせるのにきっと一月ぐらい。それから弓の練習をして矢を小さな的に当てるのに……いや、それはかなり時間がかかるな。弓も持った事がないし。しかも走ってる馬の上から矢を射なきゃならないし……」

　どんなに考えても、計画の段階で既すでにつまずいている。がっくりと地面に膝ひざをついた。

「騎射ができるようになるまで、どんなに頑張っても一年くらいはかかりそうだ。でも騎射大会は三ヶ月後。そんな短期間じゃとっても無理。練習が間に合わない……」

　自じ慢まんではないが記き憶おく力だけはいいから、勉強は文机にしがみついてがむしゃらにやれば、すごく大変だが何とかなるかもしれない。しかし、騎射は明らかに練習時間が足りない。

　もちろん努力はするが、三ヶ月後の騎射大会で上位の成績を取るのはかなり厳しいだろう。

「四神の跡あと取とりは吞のん気きだな。無理だ、無理だと言えば、許されるとでも思っているのか」

　聞こえた声は呆あきれた調子だった。顔を向けると、三人の学生達がにやにやしている。

「しょうがない。家いえ柄がらがいいだけのお坊ぼつちゃんだ。どうせ卒業試験も融ゆう通ずうをきかせてもらうんだろう。俺達なんて五年も大学寮に通ってるのに、三ヶ月で卒業なんてうらやましいよな」

　聞こえるようにわざと話しているようだ。大おお柄がらな学生達は自分より少し年上だろうか。

　くすくすと馬ば鹿かにしたように笑い合っていた。

「……あの、もしかして、それって嫌みですか？」

　きょとんとすると、学生達が笑うのを止やめて、今度はかっと顔を赤らめた。

「何を言っている。ただの世間話だ。勝手に聞くなよな！」

「だって聞こえるように話してたでしょう。だったら聞くなって言われても……」

「お前、生意気だな。俺達は先せん輩ぱいだぞ」

　あっという間に彼らに囲まれた。自分より背せ丈たけも横よこ幅はばも大きくて、馬のように鼻息が荒あらい。

「……わたしは、あまりこういう事になれてないのですが、もしかして嫌がらせをされているのでしょうか？」

　首を傾げると、正面にいた一番背の高い学生が目を剝むいた。

「何だ、お前！　俺達を馬鹿にしているのか」

「いえいえ。馬鹿になんてしていません。本当にこんな、物語に出てくるような嫌みな人たちがいるんだなって、感心してるだけで」

　田舎で育って、友達は近所にたくさんいたけれど、嫌みを言う前にとっくみあいの喧けん嘩かをする子達ばかりだった。だから純じゆん粋すいに彼らの言動が珍しかった。

「ふざけるな。お前は四神の家柄の子息かもしれないが、ここでは身分は関係ないんだぞ」

　にやり、と笑った学生にさすがに嫌な予感がした。

「先輩として、俺達が騎射の仕方を教えてやろう。ほら、みんな馬に乗せてやれ」

「えっ、ちょ、ちょっと！　わたし、本当に馬には乗った事がなくて……」

　学生達に腕うでを摑つかまれた。何とか抵てい抗こうしようとしたが、彼らの手はびくともしない。

　それでももがいていると、学生の一人が首を傾かしげた。

「……ずいぶん細い腕だな。まるで女みたいだ。そういえば、顔も小さくて女みたいだな」

「な、ななななな何を言ってるんですか！　女な訳ないでしょっ」

　不自然に声を荒らげたのがまずかった。

　学生達が一いつ斉せいに顔を見合わせて、からかいを含ふくんだ視線をこちらに向ける。

「そんなに慌あわてるなんて、もしかして本当に女なんじゃないのか？」

「おい、着物を脱ぬいでみろ。それから上じよう半はん身しん裸はだかで寮りよう内ないを走ってこい。先輩の命令だ」

「なんて事をいうんですかっ。いくら先輩でもそんな命令は聞けません……！」

　必死で学生達の腕を振ふり払はらう。彼らがふいに眉根を寄せた。

「何だ？　その慌てようは。裸がそんなに恥はずかしいか？　夏の暑い時期なら、みんなほぼ裸でうろついているぞ。それとも……服を脱げない事情でもあるのか？」

「おい、こいつ真っ青になったぞ。面おも白しろい、脱がせてみようぜ」

「なっ、冗じよう談だんじゃない！　退どいてくださいっ」

　だが囲まれているので逃にげ出せない。どうしようもなくて、身を守るように両手で身体からだを抱だきしめてうずくまる。学生達の手が、学衣に伸のびてきた。

「止めてください！」

「何をしているのです」

　そこへ秋風に似た涼すずやかな声が聞こえた。学生達がそちらを向いて、一斉に青ざめる。

　何が起こったのかわからなかったが、とりあえず隙すきをついて彼らの囲いから抜ぬけ出した。

「新入生いじめは感心できませんね。謹きん慎しんになりたいのですか」

　声がした方に目をやると、柵の手前にまっすぐな黒くろ髪かみを一つに束ねた青年が立っていた。

　年は自分より少しだけ上だろうか。細身の青年が、丸い眼鏡めがねをすっと手で押し上げる。

　学生達が慌てたように直立不動になって、近づいてくる青年に一礼した。

「い、いえ、碧へき嵐らん様。いじめだなんてとんでもない」

　青年が学生の一人の胸を、人差し指で押すようにした。

「もうすぐ日が暮れます。早く部屋に戻もどるように」

　その一言だけで、学生達はすぐさまきびすを返し、寄宿舎に向かって駆けていく。

「た、助かった……」

　ほっとしたと同時に身体の力も抜けた。地面に膝をつくと、青年が驚おどろいたように駆け寄る。

「……君、確か白びやつ虎こ家の白桜殿どのだね。大丈夫かい？」

　さしのべられた手は、大きくて筋張っているけれど、指が長くて綺き麗れいだった。

　遠えん慮りよがちに手を握にぎると、細身の身体に似合わぬ力強さで引き上げて、立たせてくれる。

「ありがとうございました。助けて頂いて。ええと……」

　名前がわからなくて見上げると、柔にゆう和わな顔つきの彼が優やさしく微笑ほほえんだ。

「ああ、挨あい拶さつが遅おくれたね。私は紀き伝でん道どうの得とく業ごう生しよう、碧嵐だ」

「得業生なんですか!?　得業生は各学部に二人しかいない、すごく優ゆう秀しゆうな学生だって聞きました。綺麗な上に頭もいいなんてうらやましいです！」

　つい本音が滑すべり出た。碧嵐が驚いたような顔をしているのに気付いて、口元を押さえる。

「す、すみません！　初対面なのになれなれしくしてしまって」

「いいんだよ。……それより入学そうそう、嫌いやな思いをしたね」

　碧嵐がちらりと視線を送ったのは、さっき学生達が駆けていった方角だ。

「いいんです。碧嵐様のおかげで実害はなかったし。それに彼らの気持ちもわかるんです」

　伏ふし目がちに呟つぶやくと、碧嵐が不思議そうに首を傾かしげた。

「気持ちもわかるって、どういう意味だい？」

「……わたし達は三ヶ月で卒業するなんて特別扱あつかいをされている。もし自分が何年もここに通う学生だとしたら、そんな学生を腹立たしく思わないかっていうと、自信はないです」

　ここに来てまだ二日ではあるが、青丞達四神の跡取り以外の学生と話す機会が、まったくない。

　他ほかの学生達は自分達を遠巻きにしているだけで、近づいてはこないのだ。秘密を抱かかえている身なので、こちらから気軽に話しかけたりもできなかった。

「ずいぶん正直だね。驚いたよ」

（優しそうに微笑むな。大学寮りように来てちゃんと話をしてくれた初めての人だ。嬉うれしいな……！　ちょっと冷たい感じのする面おも差ざしだけど、すごく素敵な人だし。……あれ？　よく見ると誰だれかに似てる気がする。誰だろ？）

　まじまじと顔を眺ながめていると、碧嵐が軽く眉まゆを上げた。

「私の顔に何かついているかな？」

「いえ、何でもないです。……何となく誰かに似てるなって思って」

　ふいに、碧嵐が地面に視線を落とした。優しい笑えみは消えて、一いつ瞬しゆん無表情になる。

（あれ、何か変な事をいったかな？）

　だが目を瞬またたかせている間に、碧嵐はもとの優しい表情に戻っていた。

「よくある顔だからね」

「そんなに綺麗な顔なのに、よくあるなんてとんでもないです！」

　思わず叫さけぶと、碧嵐がくすくす笑って肩かたを竦すくめた。

「ありがとう……と言っておこうかな。これでも男だから綺麗と言われるのは複雑だけど」

「あ、そうですね。すみません」

　首を竦めて反省していると、碧嵐がひとしきり笑ってから、ふいにまじめな顔をした。

「白桜……と呼ばせてもらうね。私の事も碧嵐でいいよ。白桜、私は紀伝道の学生達をまとめている。さきほどの学生達も紀伝道の者だ。彼らのふるまいは紀伝道の恥はじだ。また何かあったら遠慮なく私に言ってくれ。じゃ」

　その心こころ遣づかいが嬉しかった。白桜は感謝を込めて、立ち去る背中に礼をした。
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「ぜんぜん的に当たらないな。まあ、それもそうか。弓矢に触さわるのも初めてなんだから」

　白桜は自分の身の丈たけの半分以上はある弓と、白い羽のついた矢を握ってため息をついた。

　馬はやはりまだ恐きよう怖ふ心しんが抜けきらないので、今日は乗るのを諦あきらめて、弓矢の練習をしようと弓きゆう道どう場じようへとやってきていた。

「弓を引くのってけっこう力がいるんだな……」

　弦つるを力いっぱい引いても、つがえた矢はとても円い的まで届かない。

　せいぜい飛んでも、自分と的のちょうど半分の位置で失速して落ちてしまうのだ。

　何度も何度も弓を引いたせいで腕が痛くなっていた。

　そのせいで腕が震ふるえて、もう弓を持つ事さえ難しい。弦をつまむ指も血が滲にじんでいる。

　感覚すらなくなってきた右手を握ったり開いたりしながら、正面にある的を見つめた。

「的が思ったより小さいんだよな。あれを馬に乗って走りながら射るのか……」

　無理だと囁ささやく自分がいる。女なんだから、そんな男がするような事ができるはずがないと。

　だけど諦めたくはなかった。どうしても宮中に行かなければならない。

　それが唯ゆい一いつ、自分を裏切って姿を消した想月に会う方法なのだ。

　頭に想月の姿が浮うかんだ。日にすかすと、金茶にも見える淡あわい色の髪かみと瞳ひとみを持つ彼は、実家の屋や敷しきに仕えてくれていた奉ほう公こう人で、長年一いつ緒しよに暮らした家族のような存在だ。

　しかし、彼は四神と帝みかどに恨うらみを持つ忌いみ神一族の一人だった。

　長年自分をだまし、今は四神の像を盗ぬすんだのがばれて姿を消していた。

（想月は、宮中で何か企たくらんでる。一度は裏切られたけど、彼はわたしにとってとても大切な人だ。これ以上、罪をおかすのだけは止めたい。だからどんな事をしてでも卒業して、官かん吏りになって宮中に行くんだ。そして彼ともう一度会って説得してみせる！）

　決意は固かった。もう一度弓を持って弦を引こうとする。

「そろそろ日が暮れるよ。誰ももう練習していないし、帰ったらどうだい？」

　ふいに声をかけられて目をやると、見た事のない男が弓道場の入り口に立っていた。

「……どなたですか？」

　年の頃ころは三十代後半。白い狩かり衣ぎぬは大学寮の博士はかせ達が着る物だが、かなりよれよれだ。

　黒い髪もぼさぼさで、目が隠かくれるほど伸びている。

　背せ丈たけはかなりあるようだが、猫ねこ背ぜのせいでそうは見えなかった。

「小生は通りがかりの紀伝道の博士だ。名前は蛍けい霧むという。君は白虎家の白桜だろう。話には聞いていたけど、ずいぶんと細いね。まるで女の子だ」

　蛍霧がふらふらした足取りで近づく。髪のせいで目は見えないが、口元はにこにこしている。彼がそばにきた途と端たん、大だい嫌きらいな酒の臭においが鼻をついた。

　よく見ると頰ほおの辺りが赤く染まっている。どうやら完全な酔よっ払ぱらいだ。

「わ、わたしは男です！」

　臭いに顔をしかめると、蛍霧が苦く笑しようした。

「わかっているさ。まさか女の子がこんな所にいるはずがない。ここは女によ人にん禁制の神聖なる学舎。もし女が入り込んだりすれば、最悪罪を問われて投とう獄ごくだってあり得る」

　改めて言われて、思わずぞっとした。

　身体を強こわばらせていると、蛍霧がだらしなく弓道場の柱にもたれかかる。

「君は身体が弱いと聞いたよ。弓を引いている姿も、下手へたすぎて見ていられない。……何だったら、小生が口くち添ぞえして騎うま射ゆみ大会へ出場しなくても、卒業できるようにしてあげようか」

「え？」

　蛍霧の口角がすっと上がる。それはとても酔っているとは思えない、真しん剣けんな顔つきだった。

「もちろん、それなりの報ほう酬しゆうは頂くよ。たとえばそうだな。君のおじいさんは左大臣だ。だったら金やら何やら、いろいろと都合してくれるだろう？」

　にこにこがにやにやに変わっている。彼が言おうとしている事に気付いて、むっとした。

「けっこうです。確かに弓矢はまったくと言っていいほどできません。ですが、そんな卑ひ怯きような手を使ってまで上位の成績を取りたくありません。あなたは紀伝道の博士でしょう。たとえ冗じよう談だんでもそんな事を言うと、大学寮全体の品位を疑われますよ」

　完全に本気だとわかっていた。だが冗談ですませなければ、洒落しやれにならない申し出だ。

「……ほう。たとえ、冗談でも、か。なかなか賢かしこい子だね。小生が出来心で言ったのかもしれないと見み越こして、そう言ってくれたのかな？」

「出来心ではなくて冗談でしょう。そうじゃないと、いろいろとまずい事になるのでは？」

　ちらりと彼に目をやると、蛍霧はおかしそうに肩を揺ゆらしていた。

「ほうほう。これは一本取られた。では、君の親切に甘えて、冗談だった事にしておこう」

　焦あせった様子もなければ、困った様子もない。こんな事を言われたと他の博士に言いつければ、きっと彼の立場はなくなるだろう。それなのに口止めする気もないようだ。

（もしかして、本当にただ酔っ払っているだけで、本気じゃないのかな）

「おかしな博士ですね。あんまり冗談ばかりだと他の博士に怒おこられますよ。ずいぶん酔っ払っておられるようですし、足もとが危ないから送りましょうか？」

　蛍霧がゆらゆらと身体からだを揺らしながら、胸に手をあてて大おお仰ぎように礼をした。

「大だい丈じよう夫ぶ、一人で帰れるよ。心配してくれてありがとう。……そうそう、今の冗談を誰にも言わないと誓ちかってくれたら、一ついい事を教えてあげよう」

　不思議に思いながらも頷うなずいた。酔っ払いの言った事など誰にも言うつもりはない。

　だけど、〝いい事〟という言葉が妙みように気に掛かかった。

「君は弓を引く事自体、まだ早すぎる。腕うでの細さからすると、筋力がないんだろう。弓を引く練習はまだ後でいいから、まずは筋力をつけた方がいい。四神の跡あと取とり仲間にはこの国一番の医者がいるだろう。彼なら効率よく筋力をつける方法を知っているはずだ」

　驚おどろいて蛍霧を見つめた。ただの酔っ払いだと思っていたのに、彼の助言は耳を貸すだけの価値があった。蛍霧はひらひらと手を振ふってこちらに背を向ける。

「今のままでは騎射大会で上位に入るどころか、矢を前に飛ばす事だって難しいだろう。小生の助言をどう生かすかは、君次し第だいだ。せいぜい頑がん張ばってくれたまえ」

　風のようにふわりと現れて、風のように去って行く。

　そんな彼の後ろ姿を見つめて、今言われた事を頭の中で反はん芻すうした。

（確かに、まずは筋力をつける事が大事だ。女のわたしが男のように力強くなるのは難しいかもしれないけど……負けるもんか！）

　誰かではなく、自分自身に勝つ為ために、改めて気合いを入れ直した。









　二章







　まずは手ぬぐいを引っぱる事から始めるといいよ、とは医者である朱咒の教えだった。

　筋力は一いつ朝ちよう一いつ夕せきにはつかない。だから簡単なものでいいから常に訓練する事を心がけ、段階を追って鍛きたえていくのがいいと。

　白桜は言われた通り、勉強中も入浴中も時には食事の最中までも、それを徹てつ底ていした。

　手ぬぐいを握にぎったまま就しゆう寝しんする事もたびたびだ。

「白桜！　よくぞ帰ってきた。話が……ん？　お前はいったい何をやっているのじゃ」

　十日に一度許される帰省日。屋敷に戻もどった白桜に、上総が発した第一声がそれだった。

　白桜は、自室で手ぬぐいを力いっぱい引っぱりつつ、文ふ机づくえに広げた書物を読んでいた。

「これは騎射の訓練です。わずかな時間も惜おしいので、腕を鍛えつつ勉強をしているのです」

「そうか。ずいぶん頑張っているようじゃの。わしはお前がそうして努力しているのが嬉うれしくて……ああ、いや、そうではなくて話があったのじゃ！」

　上総が頭かぶりをふり、正面に座った。

「ど、どうしたのですか？」

　困っているような表情の祖父を見て、嫌いやな予感が頭をよぎる。

「先日、帝からあるお話があってな」

　嫌な予感に拍はく車しやがかかった。〝帝から～〟で始まる話には、今までろくなものがない。

「今度はなんですか？　男ばかりの大学寮りようで難しい勉強をして、やった事のない騎射の練習をして。他ほかの学生達からは嫌がらせされるし、いろいろと大変なんです。これ以上帝の思いつきで余計な課題を増やされても……」

「いや、そうではない。実は見合いの話が来たのだ」

　一いつ瞬しゆん言葉の意味がわからなかった。何度か頭の中で繰くり返して、眉まゆ根ねを寄せる。

「……誰だれの？　まさかわたしじゃないですよね。女性のお見合い相手が現れて、わたしが男としてお見合いをするとか、そういうややこしいのは嫌ですよ！」

「違ちがう。そうではない」

　即そく答とうされてほっとした。だけどすぐに別の疑問がわく。

「じゃあ、誰のお見合いですか？　あ、もしかしておじいさま？　いいのではないですか。わたしは賛成です」

　手を叩たたいて喜んだのに、上総は渋じゆう面めんを崩くずさなかった。

「違う。わしでもない。……実は未いまだに誰の事なのか、よくわからぬのじゃ。突とつ然ぜん帝がお呼びになって、青丞殿どのが以前会った事のある白びやつ虎こ家の姫ひめを気に入ったそうだと仰おつしやった。それでこちらがよければ、ぜひ縁えん談だんを組みたいと仰って……」

「えーっ!?」

（そ、それってもしかして……！）

　叫さけんだまま卒そつ倒とうしそうだ。ぱくぱくと口を動かしたが、どう言葉にしていいのかわからない。上総が眉み間けんにしわを寄せて、腕うで組ぐみした。

「青丞殿が会われたのは、十六、七の娘むすめだそうだ。しかも今は田舎いなかに住んでいる姫と言われたから、恐おそらく都み桜おの事だと思うのだ。だが不思議なのは都に来た事もない都桜と青丞殿がどこで会ったのかだ」

　顔から血の気が引くのが自分でもわかった。上総が怪け訝げんな顔をする。

「白桜、どうしたのじゃ？」

「……し、です」

「ん？　何と言ったのじゃ？」

「だからわたしです。青丞と会ったのは。姫としてこの屋や敷しきにきたばかりの頃ころに、青丞と話す機会があって……」

「なんじゃとっ？　い、いつのまに」

（おじいさまが驚くのも当然だ。一人で庭をふらついて賊ぞくに襲おそわれた事は言ってないし）

　それはまだ、四神の像に触さわって髪かみや目が特別な色に変わる前の話だ。

　あの頃は、身の丈たけほどに長く艶つややかな黒髪で、瞳ひとみも同じく黒だった。

　上総に男として生きろと言われて了りよう承しようしたものの、不安にさいなまれて落ち着かず、夜の庭を散歩した。そこで屋敷に忍しのび込んだ賊と出で会くわし、あわやという所で青丞が現れて助けてくれた。賊は青せい龍りゆう家の手の者らしく、政敵である白虎家に突とつ然ぜん現れた跡あと継つぎ白桜……つまり自分を連れ去りにきたようだった。

（事情を話したいけど、屋敷に忍び込んだ事は誰にも言わないって青丞と約束したし。おじいさまに心配かけるといけないから、やっぱり黙だまっていよう）

「……青丞とは屋敷にくる直前に会いました。牛ぎつ車しやが青丞の乗る牛車とぶつかりそうになって。それで怪け我がはないかと心配して声をかけてくださったので、お話をしただけです。青丞がその姫の事をわたし白桜に聞いてきたので、ついそれは姉でもう田舎に帰ったと言ってしまって」

　何とか言いつくろったが、上総は首を傾かしげた。

「ここに来る時はわしも一いつ緒しよだったぞ。青丞殿にはお会いしていないと思うが」

「えっ、あの、そうだ！　おじいさまは都についてから、準備があると馬で先に屋敷に戻られたでしょう。その後にお会いしたのです」

　それはほんのわずかな時間だった。上総も納なつ得とくがいかないのか、首を捻ひねっている。

「……まあいい。とにかくそういう訳で見合いの話が来た。そんな事情があったとは知らぬからわしはてっきり、青丞殿が見み初そめたのは都桜だと思い込んだのじゃ。だがいくら帝みかどのご命令でも、身体の弱い都桜を都に連れて来る訳にはいかんと思った。長旅は命に関かかわる」

「わたしもそう思います。それに父上と姉様には、男のふりをして跡取りになった事は話していません。もし知られたら、そんな危険な事はやめて田舎いなかに戻れと言われるでしょう。姉様が都に来たら、わたしの事も知られてしまう。それはまずいです」

「そうじゃろう。本当なら断りたいが、帝からの縁談の申し出を蹴けるなら、わしは左大臣を辞する覚かく悟ごをせねばならん。そこで考えたのじゃ」

　年を取っていても、渋しぶい顔も凜り々りしい上総が、腕組みをした。

「屋敷に仕える女によう房ぼうを、都桜に仕立てようと思うのだ。お前は大学寮にいたから相談する暇ひまがなかったが、実はもう準備を調ととのえてある。その女房を青丞殿と見合いさせ、嫌きらわれるような態度をとらせて、うまく向こうから断らせようと考えておる。どうだ、この作戦は」

　青丞の方から断りを入れるなら、上総の地位にも影えい響きようはない。

　偽にせ者ものを立てれば、都桜を都に呼ぶ必要もなくなる。そう考えて、微笑ほほえんで頷いた。

「いい作戦かもしれないですね。青丞は誇ほこり高い人だから、気に入らない女性だったらきっと、さっさと帰って──────あああああっ！」

　ふいにある事を思い出して頭を抱かかえた。上総が目を丸くして、慌あわてて身を乗り出す。

「どうしたのじゃ？」

「そ、その作戦は使えません。だってわたし……多分顔を見られていると思います」

（顔だけじゃない。青丞と初めて会った日の事を、偽者には話せない。だっていくら事情があっても、青丞が夜中に政敵である白虎家に忍び込んだなんて知られたら、ただじゃすまないよ。だからって真実を話さないと会話がかみ合わないから、青丞に偽者だってばれる）

　考え込んでいると、上総がわずかに表情を緩ゆるませて頷いた。

「顔は大だい丈じよう夫ぶだろう。ほぼ初対面の男女だから、会うのは御み簾す越ごしだ。だからわしも何とか偽者を使って乗り切ろうと……」

「いえっ、おじいさま。実はけっこう話もしているので、声も覚えられているかもしれません。青丞はとても勘かんがいい。偽者はまずいです！」

　あの夜の事は、上総にも話せない。話したらきっと、両家の諍いさかいの種になる。

「こ、声か。絶対にばれはしない、とまでは言えぬな。青丞殿は確かに勘がよいからな」

　上総が額に手を当てた。困こん惑わくしている表情を見ると、申し訳ない気にすらなる。

「……不思議なんですが、なぜ青丞はわたしを気に入ったなんて言ったんでしょうか？」

　それはさっきからずっと感じていた疑問だ。暗がりの屋敷で、余計な事を話せば殺すと暗に言い含ふくめられた。あの時の何が、彼をそんな気にさせたのか理解に苦しむ。

「青丞殿はかなりの縁談を申し込まれているらしい。推測じゃが、まだ結けつ婚こんしたくない彼が、我が家の姫を名指しする事で他の縁談を断ろうとしたのかもしれん。政敵である白虎家の姫なら破談になる可能性が高い。それで傷ついたとでもいえば、しばらくは縁談を避さけられる」

「ああ、それって青丞が考えそうな事っぽい。最後には、何もかも彼の思い通りになるように計算されている所が、特に」

「だが今回の彼の誤算は、それが帝の耳に入ってしまった事じゃろう。帝におかれては、この縁談にかなり乗り気でいらっしゃる。青丞殿も今いま更さら噓うそだとは言えなくなったのではないか」「……すごくあり得る話ですね。そうでもなければ、青丞がよく知りもしないわたしに会いたいなんて言うはずないし」

（困ったな。あの夜の事を知らない偽者だと、きっと青丞にすぐばれる。だからってこちらからは断れない。しょうがない、それなら……！）

　決意を込めて片かた膝ひざ立だちになる。そして拳こぶしを握にぎりしめて、燃える瞳で上総を見つめた。

「おじいさま、こうなったら、わたしが女のふりをして……ん？　女のふりっておかしいかな。正しよう真しん正しよう銘めい女だし。……じゃなくて、とにかく女の恰かつ好こうに戻もどって青丞と会って、思いっきりがさつな態度をとって嫌われます！」

　上総の作戦を修正した案を出す。物静かで穏おだやかで優やさしくたおやか。それがこの国で理想とされる女性だ。青丞もそんな女性を好むだろう。だったら真逆を演じればいい。

　上総が思いっきり眉根を寄せた。

「そんなにうまくいくか？　特にお前は青丞殿としょっちゅう会っているだろう。正体がお前だと知られたらどうする」

　それは大きな懸け念ねん材料だ。だけど、ここで引き下がる訳にはいかない。

「貴族の男女が初めて会う時は、御簾越しなのでしょう？　ではかつらをかぶって裳も唐から衣ぎぬを着れば大丈夫なはず。……それに帝からの直接の縁談の申し込み。断る訳にはいかないです」

　上総が唇くちびるを嚙かんで、目を落とした。その肩かたにそっと手を置く。

「乗り越こえましょう。一族を存続させる為ために。わたしは姉様に病気を治してもらって、もっと楽に暮らして欲しい。おじいさまだってそうですよね？　その為には、希少な薬を手に入れられる左大臣の座にいてもらわなくては。大丈夫、うんとじゃじゃ馬なふりをしますから！」

　顔をのぞき込んで目を合わせる。すると上総が、ようやく頷うなずいた。

「そうじゃな。何とかなるかも知れぬ。お前ならじゃじゃ馬なふりをせずとも、普ふ段だん通りにしていればよい。色気もたおやかさもないから、青丞殿どのも嫁よめにもらおうという気にはならぬ」

「そうそう、わたしなら地で……って、おじいさま、失礼でしょう！」

　声を荒あららげると、さすがの上総も首を竦すくめた。それを見て息をつきつつ、気を取り直す。

「……とりあえず、わざわざ偽者を立てなくても何とかやってみます。任せてください！」

　自信があるとは言えないけれど、やるしかない。心に決めていると、上総が立ち上がる。

「わかった、ではすぐにかつらと衣い装しようを用意させよう」

「せっかちですね。青丞も大学寮りように入学しているのですから、会うのは卒業した後……」

　ふと、上総が半笑いなのに気付いた。思わず言葉を止めて、代わりに大きく目を見開く。

「お、おじいさま、つかぬことをききますが、お見合いはいつなのですか？」

　笑えみを浮うかべようとして失敗した。上総がおずおずと口を開く。

「正式なものは後日だ。だが青丞殿が、姫ひめに会った時に少々失礼な事をしたので、一度お目にかかってお詫わびしたいと。それで大学寮は今日は帰省日で、明日は休みじゃ。帝が善は急げと言われて。わしも偽者で対応するつもりじゃったから、つい了承してしまって」

「もしかして、今夜来るのですかっ」

　上総が引きつった笑いを浮かべて、小さく頷いた。
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　外はもう夜の闇やみに包まれている。

　久しぶりに手を通した裳唐衣姿を大きな鏡で見つめて、白桜は思わず眉まゆ根ねを寄せた。

「重い……。どうして女性の正装ってこんなに重ね着するんだろう。男装ばかりしてたから、久しぶりのこの重さは応こたえるな。正直、男の恰好の方が楽。動きやすいし何より軽いし」

　まるで、子供を両りよう肩かたに一人ずつ抱えているかのような重さだ。一歩歩くのも億おつ劫くうだった。

「仕方ない、今夜だけの我が慢まんだ。さあ、後はこのかつらを最後に被かぶれば……よしっ」

　鏡を見て思わず頷いた。映っているのは、まだ田舎に住んでいた頃ころの自分だ。

　違ちがうのは紅くれない色の瞳ひとみだけだった。

「御簾越しだから瞳の色はばれないと思うけど、念の為に明かりは暗めにしてもらおう。さあ、青丞と対面だ。絶対にばれないように……うわっ」

　立ち上がって大きく一歩を踏ふみ出そうとしたが、着物の裾すそがまとわりついて転びそうになる。しばらく男として暮らしていたから、自然と大おお股またで歩く癖くせがついていた。

「まずい……！　もっとおしとやかにしないと」

　白桜は裾をさばいて、久々にしずしずと内うち股またで歩き出した。
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　白桜の前面と両りよう隣どなりには、薄うすい御み簾すが下がっているだけ。そんな状じよう況きようで目の前に青丞がいる。

　女の恰好をして彼に会うのは、何だか不思議な感じがした。

　わざと薄暗くした部屋は耳に痛いほどの静けさだ。口から飛び出しそうなぐらい大きく脈打つ心臓の音が聞こえはしないかと、内心ひやひやしていた。

　部屋に通されたばかりの青丞は、焦あせるでもなく緊きん張ちようするでもなく、いつもとまったく変わらない表情だ。姿勢良く座ってじっとこちらを見つめている。

（無言って圧あつ迫ぱく感かんがあるな。でもわたしから話をするのはよくない……と思う。殿との方がたから話すのを待つ……べきなのかな？）

　貴族の殿方と面と向かい合って会うなんて初めてだ。どうしていいのか見当もつかない。

（青丞、いつもの嫌いやみでいいから何か言って。黙だまってると息が詰つまる……！）

　心の叫さけびを口に出さないようにするには、かなりの忍にん耐たいが必要だった。

　何とか気持ちをなだめて御簾の中でじっとしていると、青丞が一つ息を吐はいた。

「すまなかった」

「えっ!?」

　つい大きな声を出したが、青丞は気にした風はない。

「初めてこの屋や敷しきで出会った日の事だ。怖こわい思いをさせただろう。……本当にすまなかった」

　青丞が静かに頭を下げた。そんな動作さえ優ゆう雅がに見えて、見とれてしまいそうになる。

「それにあの時の事を黙っているという約束も守ってくれただろう。弟は知っていたが」

　心臓が跳はね上がった。そういえば、自分は白桜の姉という事になっているのだ。

「改めて、俺の名は青丞だ。父が無理に縁えん談だんを申し込んだせいで、わざわざ都までお越こし頂いて申し訳ない。……君の名は？」

　男らしい笑みは、決して白桜には向けられない優しさを含んでいた。

「わ、わたしは里桜です」

　口にしてからあっと思った。白桜の姉だと言うからには、都桜と名乗るべきだったろうか。

　しかしすぐに、会うのは今日限りだからいいかと思い直す。

「里桜か。可愛かわいらしい名前だ」

　青丞が目を細めた。普段の彼を知っているだけに、顔が真っ赤になる。

（青丞って、女性相手にはこういう事を言うんだ。……って感心している場合じゃない。よしっ、嫌きらわれよう大作戦開始だ！　まずは……これでどうだ）

「可愛いって言われるのは珍めずらしいです。わたし、今までじゃじゃ馬だとか、男の子のようだとしか言われた事がないので」

　思いっきりはきはきと答えた。都の貴族の姫は、喋しやべる時もおっとりとした女性が好まれる。

　ずばずば物を言う女性は、はしたないと敬遠されるはずだ。

「あの時の事も気にしないでください。わたしは月を見るのが好きで、祖父に内ない緒しよで勝手に部屋を抜ぬけ出して、庭をふらふらしていたんです。祖父にそれがばれるとまずいから、あなたの事も黙ってただけです。あ、あの時の事は緊きん張ちよう感かんがあって面おも白しろかったです！」

　手を叩たたいて喜びの声を上げる。

（勝手に部屋を抜け出して、夜中の庭を一人でうろつく姫なんて、とんでもないって呆あきれたはず。しかもあんな危ない目にあった事を、面白いとか言い切る姫がいるなんてと、あっけにとられたはず。さあ、青丞、呆れた姫だって言って部屋を出て行って！）

　自信満々な笑みを浮かべて、青丞の反応を待った。

「ふっ、ははっ」

　だが聞こえたのは、初めて聞く青丞の愉ゆ快かいそうな笑い声だった。

　艶つやのある低音が部屋に響ひびいてびっくりしていると、青丞が持っていた扇せん子すで口元を隠かくした。

「……失礼。やはりあなたは面白い。その行動的な所がとても素す敵てきだ。家に閉じこもってばかりいる姫では、世間を見る目が狭せばまる。普ふ通つうはそういう姫が好まれるかもしれないが、個人的には、女性も世の中に出ていろんなものを見て経験した方がいいと思っている」

　予想外の言葉に、何も言い返せなかった。

（青丞のそんな考え初めて聞いたよ!?　てっきりおしとやかな姫が好きなんだと……）

　困こん惑わくしていると、青丞の紺こん碧ぺきの瞳が、何かを思い出すように伏ふせられた。

「あなたははきはきとしていて、話していてとても気持ちがいい。初めて会った時もそうだった。賊ぞくに囲まれていたのに、俺の問いかけに毅き然ぜんと返事した。……あれには感心した」

「いえいえ、だってそんなに怖くなかったし。むしろ危険な目にあって、わくわくしたっていうか。ぜんぜんへっちゃらでしたよ」

　かなり自由奔ほん放ぽうな物言いをしたつもりだが、青丞はまったく気にした風はない。

「元気な様子で何よりだ。安心した。……実はあなたの弟から身体からだが弱いと聞いて、心配していた。それでこれを用意させてもらったのだが……」

　青丞がかたわらに置いていた包みから、金と銀で縁ふち取どりされ、小さな玉がちりばめられた陶とう器きの入れ物を取り出した。両手に収まる大きさのそれは、高価なものだと一目でわかる。

「これは知り合いの薬くす師しが調合した香こうだ。この世に一つしかない。香かおりも素す晴ばらしいが、心を静めて夜ぐっすり眠ねむったり、疲つかれを取る効果もあるという。以前怖い思いをさせたから詫びだ。受け取ってくれ」

「そ、そんな高価な物頂けません。もったいないです。わたしなんかに」

　慌あわてて口走ると、青丞がふっと口角を上げる。

「おや、遠えん慮りよは知っているようだな。あまりにはきはきしているから、そういう常識には無む頓とん着ちやくかと思ったが。あなたはよくわからない人だな。だが────そこが面白い」

（何でそうなるんだ！　嫌われようとしているのに、ぜんぜんだめじゃないかっ）

　がっくりと項うな垂だれていると、青丞が微笑ほほえむ気配がした。

「……あなたは、白桜とよく似ている」

　どきっとしたと同時に身体も震ふるえた。背中に冷や汗あせが伝う。

「そ、そうでしょうか？」

「ええ、男に似ているというのは失礼かもしれないが、声もしゃべり方も雰ふん囲い気きもよく似ている。だからだろうか。ゆっくり話すのは初めてのはずなのに、そんな気がしない」

　薄暗い静かな部屋で、大きく鳴っている心臓の音が聞こえはしないかと心配になる。

　それでも、知りたい事があって勇気を振ふり絞しぼった。

「弟は、大学寮りようでどんな様子ですか？」

（青丞には、男として生きるわたしはどう見えているんだろう。彼の事だから、きっと厳しい事をいっぱい言うんだろうな。だけど聞いてみたい）

　内心では怯ひるみつつも、彼の声を聞こうと耳を傾かたむける。

「彼は……とてもよく頑がん張ばっていると思う」

　だけど、返ってきたのは思っていたのとは違う言葉だった。

「え？　本当に!?」

　思わず身を乗り出すと、青丞が苦く笑しようした。

「ええ、身体が弱くて今まであまりちゃんと勉強もできていなかったようだが、必死で授業についていっている。なかなか根こん性じようがある」

（青丞にこんなに褒ほめられるなんて初めてだ。直接〝白桜〟に言ってくれたら、もっと嬉うれしいのに。だけど面と向かって言わない所が、彼らしいかも）

「ありがとうございます」

　思わず礼を言うと、青丞が苦笑した。

「仲のよいご姉弟きようだいだ。弟が褒められて、そんなに声を弾はずませるなんて。彼はいい姉上がいてうらやましい。……なぜだろう。あなたと話していると、とても微笑ましい気持ちになる」

　穏おだやかな笑えみは、いつもの上っ面つらだけの笑みとは違ちがう。心からのものだ。

（素敵な笑顔だけど、青丞と最近ずっと一いつ緒しよにいるからわかる。この笑みは本気でわたしの事を気に入ってる感じだ。嫌われるはずだったのに、どうして!?）

　顔をひくつかせていると、青丞がすっと立ち上がったので、思わず身構える。

　かつらを被かぶって白銀の髪かみは隠してあるが、紅くれないの瞳ひとみはどうやっても誤ご魔ま化かせない。

　二人の間には薄い御簾があるだけだ。払はらいのけられたら終わりだった。

「……初めて伺うかがう姫ひめのもとに長居するのは無ぶ粋すいだ。これで失礼しよう」

　ほっと胸をなで下ろした。だが青丞はにこやかに言葉を続ける。

「十日後にまた大学寮から帰省できる。その時にまた伺おう。──あなたが今度は、どんな面白い事を言うのか楽しみだ」

　背を向けた青丞が、ようやく部屋を後にした。その後ろ姿を呆ぼう然ぜんと眺ながめる。

「また来る気!?　どうしてこうなるんだ！」

　作戦は失敗だったようだ。しかも嫌われるどころか余計に気に入られてしまった気がする。

　悔くやしくて、地じ団だん駄だを踏ふみたい気分だった。
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「どうしたんだい、青丞。機き嫌げんがよさそうだね」

　馬場へと向かっていた青丞は、声をかけられて目を瞬またたかせた。

　振り向くと、博士はかせのくせにいつもの赤い狩かり衣ぎぬを着こなした朱咒が、片手を振っている。

「休みの間に、何かいい事があったのかな？」

「いや、特には。……ああ、そういえばある面白い女性と知り合いになって」

　朱咒がふいに近づいて、息がかかるほど間近でじっくりと顔を眺めた。

「じゃあ、機嫌がいい理由はその女性だな。──ずばり、その女性に恋こいをしたんだろう！」

　突とつ然ぜん指さされて、面めん食くらった。

「馬ば鹿かな事を。お前のように色恋にうつつをぬかしている暇ひまはない」

「ひどいな。私は人生を謳おう歌かしているのだ。恋はいいぞ。人生を豊かにしてくれる。君のようにいつも眉み間けんにしわが寄っているような男は、ぜひ恋の深みにはまって、楽しんだり苦しんだりするべきだ。そうすれば、人生とはどんな意味があるのかよくわかるようになる」

　女性達に圧あつ倒とう的な人気を誇ほこる、この国で一番賢かしこい男の言う事だが、耳を貸す気はなかった。

　無視して馬場の隣となりにある廏うまやに向かうと、朱咒が足取り軽く付いてくる。

「来るな」

「たまたま方向が同じだけだよ。そんなに冷たい事ばかりいわないで、もっと話をして親しくなろう。白桜とは違う意味だけど、君の事も気に入っているんだ」

「お前のように軽い男と親しくなりたいとは思わないな。……ん？」

「あれ、白桜だ。ああ、馬に乗る練習をしているみたいだね。あっ！」

　朱咒が、馬から振り落とされて地面に転がった白桜を見て、蒼そう白はくになった。

「白桜……！」

　駆かけ寄ろうとした彼の腕うでを摑つかむ。そして顎あごで馬場を示した。

「大だい丈じよう夫ぶだ。もう立ち上がった。受け身だけはうまいようだな。怪け我がはなさそうだ」

　しかし遠目でもわかるくらい、白桜は顔や手足がすり傷だらけだ。

　それでも必死な形相で再び馬の手た綱づなを握にぎり、あぶみに足をかけようとしている。

「……なぜあんなに傷だらけなんだ。手綱さばきもかなり危なっかしいな」

　思わず眉まゆ根ねを寄せた。朱咒がはらはらした様子で白桜を窺うかがいながら、口を開く。

「仕方ないよ、馬に乗った事が一度もないみたいだから」

「なんだと？　本当か、それは」

　初耳だった。騎うま射ゆみ大会の説明をした時は、一言もそんな事は言っていなかった。

　むしろ馬は得意そうだという印象を受けたぐらいだ。

「ああ、弓も引いた事がないらしい。筋力をつけるにはどうしたらいいかと聞きにきた。その時に馬もまったく初めてだと言っていた。教えようかと思ったけど、博士である私が白桜にだけ特別に教えると、変なやっかみが増えるかもしれない。だから様子を見ているんだ」

　何も考えていないようで、一番周りを見て冷静に対処しているのは朱咒かもしれない。

　朱咒は心配そうな顔をしていたが、白桜がやっと馬に跨またがったのを見て、口元を綻ほころばせた。

「ああ、よかった。今度はうまくいきそうだ。──ねぇ、青丞。白桜は見ていて面おも白しろいね。ぐんぐん学力が上がっているんだ。記き憶おく力がずば抜ぬけているみたいで、教えた事は一度で吸収する。だから二度同じ事は聞かないんだよね。それに何より、本人の努力が大きい」

　優やさしげな外見に対して、朱咒がそう簡単に他人を褒めないと知っている。

　彼がここまで言うのは、そうとう珍めずらしい事だった。

「まあ、確かに努力家ではあるな」

　初めて会った時は、田舎いなかから出てきたばかりで、四神の跡あと取とりとしての自覚がまったくなかった。少し嫌いやみを言えば、泣きそうな顔で逃にげていったものだ。

　だが今は違う。跡取りの御お披ひ露ろ目めの儀ぎ式しきの準備として神社に来た頃ころから、彼は変わった。

　はっきりと自分の思いを口にし、跡取りとしての自覚も感じ取れるようになってきた。

　正面に再び目をやると、馬上の白桜はふらふらとしていて、今にもまた落馬しそうだ。

　しかし諦あきらめる気はないらしく、必死で手綱を握っている。

　身体が弱いと言っていたから、きっとそのせいで馬も弓も経験がなかったのだろう。

　それでも彼は、弱音を吐はかずに努力で乗り越こえようとしている。

　知識は今ひとつで、体力はまったくない白桜だが、根性だけはある。

　何があっても諦めない彼を見ていると、なぜだか放ほうっておけなかった。

「……仕方ない。特訓してやるか」

　ため息混じりに呟つぶやいて、白桜の方へと一歩踏み出したが、そこで足を止めた。

「おや、鵬玄だ」

　朱咒の声が驚おどろいている。

　前方では鵬玄が手綱を握り、馬の動きを止めていた。おかげで白桜は落馬を免まぬかれたようだ。

「珍しいね。彼が自分から誰だれかに話しかけるなんて。私なんて鵬玄が話しているのを聞いた事すら数回しかないのに」

　鵬玄は人ひと嫌ぎらいなのを隠かくしもしない。同室だが、直接会話した事もほとんどなかった。

　だけど白桜とは、時折親しげに話しているのを見かける。

　そして驚いた事に、鵬玄は白桜にだけは笑いかけるのだ。

　朱咒が話をしている白桜と鵬玄を見つめて、わずかに息をついた。

「鵬玄は白桜にだけは何かと優しいよね。あからさまな優しさじゃないけど、いつも見守ってるって感じだ。……彼は無口だけど、剣けん術じゆつの腕では右に出る者はいないし、頼たよりがいもありそうだ。恋こい敵がたきになったら手て強ごわそうだな」

　本気か冗じよう談だんか区別が付かない、微び妙みような言い方だった。

「お前の趣しゆ味みにケチをつけるつもりはないが、どうして男がいいんだ？」

「男ねぇ。白桜からは──『男』の臭においがしないんだよね」

　ふいに、朱咒の赤い瞳に鋭するどい光が宿った気がした。

　白桜を見つめてほくそ笑えむ顔は、なぜだか迫はく力りよくがある。

「……まあ、あいつは男の臭いがしないかもな。何しろ、子供のような体格だし。男というよりは、まだまだ少年という感じだからな」

　肩かたを竦すくめると、朱咒が笑みを深くした。

「そうだね。……あっ、青丞。見てごらん。鵬玄が馬の手綱をひき始めたよ。どうやら彼が馬の訓練をするみたいだ。……一歩出で遅おくれたね。残念」

　なぜ朱咒がしたり顔をするのか、意味がわからなかった。馬の訓練を鵬玄がやってくれるなら、好都合だ。余計な事に気をとられず、勉強の時間がとれる。

　大学寮りように入学したからには首席で卒業するのが目標だ。

　父である龍宝帝の顔に泥どろを塗ぬらない為ためにも、騎射大会でも一位をとらなければならない。

「何を言っているのだ。俺はこれで失礼する」

　馬場へ行くはずだったのに、なぜか背を向けた。

　言いようのない苛いら立だたしさがこみ上げて来て、気分が悪かった。
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「うわぁーっ！」

　奇き声せいに近い叫さけび声を上げた白桜は、馬の鞍くらにしがみついた。

「もっと背筋を伸のばせ。馬はちゃんと俺が手綱を握っている。動かないから平気だ」

　鵬玄に声をかけられて、おそるおそる目を開ける。最初はびくびくしていたが、馬が微び動どうだにしないおかげで、徐じよ々じよに気持ちが落ち着いてきた。

　しばらくして、ようやく辺りを見回す余よ裕ゆうが生まれる。

「すごく見晴らしがいいですね！」

　いつもの目線で見ている景色と馬上で見る景色は、同じなのにどこか違ちがって見えた。

　馬場の向こうにある寄宿舎の中庭も、普ふ通つうならここからは見えないはずだ。

　だけど、馬上からだと中庭で書物を広げて勉強したり、昼ひる寝ねをする学生の姿が窺うかがえた。

　吹ふいている風も、高い位置にいると少しだけ冷たく感じる。

　疲つかれて眠ねむ気けに襲おそわれてもいたので、風の冷たさが心地ここちいい。

「まずは馬になれろ。俺が手綱を引いて歩かせるから、しっかり摑つかまっていろ」

「はい。……よろしく頼たのむよ。華はな雲くも」

　そっとたてがみを撫なでてやる。鵬玄がこちらを見上げた。

「華雲？」

「この馬の名前です。大学寮の馬を貸してもらってるんですけど、名前がないので呼びにくかったからつけたんです。騎射大会までの間、わたしの大事な相棒ですから」

　もう一度たてがみを撫でると、華雲がヒヒン！　と返事するかのように鳴いた。

　鵬玄が珍しく口元を緩ゆるめた。だけどすぐに表情を引き締しめて歩き出す。

　すると華雲もゆっくりと一歩踏ふみ出した。さっきまでどんなに自分が手綱を引っぱっても言う事を聞かなかったのに、鵬玄には逆らわないようだ。

（華雲も人を見てるのかもな……もっとしっかりしないと）

　反省しつつ、華雲にしがみついた状態で辺りを一周した。

　すると少しだけなれてきて、どうにか馬上で背筋を伸ばす事ができた。鵬玄がもう一周してくれたので、戻もどってくる頃には手綱を握って辺りを観察する余裕もできた。

「よし、一度下りて休きゆう憩けいしよう、手を貸せ」

　鵬玄が華雲を止めて、手を差し出した。躊ちゆう躇ちよしつつもそれを握って、どうにか下りる。

　地面に足をつけてほっとしていると、鵬玄の声が頭の上から降ってきた。

「軽いな、お前は相変わらず。もっと食事をしっかりとって、筋力をつけろ」

　頷うなずいてから、木の根元に座り込む。緊きん張ちようしたせいで、めまいがしていた。

「本当にもっと鍛きたえないと。このままだと騎射大会どころか練習だけでばてるな」

　軽く息切れしながら地面に寝ね転ころがる。鵬玄が隣となりに座り込んで、竹たけ筒づつを差し出した。

「飲め」

　ぶっきらぼうな一言だが、緊張して喉のどが渇かわいていたので、とてもありがたかった。

　竹筒を受け取ってふたをとり、喉に水を流し込む。

「ああ、美味おいしい……！　生き返るってまさにこの事だ。ありがとう、鵬玄」

　竹筒を返すと、鵬玄がやや心配そうな顔つきでじっと見つめてきた。

「顔色が悪いな。夜、寝てないだろう。月明かりで本ばかり読んでいたら目を悪くするぞ」

「えっ、何で知ってるんですか？」

「隣でこそこそしているから気付いただけだ」

「すみません、うるさかった？」

　慌あわてて頭を下げた。大学寮に来てしばらく経たつが、やはりまだ青丞と鵬玄に挟はさまれて眠ねむるのは落ち着かない。なかなか寝付けないから、それならばと書物を読みふけっていた。

「……鵬玄。実はずっと言おうと思ってたんだけど、できたら寝場所を代わってもらえないかな。どうも真ん中は寝にくくて」

　思い切って頼むと、鵬玄が困ったような顔で首を振ふった。

「……それはだめだ」

（どうしてだめなんだろう？　何か理由でも？　確か鵬玄が寝てるのは入り口の方だ。……あ、もしかして）

「……違ってたらごめん。入り口側で寝るのは、もしかして誰かが部屋に入り込まないように見張ってるから……とか？」

　思いついた事を口にしてみる。

　大学寮では自分達は特別扱あつかいされていた。そのせいで他ほかの学生達に嫌いやがらせを受ける事も多かった。部屋に鍵かぎなんてないし、忍しのび込んで何かよからぬ事をしようとするやからがいても防ぐ事はできない。鵬玄がややばつの悪い顔をした。

「お前は変な所で勘かんがいいな。俺もまだまだだ。黙だまっていたかったのに、気付かれるなんて」

「やっぱりそうなんだ。青丞は帝みかどの子息だし、わたしはひ弱だし。それに学生達ばかりでなく、外から誰か侵しん入にゆうしてくるかもしれない。屋や敷しきなら警備は厳重だけど、大学寮はそうはいかない。だからあなたが守ってくれてる。……鵬玄は優やさしいな」

　素す直なおな気持ちを口にすると、鵬玄が慌てたように顔をそらした。

「馬ば鹿かな事を。俺はただ、武官だった頃ころの癖くせが直っていないだけだ。仲間がいる時は無意識に、その場で一番危険な場所を選んで、座ったり寝たりしてしまうんだ」

　ぶっきらぼうな物言いだが、彼の言葉の奥に潜ひそんでいるものには、もう気付いている。

「ありがとう。鵬玄。仲間だと言ってもらえるのが、すごく嬉うれしい。あなたが部屋の入り口を見張っていてくれるなら安心だ。あなたはやっぱりすごいや」

　微笑ほほえむと、鵬玄の顔が珍めずらしく赤らんだ。

「俺はお前こそすごいと思うぞ。寝る間を惜おしんで勉強して。俺はあまり学問は得意ではない。身体からだを動かしている方がいい。だが、お前は逆のようだな」

「謙けん遜そんしないでください。鵬玄は学問だってできるじゃないですか。今のままだって卒業試験は通るだろうって、博士はかせに太たい鼓こ判ばんを押されてたでしょう」

　青丞と鵬玄は学問も騎うま射ゆみ大会も問題はない。危ないのは自分だ。

「わたしも、もっともっと勉強して体力もつけて、卒業試験も騎射大会も乗り越こえなくては。白びやつ虎こ家の未来がかかっているんですから」

　空を見上げて呟つぶやくと、鵬玄もやはり同じく上を向いた。

「……そう気を張るな」

　夕焼けに染まりつつある空は、暖かみを帯びた色をしていた。

「お前はいつでも一いつ生しよう懸けん命めいだ。あまりにがむしゃらすぎて、見ていてこちらがはらはらするぐらいだ。大学寮を無事に卒業しなければならないのはわかっているが、無む茶ちやをしすぎて身体を壊こわしては何もならない。俺にできる事ならいくらでも手を貸そう。遠えん慮りよなく言え」

　鵬玄の優しさが身にしみた。かっと目元が熱くなって思わず下を向く。

　ずっと男ばかりに囲まれて、緊張して暮らしていた。優しい言葉を聞くのは久しぶりだ。

「大だい丈じよう夫ぶです。わたしは負けません。みんなと一いつ緒しよに卒業したいんです」

　何とか涙なみだを堪こらえてにっこり笑うと、鵬玄も口元を緩めた。

　その笑顔があまりにも凜り々りしくて男らしくて、つい見とれた。

「……鵬玄って、もてそうだな。あなたみたいに強い男性に憧れる女性って多いし」

　何気なく口にした言葉に、鵬玄がわずかに顔を曇くもらせる。それに気付いて目を瞬またたかせた。

「……何か気に障さわった？」

「いや、昔の事を思い出しただけだ。同じような事をある女性に言われた事があって」

「もてるって？　だったら褒ほめ言葉じゃないですか」

　なのにどうしてそんな暗い顔をするのかと聞きたかった。だけど、彼の伏ふし目がちな表情から察するに、聞いてはいけない事かもしれないと口を噤つぐむ。すると鵬玄が自じ嘲ちようした。

「……俺はもともとは身分の低い武官だった。どんなに腕うでが立とうと頭が良かろうと、女性は家いえ柄がらのいい子息との恋こいを望むものだ」

「そんな事ないです。わたしの母は白虎家の姫ひめだったけど、貴族だけど貧びん乏ぼうで身分も低い父と駆かけ落ちして……あっ」

　思わず両手で口を塞ふさぐ。そして慌てて鵬玄に向かって身を乗り出した。

「今のは聞かなかった事にしてください。母はとても自由というか元気がいいというか、発展した考えを持つ女性で、祖父は体面もあって母の駆け落ちを内密にしているようだから」

　辺りを見回して人がいないのを確かく認にんし、小声で話しかける。

　鵬玄が一いつ瞬しゆんきょとんとしたが、すぐに頷いた。

「いいだろう。口は堅かたい方だ」

　ほっとして胸をなで下ろすと、鵬玄が頭にぽんっと手を置いてくれた。

「……お前の秘密を守る証あかしとして、俺の秘密も話そう。実はこれはまだ誰だれにも話した事がない。だが俺の心の底でずっと凝こり固まっている秘密だ。吐はき出してしまいたいが、誰にも言えなくて困っていた。お前を男と見込んで聞いてほしい」

　そっと声を潜めた鵬玄に、目を丸くする。だがすぐに大きく頷いた。

「わたしも言っていい事と悪い事の区別はつきます。話して楽になるのならどうぞ」

　鵬玄が俯うつむき加減で、やや目を伏ふせる。

「二年前の事だ。俺は仕事で高貴な家柄の姫の警護についた。その姫はとても美しく、警護の者達の憧あこがれの的だった。しばらくして、主あるじの政敵が彼女を襲おそおうとした所を助けた事から、少し話をするようになった。彼女は俺に、強くて頼たのもしい方、きっとたくさんの女性達が憧れている事でしょう。私もお慕したいしていますと文ふみをくれた」

　女性の方から恋文を送るなんて、そうとう鵬玄は気に入られたようだ。

　続きが気になって、詰つめ寄るようにして耳を傾かたむけた。

「文を頂いたら、返すのが礼れい儀ぎだろうと思って返事を出した。だがそこの主に、文をかわした事がみつかって」

　笑えみを浮うかべているが、表情はつらそうだった。

「身分の低い武官など、娘むすめと話をする事さえ無礼だと罵ののしられた。姫も父には逆らえないからと、二度と文は来なかった」

「そうですか……」

　四神の一族は跡あと取とりとなる者がいない場合や、何か不始末を起こした場合、都を追放される。そして四神がお告げで新しい一族を選び直すのだという。

　跡あと継つぎがいなかった先代の玄げん武ぶ家が都を追放になり、新たに選ばれたのが鵬玄の一族だ。

　彼はそれまで都を守る武官として働いていたが、身分としてはかなり低かったようだった。

「俺はそれ自体は仕方ないと思っていた。だが……玄武家の跡取りになった途と端たん、その主が俺を訪ねてきた。しかも、俺に娘との縁えん談だんを持ちかけてきて」

　浮かべているのは、あざ笑うような表情だった。それがその主に向けられたものなのか、彼自身に対して向けたものなのか、わからなかった。

「姫からの文を携たずさえていた。読んでみると父に言われて泣く泣く俺を諦あきらめた。もう一度会いに来てほしいと切々と訴うつたえた文だった。──二年も音おと沙さ汰たがなかったのに、今いま更さらそんな事を言うなんて、噓うそくさくて吐き気がした」

　いつもと違ちがう、凍こごえるような声こわ色いろだ。彼のこんなに激しい感情に触ふれたのは初めてだった。

「悲しいね……」

「ああ、父親に言われたぐらいで俺と距きよ離りを置き、俺が高い地位についた途端、またすり寄ってきた。貴族とは人を身分で見る者ばかりなのだと……」

「いや、そうじゃないよ。わたしは姫が悲しい気持ちだったんだろうなと思ったんだ」

　鵬玄が驚おどろいたように眉まゆ根ねを寄せた。

「どういう事だ？」

「多分、わたしはその姫は噓をついてないと思う。むしろ可哀かわい想そうだと感じたよ。貴族の姫は、そう簡単には父親に逆らえない。特に貴族の結けつ婚こんは、家同士の繫つながりが重要になってくるから、身分が高いほど自分の自由にはできないんだ」

　田舎いなかに住んでいたとはいえ、一応貴族の姫として育った。父はあまりそういった事にこだわらない方だから助かったが、都の高貴な家柄の姫はそうはいかないだろうと察しはつく。

「貴族の姫は、男性みたいに勉強する事も武芸の鍛たん錬れんをする事も、外を出歩く事さえ自由にはできない。重い裳も唐から衣ぎぬを着て、狭せまい御み簾すの中で一日の大半が終わる。そんな姫があなたに自分から文を出した。それはきっと、すごく勇気がいった事だと思う」

　姫の気持ちがわかる気がした。ぶっきらぼうだけど、強くてたくましい武官に恋をした。

　思いの丈たけを込めて文を出し、返事が来た時にはきっと大喜びだっただろう。

「あなたが玄武家の跡取りとなった途端すりよって来たのは、父親でしょう？　姫じゃない。姫はあなたに申し訳なくて謝りたいから、もう一度会いたいと文に書いたのかもしれないよ」

　鵬玄が珍しく、目を丸くした。そしてすぐに地面に視線を落として、膝ひざに置いた拳こぶしを握にぎる。

「……驚いた。そんな事は考えた事もなかった。実は俺が玄武家の跡取りになってから、上司や同どう僚りようで衝しよう突とつばかりしていた者達も、いきなり猫ねこなで声で近づいてきて。人を身分で判断する貴族達にうんざりしていた時に、姫からの文が届いたから、つい彼女もそうなのかと……」

　人ひと嫌ぎらいを隠かくさない鵬玄は、無口で誰ともなれ合わない。

　だけどそれは、これ以上心が傷つくのを防ごうとしているからなのかもしれない。

「その姫とはどうなったの？」

「……文の返事を返さなかったし、父親の話も聞かなかったから、音沙汰がなくなった。その後、結婚したらしいと噂うわさに聞いた。夫に大事にされて幸せに暮らしているらしいと」

　そう口にした時の鵬玄は、わずかに微笑ほほえんでいた。

「姫の幸せを喜べるんだから、あなたはやっぱり優やさしい人だ」

　鵬玄がまた目を丸くした。そして緊きん張ちようの糸が緩ゆるんだように、ふっと肩かたの力を抜ぬく。

「お前は面おも白しろいな。女性の気持ちがそんなにわかるなんて。まるでお前が女性のようだ」

　喉のどから出そうになった悲鳴を慌あわてて吞のみ込む。鵬玄は気付かなかったらしく、話を続けた。

「だがお前は身体は小さいが、立派な男だ。それなのに姫の気持ちがわかったのは、お前が人の気持ちや痛みがわかる人間だからだろう。それにお前は貴族らしくないし、裏表がない」

　鵬玄が立ち上がり、手をさしのべてくれる。握ると軽々と引き上げて立たせてくれた。

「こんな話をしたのもお前が本当に初めてだ。お前は俺の友だ。さっきのお前の母親の秘密と、俺の秘密。これは互たがいに口外しないと誓ちかい合おう。それから……」

　鵬玄がゆっくりと、男らしい顔に笑みを形作った。

「……これからは友であるお前に秘密は作らないと誓う。お前もできたらそうして欲しい。俺達は仲間だ。俺はお前が困っていたらいつでも助けに行く。しかし秘密を作られたり噓をつかれたりしたら、俺達の友情にひびが入るかもしれない。だから頼む」

　まっすぐに見つめられたが、つい俯いてしまった。

（これが男同士の友情ってやつか。すごく素す敵てきだ。……だけどわたしが女だってばれてだましてた事がわかったら、きっとこの友情はずたずたに引き裂さかれる。鵬玄も傷つくだろうな）

　心の中は鋭するどい針で刺さされたような痛みが襲っていた。

　だけど本当の事はどうしても言えない。小さく頷うなずくと、鵬玄が破顔した。

　その嬉うれしそうな様子を正面から見られなくて、唇くちびるを嚙かみしめた。
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「へぇ、少しはさまになってきたね」

　白桜は昼間は授業。それが終わってからは鵬玄と馬に乗る練習。そして夕食が終わった今は、寄宿舎の裏庭で一人、筋力をつける為ために重りをつけた竹刀しないを振ふっていた。

　月明かりだけの薄うす暗ぐらい庭で急に声をかけられて、びくっとしつつ声の方に顔を向ける。

　そこにはぼさぼさ頭の博士はかせ、蛍霧がだらしなく大木にもたれかかっていた。
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「あなたでしたか……。驚かせないでください。何の用ですか」

　賄わい賂ろを要求した博士なんて本当は無視したい。だけど彼には、弓の練習についての助言をもらっている。だから仕方なく声をかけると、蛍霧がにんまりした。

「気が変わって、小生にイロイロと頼み事をする気になったかなって思って」

「絶対に何があっても、あなたにイロイロな頼み事はしません！　どうぞお帰りください」

　ふんっと顔を背そむけたが、蛍霧は一向に帰る気配がない。

「おやおや。やっぱり君は気が強いねぇ。腕うでの力はまだまだ弱そうだけど」

　持っている重り付きの竹刀がぷるぷる震ふるえているのに、気付かれたらしい。

「あなたは目め端はしが利ききますね。人が嫌いやがっているのには鈍どん感かんなようだけど」

　口調をわざと真似まねると、蛍霧が声を立てて大笑いした。

「これは一本取られた。……ねぇ、白桜。そろそろ勉強や騎うま射ゆみ大会の練習に嫌気がさしてきたんじゃないか。小生に頼めば、もっと楽ができるよ」

「嫌気はさしてますけど、ずるをして楽をしようとは思いません」

　腰こしに手を当てて言い放つと、蛍霧が肩を竦すくめた。

「頑がん固こだね。……面白い。じゃあ、今日はこのぐらいにしておこうかな」

（それだけの用だったのか!?　ほんとに暇ひまな人だな、まったく！）

　蛍霧が手を振って去って行く。むっとしつつ見送っていると、ふいに彼が立ち止まった。

「そうそう。弓ってね。筋力もある程度必要だけど、あまり鍛きたえすぎてもいけないらしいよ。だからそろそろ実じつ践せん練習に移った方がいいかもしれない。騎射大会まであまり間がないし」

「……この間もだったけど、それって助言してくれてるんですよね。どうしてわたしに？」

「君が騎射大会で活かつ躍やくしたらきっと面白いと思うんだ。何しろ、君には誰だれも賭かけていない。でも小生は君のその根こん性じようを見込んで、そこそこの大金をつぎ込んでみようと思ってね」

「も、もしかして、騎射大会の成績で賭かけをしてるんですか？　いったい誰だれと!?」

　目を剝むくと、蛍霧は今度こそ背を向けて、素す晴ばらしい速さで駆かけ出した。

「秘密だよー。でも応おう援えんしてるから頑がん張ばってね」

　あっという間に姿が見えなくなって、ついため息を漏もらす。

「もう、本当に変な人だな。でも何でだろうな。憎にくめないんだよね」

　賄賂も賭けも、本当にそんな事をしているなら大学寮りように報告するべきだ。

　だけどそのせいで蛍霧が捕つかまったり、罰ばつを受けたりするのは、何だか嫌だった。

　不思議な雰ふん囲い気きを持つ蛍霧の姿を思い出して、どうしたらいいものかと頭を悩なやませた。









　三章







「……という訳だ。理解できたかな、諸君」

　講義をしていた朱咒が艶つややかに笑えむと、文ふ机づくえの前で正座している学生達が、ほうっとため息をつく。白桜は頰ほおまで染めて朱咒を見つめる彼らの気持ちが、何となくわかった。

（男でも女でも、整った顔を見るのって目の保養だ。特にここは男ばかりの学問の園その。綺き麗れいなものに飢うえてるから、朱咒の華はなやかな容姿は見ているだけでうっとりするな）

　そんな事を考えていると、背後で学生達がこそこそと話をしているのが耳に入る。

「なぁ、あの若さで博士ってすごいな。それに朱咒博士は四神の跡あと取とりで御ご殿てん医いでもあるし。神様ってどうしてああいう完かん璧ぺきな人を作るんだろうな。あの才能の一つでも分けて欲しいよ」

「ああ、それに四神の一族と言えば、青せい龍りゆう家の青丞殿どのは、先日の試験で満点だったそうだ。それも模も範はん解答とは別に、博士でも思いつかなかったような解答を添そえたらしい。問題を作った博士があまりの出来の良さに感動して、青丞殿を呼んで特別に講義をしたそうだ」

「そういえば玄げん武ぶ家の鵬玄殿も、兵ひよう部ぶ省しようからいらっしゃった剣けん術じゆつの達人と稽けい古こをして、あっという間に倒たおしたらしい。その達人が弟で子しにしてくださいと土下座したそうだ」

「すごいなぁ。四神の跡取り達は。……一人を除いて」

　声がぴたりと止まって、背中に痛いほどの視線を感じた。

（み、見られてる！　確かにわたしは勉強はできないし、ひ弱だけど。……いや、だめだ！　弱気になったら。ちゃんと実力で卒業試験に受かって、四神の跡取りとして相応ふさわしいんだって示してみせる。絶対に負けるもんか！）

　気を取り直して講義に集中しようとしたが、こそこそと聞こえる嫌みは腹に据すえかねた。

　悔くやしくて唇を嚙んでいると、朱咒がこちらに顔を向けて、厳しい声を上げる。

「そこ！　うるさい。私の授業がつまらないなら出て行きなさい」

　批判の声がぴたりと止まったのにほっとし、授業を続ける朱咒の端たん整せいな顔立ちを見つめた。

　最初は調子のいい所がある朱咒に博士が務まるのかと思っていたが、授業にはまじめに取り組んでいるようだ。わかりやすくて教え方も上手だし、学生達に人気もあるらしい。

　改めて、自分以外の四神の跡取り達は、それぞれ個性と才能に溢あふれていると思った。

（彼らに負けないように……とまで贅ぜい沢たくは言わないけど、せめて置いて行かれないようにもっともっと努力しよう！）

　そう心に決めて文机の書物に目を落とし、朱咒が低音の美声で講義する内容に耳を傾かたむけた。







「白桜、どこに行くんだい？」

　授業が終わって廊ろう下かに出た所で、にっこり笑った朱咒に行く手を阻はばまれた。

　白桜は持っていた書物を胸に抱だきしめ、半笑いを浮うかべる。

「今日も医師の診しん察さつがあるので隣となりの屋や敷しきに行ってきます。祖父が大学寮の頭かみに許可を頂いてますので、隣の屋敷までの外出は問題ないはずですが」

　隣の屋敷とは、正確には大学寮の学舎の裏手にある建物だ。

　ある貴族の別べつ邸ていだったそうだが、祖父が強ごう引いんに買い取ったらしい。それにいくらかかったのか、どんな手を使って短期間で住民を立ち退のかせたのか、考えるのはやめておいた。

「そうじゃなくて、そんなに毎日通う必要があるのかい？　前から思っていたけど、君は病弱だという割に顔色もいいし元気そうに見えるよ。頻ひん繁ぱんに医師の診察が必要とは思えないけど」

　朱咒の目がじっくりと、白桜を上から下まで見つめた。

　顔では何でもない風を装よそおったが、心臓は早はや鐘がねを打っていて呼吸も浅くなる。

「病気はもういいんですが、再発しやすいので用心の為に……」

「何の病気なんだい？　私の専門は骨だけど、臓ぞう腑ふの病やまいも多少はわかる。診察なら私が……」

　そう言われるのが怖こわくて、彼にはなるべく近づきたくなかった。慌あわてて横をすり抜ぬける。

「慣れてる医師がいいんです。知らない医師だと、緊きん張ちようして具合が悪くなってしまって……。あっ、もういかなくては！　それじゃ」

「ちょっと待って。白桜！」

　呼び止められたが振り向かなかった。学生達を押しのけるようにして前に進む。

（すみません！　無理があるのは重々承知です。でもどうしてもお風ふ呂ろに入りたいーっ）

　毎日清潔にしていたい、そんな乙女おとめ心ごころに突つき動かされて、寄宿舎を全速力で駆け抜けた。
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「おかしい。絶対におかしい。診察が必要なら、私だっていいじゃないか。どうしてわざわざ外に出てまで、他ほかの医師に診察させるんだ」

　廊下でぶつぶつと呟つぶやいている朱咒に、青丞は眉まゆ根ねを寄せた。

「何を騒さわいでいるんだ。仮にも博士はかせだろう。学生達の手本となるように……」

「ああ、青丞。いい所にきた。ちょっと聞いてくれ」

　強引に腕を摑つかまれて、白桜に診察してやろうと言ったのに、脱だつ兎とのごとく逃にげられたという話を聞かされる。青丞は呆あきれた視線を向けた。

「お前に診みてもらうのが嫌なんだろう。恋れん愛あいに女も男も関係ないとか言うからだ」

　これだけは本当に白桜が気の毒だと思う。

　どんなに見み目め麗うるわしくても、同じ男の朱咒に追いかけられるなんて、自分だったらごめんだ。

「失礼な。私だって仕事と恋愛の区別ぐらいはつく。診察はまじめにやるさ」

「御殿医なのに、女と何日も遊びほうけて、帝みかどからお呼びがかかっても無視するくせに」

「彼女達が放してくれないのだよ。女性を悲しませてまで、仕事をするつもりはないね」

　更さらに呆れるしかない言い分だ。彼にはきっと何を言っても無む駄だだろう。

「やっぱり仕事と恋愛の区別がついてないじゃないか」

　言い置いて、さっさとその場を去ろうとした。これ以上彼と話す事は何もない。

　だが、朱咒は摑んだ腕を放さなかった。

「そんな事より青丞。白桜の事、気にならないか？」

「俺は勉強の事が気になる。お前は卒業試験がないから暇ひまだろうが、俺は忙いそがしいんだ。放せ」

　冷たくあしらったが、朱咒は腕うでを摑む手に更に力を込めた。

「白桜には何か秘密があると思う。だがそれが何かがよくわからない。心当たりはないか」

「さあな。知っていたとしても教えてはやらない。隠かくしたいから秘密なのだろう。だったら、そっとしておいてやれ。無む理り矢や理り秘密を暴あばくなんて俗ぞくっぽい事は俺は嫌きらいだ」

　諫いさめるつもりできつい口調で言ったのに、朱咒は反省するどころか口角を上げた。

「私はそうは思わない。秘密は探さぐる為ためにあるのだよ。秘密を探求するのに時間と労力がかかればかかるほど、真実を知った時の満足度は高くなる。私はそれが何より好きなのだ」

　声にいつにない真しん剣けんみがあった。どうやら本気でそう思っているようだ。

「結局は探求心を満たしたいだけだろう。秘密を探られる白桜が気の毒だな」

　これ以上はつきあいきれない。腕を強引に振ふり解ほどいて、自室に戻もどろうと背を向けた。

　だが朱咒が素す早ばやく目の前に移動して、わずかな隙すきをついて持っていた書物を奪うばう。

「何をする！」

「青丞、私は今から隣の屋敷とやらに行ってみようと思う」

「……何をしに行く気だ？」

　どうやら話が終わるまでは、自室に戻れそうもない。仕方なく腕うで組ぐみした。

「白桜の主治医殿どのに挨あい拶さつしに。もし主治医殿がいない時に、白桜が具合が悪くなったりしたら、私が治ち療りようしないといけないだろう。だから、病状をしっかり伺うかがって把は握あくしておきたい」

「それらしい理由を取り繕つくろっているが、顔に白桜の秘密を探りに行くと書いてあるぞ」

「そんなつもりはないさ」

　噓うそをつけ、と怒ど鳴なりたかったが、彼相手に本気で怒おこるのもばからしい気がした。

「だから青丞、一いつ緒しよに行こう」

　いきなりぐいっと腕を引っぱられて、さすがに目を見開く。

「何で俺が？　くだらない。俺は部屋に戻る。お前が出した課題を今日中にやらないと」

「うん、でもこの書物がないとできない課題だよね」

　奪った書物を目の高さまで持ってきて、朱咒がにっこり笑う。

「一人では主治医殿に会うのは緊張するよ。私はこれでも小心者で。だから一緒に行こう。すぐにすむから」

　腹は立ったが、朱咒に奪われた書物はどうしても今日必要だ。

　朱咒にぐいぐいと腕を引かれて、仕方なく歩き出した。







　朱咒に強引に連れられて、青丞は学舎の裏手にある屋敷へとやってきていた。

　裏口に立つと、わずかに開いた門の隙すき間まから、手入れの行き届いた緑豊かな庭が窺うかがえる。

　青丞はようやく朱咒の手を振り解き、腕組みをした。

「大学寮りようを無断で出たのがばれたら謹きん慎しんだぞ。もし見つかったらどうするんだ」

「学生だけで外出したならまずいけど、博士である私が一緒だ。大だい丈じよう夫ぶだよ」

　にこやかな表情の朱咒だが、目は獲え物ものを狙ねらう狩人かりゆうどのように鋭するどく光っていた。

「人の秘密を探るなんて、俺は気が進まん」

「進まなくてもいいさ。とりあえず一緒に来てくれ。もし白桜に見つかった時に君がいるといないでは、ぜんぜん違ちがうからね」

「……？　どういう事だ」

「悔しい事に白桜は君にとても懐なついている。神社で一緒に生活していた時から、君に認められたくて必死で、いつも後を追いかけてたじゃないか」

　記き憶おくを辿たどってみる。神社にいた時に四神の像が盗ぬすまれて、白桜と一緒に捜そう索さくをしていた。

　その辺りから、気がつけば彼が自分の後をついて歩くようになった気がする。

「……そう、だったかな？」

　あいまいに返事すると、朱咒が大きく頷うなずいた。

「そうだよ。腹立たしいけど、白桜は私より君に信しん頼らいを置いている。秘密は探りたいけど、嫌われるのはまずい。だから彼に信用されている君を連れて行けば、たとえ見つかっても許してくれるかもしれない」

「こざかしいな。それは完全にお前の都合だろう。迷めい惑わくだ。やはり俺はかえ……」

　きびすを返そうとしたが、朱咒がさっと口元に人差し指を当てた。

「しっ、何か聞こえないか？」

　静かにするよう合図したまま、朱咒が裏口からそっと中に忍しのび込んだ。

「おい……」

「ちょっと庭から様子を窺うだけだ」

　あまりに馬ば鹿か馬鹿しくてつきあいきれない。書物を奪われたままだが、もう放ほうっておいて帰ろうと思った。しかしふと、朱咒を置いていって問題でも起こされてはまずいとも思い直す。

　同じ四神の跡あと取とりが〝不法侵しん入にゆう〟だなんて恥はずべき行こう為いで捕つかまるなんて言語道断だ。

　せめて自分が一緒にいれば、まずい状じよう況きようになっても連れて逃げられる。

　そう考え直して、仕方なく朱咒に続いて裏口から庭へと足を踏ふみ入れた。

　朱咒が、裏庭に面した縁えん側がわの奥にある戸を指で示す。




　ポチャン……




「……水音だ。あの部屋からだ」

　朱咒が指したのは、縁側の一番端はしにある戸だ。彼が顎あごに手を当てた。

「風呂に入っているみたいだ。おそらく白桜だろう。しかしなぜわざわざ別邸で風呂に入る？　そういえば白桜が寄宿舎で風ふ呂ろに入っている所を見た事がないな。……青丞はどうだ？」

「……そういえば、ないな」

　白桜と四六時中一緒にいる訳ではない。だが寄宿舎にいる時の彼はたいがい、部屋で勉強をしているか、筋力をつける為の訓練をしているかだ。食事などは一緒に行くが、風呂に入りに行こうと誰だれかに誘さそわれても、慌あわてたように後でいいと言うだけだった。

　朱咒が顎に手を当て、にやりとした。

「ほう。これは面おも白しろい。寄宿舎にも風呂はあるのに入っている様子はない。だけど、白桜はいつも身み綺ぎ麗れいにしている。つまり、ここで風呂に入っている訳だ。……でもなぜ？」

「嬉うれしそうな顔で考え込んでいる所悪いが、それは白桜の身体からだに大きな傷があるからだ。誰にも見られたくないと言っていた。だから診しん察さつついでにここで入浴をすますのだろう。謎なぞが解けてよかったな。さあ、さっさと帰るぞ」

　そろそろ日が暮れる頃ころだ。食事の時間には戻っていないと、外出しているのがばれる。

　朱咒の腕を摑もうとしたが、彼はそれより早く建物の方へと足を進めた。

「何をしている……！」

「その傷とやらを確かく認にんする。実は私は以前、入浴中の白桜と鉢はち合あわせした事があってね。薄うす暗ぐらかったし、温泉だったからお湯が濁にごっていてよくわからなかったけど、白桜は玉のように美しい肌はだをしていた。傷なんて見えなかった」

　朱咒はよくも悪くも、わからない事をそのままにしておけない男だ。

　それが学問に向けば素晴らしい効果を生むが、今は完全に間ま違ちがった方へと向いていた。

「暗かったから見えなかっただけだろう。お湯に隠れていただけかもしれないし。……まさかと思うが、風呂を覗のぞくなんて馬鹿な真似まねはやめろよ。我々はこの国でも有数の名門貴族、四神の一族の跡取りだ。覗きなんてしたとわかったら末代までの恥はじだ」

　放っておけばいいのだが、さすがに朱咒の行動は目にあまった。

　それに、白桜は身体の傷を見られるのを極きよく端たんに嫌いやがっていた。ここはやはり止めるべきだ。

「いいじゃないか、女の風呂ならまずいが、同じ男同士だ。何の問題がある」

「それはそうだが……。人が嫌がる事をするのはどうかと思うぞ」

　注意しても、朱咒はまったく聞き入れない。忍び足で建物に近づき、縁側へと上がって戸に手をかけた。慌てて追いかけて仕方なく縁側に上がり込み、朱咒の腕を摑つかむ。

「やめろと言っているだろう。他人の屋や敷しきに入り込んで、その上風呂を覗くなんて」

「何度も言うが、覗きじゃない。私は医者として、彼の身体にある傷を診察したいのだ。彼がもし、寄宿舎の風呂にみんなと一緒に入れないくらい傷の事を気にしているのなら、その心の不安が軽減するように手を尽つくしたい」

「それは……」

　確かに白桜は傷をかなり気にしていて、男同士でも決して人前では着き替がえない。

　それが負担となって彼の心に暗い影かげを落としているのなら、取り去ってやりたいという朱咒の話も理解はできる。だが気になるのは、真しん摯しな言葉を並べている割に、嬉しくてたまらないといった表情をしている朱咒だ。

「さあ、傷を確かめよう。……白桜の玉のような白い肌を、もう一度拝ませて頂かねば」

「結局は覗きたいだけじゃ……うっ」

　朱咒に口を押さえつけられ、静かにしろと合図される。

　こんな所を見つかったら、もう言い訳はできない。

　気はすすまないが、こうなったら彼の気がすむまでつきあうしかなかった。

　朱咒が少しだけ戸を開けた。見るつもりはなかったのに、身体を引き寄せられる。

「私一人だと、また温泉の時のように傷を見落とすかもしれない。君も一緒に。……ん？」

　何か気付いたらしい朱咒の声につられて、つい戸の中に目をやった。

　狭せまい板張りの部屋には、真ん中に大きな盥たらいが置いてある。そこには湯が張ってあるようで、白い湯気が立っていた。その湯気の中に、白くて細い背中が見える。

　背中には肩けん胛こう骨こつが浮うき出ていて、腕うでを動かすたびに上下するのがわかる。

　薄暗い部屋の中で、透すき通るような白い肌が、まるで輝かがやいているかのように見えた。

　それを見た瞬しゆん間かん、なぜか背筋がぞくりとした。

「あの白銀の髪かみは間違いなく白桜だね。それにしても湯気がひどくて、傷がよく見えないな」

　朱咒がじっくりと中を観察している。くだらないと思ったが、なぜか白い肩かたから目が離はなせなかった。朱咒が息を吞のむ気配がする。

「……白桜は、本当に綺き麗れいな肌をしているな。湯に濡ぬれて光っていて美しい」

　ため息混じりの言葉を聞くと、なぜか恥ずかしさを覚えた。

「おい、もう行くぞ。これ以上覗くのはまずい気がする」

「どうして？　それにさっきから言ってるけど、覗きじゃないよ。男同士なのだから」

「いいや、うまく言えないが、妙みように気き恥はずかしい。まるで女の風呂を覗いているような気さえする。だからいくぞ！」

　強ごう引いんに朱咒の腕を引っぱった。その拍ひよう子しに彼が体勢を崩くずして、戸にドンッとぶつかる。

「う、う、うぎゃぁぁぁぁぁ！」

　天に轟とどろくような悲鳴は、間違いなく白桜だ。その金切り声に耐たえられず、耳を塞ふさいだ。

「女のような悲鳴を上げるなと、何度言ったらわかるんだ！」

　一いつ喝かつすると、悲鳴がぴたりと収まった。

　指一本が入るくらいの戸の隙すき間まから、震ふるえる白桜の声がした。

「その声は青丞？　っていうか、何でここに!?　まさか覗いたのか？　都の殿との方がたっていつも凜りんとしてて雅みやびだと思ってた。こんな俗ぞくな事をするなんて最低！」

　まるで女性が風呂を覗かれた時のような反応だ。傷を見られたくないというのはわかるが、さすがに男同士でここまで言われるとは思わなかった。朱咒が慌てた様子もなく微笑ほほえむ。

「違うよ、白桜。私達は今ここに来たばかりで、建物に入るどころか中を見てもいないよ。実は、博士はかせ達に四神の跡取りを集めるよう頼たのまれてね。卒業試験について、何か話があるらしいんだ。急いでいるみたいだったから、私と青丞で呼びにきたんだよ。ね、青丞」

　よくもそう、すらすらと噓うそが出てくるものだと半ば感心しつつ、そうだと答える。

「ほ、本当にそれだけですか？　見てないんですね。本当に見てないんですね!?」

　何度も何度も聞かれて、さすがに苛いら立だちが募つのった。

「おい、坊ぼうや。俺達は男同士だろう。身体の傷の事は知っているし、お前が嫌だと言うから見ないようにしている。しかしそんなにしつこく聞かれたら、他ほかに何かあるのかもしれないと思ってしまうぞ」

　腰こしに手を当てて呆あきれた視線を向ける。別に本当に何かあると思っている訳ではない。頭の回転の速い白桜なら、すぐに何か言い返すだろうと思っていたのに、なぜか返事がなかった。

「いや、あの……」

　しどろもどろな白桜に違い和わ感かんを覚えた。彼はいつもはきはきしていて元気がよくて、勘かんもいい。だけど、時折こうして口ごもる時がある。

「……お前はいつも、女のようだとか男同士だとか言われると、そうやって口ごもるな」

「そ、そんなことありません！」

「いや、確かそうだ。俺の記き憶おくに間違いはない」

　戸越ごしに、白桜が息を吞むのが伝わった。

「それは……その……」

「……お前は確かに女のようだ。悲鳴は甲かん高だかいし、身体は小さいし、肩も腕も細いし」

「ひぃぃ！」

「だが──お前は根こん性じようがある立派な男だ。そこだけは俺も認めてやろう。だから女のようだと言われたぐらいでうろたえるな」

　白桜はきっと、その見かけや声のせいで、なよなよしているといじめられた事があるのかもしれない。現に、大学寮りようでは帝みかどの息子むすこである自分や博士の朱咒、武道の達人である鵬玄は大だい丈じよう夫ぶだが、白桜は他の学生達から嫌がらせを受けているようだ。

　だがそれを口には出さず、毎日懸けん命めいに勉強をする彼には、実は感心していた。

「は、はいっ。ありがとう、青丞……」

　嬉しそうな、だけど恥はずかしそうな声だった。青丞は隣となりにいた朱咒の腕を摑む。

「さあ、用はすんだし、さっさと帰ろう」

　渋しぶる朱咒を強引に促うながして背を向ける。

　その時ふと、夕暮れ時の風に乗って、わずかに開いた戸からいい香かおりがした。

　それが先日、白桜の姉の里桜に贈った香こうと同じだとわかって、青丞は眉まゆ根ねを寄せた。
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　自室に戻もどった白桜は、走ったせいで弾はずんだ息をどうにか整えた。

　さきほど隣の屋敷で入浴していたら、用事があると朱咒と青丞が呼びに来た。

　裸はだかでお湯に浸つかっていたので、血の気が引いて腰を抜ぬかしそうになったのだ。

　戸越しに裸で彼らと話をしていた時は、生きた心地ここちがしなかった。

　部屋に入ると、青丞が一人で文ふ机づくえに向かい書物を読んでいた。

「遅おそくなってすみません。博士達が卒業試験の事で何かお話があるとか……」

　青丞は文机に広げた書物から目を離さなかった。

「……ああ、あれなら、博士達の都合がつかなくなったとかで、延期になった」

「そうなんですか!?　せっかく急いで帰ってきたのに」

　まだ濡れている髪を手で整えていると、青丞が書物に目を落としたままぽつりと呟つぶやいた。

「……香りがしないな」

　何の事だかわからなくて首を傾かしげた。自分の腕を鼻に近づけ嗅かいでみる。

「香り？　今お風ふ呂ろに入ってきたから、変な臭においはしないはずですけど……」

「そうじゃない。さっきあの屋敷で話している時、いい香りがした。お前がいた湯ゆ殿どのから漂ただよっていたようだ。あれは……俺が里桜姫ひめに贈おくった香だと思うのだが」

　鋭するどい視線を向けられて、飛び上がるほど驚おどろいた。正座した膝ひざの上にある両手をぎゅっと握にぎる。

（まずい……！　いい香りだったし、あの香を焚たくと疲つかれがとれて楽になるから、つい持って来てて。でもばれたらいけないから、あの屋や敷しきでだけこっそり楽しんでたのに……）

「別の香じゃないかな。あれは……」

「あれは特別に調合させた一点物だ。同じ香りはこの世にはない。なぜお前が持っている？」

　即そく座ざに返されて、言葉に詰つまった。

（この様子だと、彼がくれた香と屋敷でわたしが使った香が同じだって、確信を持ってるな。まずいぞ……）

「も、もらったんだ」

　つい口をついて出た言葉に、青丞がやや眉根を寄せた。

「もらった？　なぜ」

「い、いらないって、言われたから」

　とっさに出た言葉に、自分でも驚いた。

（せっかく贈った香を弟にやったなんて知ったら、さすがに青丞も怒おこるに決まってる。どうし……いや、待て待て。これでいいんだ。だって〝里桜姫〟は嫌きらわれないといけないんだし）

　おそるおそる目を向けると、青丞は表情一つ変えていなかった。

　気にしていないのかとも思ったが、紺こん碧ぺきの瞳ひとみにはいつもの力強さがない気がする。

　それがなぜか寂さみしげに見えて、胸がうずいた。だけどそのうずきに負けてはいけない。

　里桜姫と青丞の見合いは、何としてでも阻そ止ししなければ。

「わかった。香には好みがある。あの香が彼女の好みでなかったのなら、仕方ない」

　声にもやや張りがないように感じた。それ以上何も言えず、再び俯うつむく。

（やっぱり、嫌われたかな。せっかく〝里桜姫〟には優やさしい笑え顔がおを見せてくれていたのに……。いや、でもこれでいいんだ。里桜姫とは二度と会いたくないって思ってもらわないといけないんだから）

　思い直したものの、心の中にはなぜか木こ枯がらしが吹ふいた気がした。
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　二回目の帰省日がやってきた。

　屋敷に戻って白桜がまずしたのは、浅黄色の裳も唐から衣ぎぬを身にまとって、長い黒くろ髪かみのかつらをかぶる事だった。鏡で〝女〟に戻った自分を見ていると、上総がしかめっ面つらをした。

「すぐに嫌われて、向こうから破談を申し込ませる。お前はそう言っていたのに、どうして青丞殿どのは今夜も通ってこられるのだ？」

「……わたしだってわからない。でもまた帰省した時には来るって言ってたんだ。ちゃんと手に負えないくらいのじゃじゃ馬なんだって強調したのに」

　青丞の女性の趣しゆ味みがよくわからない。

　彼は絶対に従順で弱々しい娘むすめが好きだと思って、その正反対を演じたのに違ちがうのだろうか。

（いや、世の中の殿との方がたは、わたしとは真逆のたおやかな姫が好きなはず。だからわたしの作戦に間ま違ちがいはない……はずだ）

　心に何度も言い聞かせ、裳唐衣の裾すそをさばいて立ち上がり、拳こぶしを握って突つき上げた。

「おじいさま、大丈夫です。今日こそちゃんと嫌われてみせます。うんとじゃじゃ馬な態度で、歯に衣きぬ着せぬ言葉を放ちまくってやる！」

　宣言すると、上総が気け圧おされたような顔をしたが、すぐに大きく頷うなずいて拍はく手しゆした。

「女の恰かつ好こうをしていても立派に男らしいぞ、白桜。その調子じゃ、ちゃんと嫌われてこい。大丈夫だ、お前には色気も男を落とす手練手管もないから、今度こそうまくいくぞ！」

「だから失礼でしょ！　おじいさまっ」

　さすがにむっとすると、上総がしまったという顔をした。

「とにかく今日は気合いを入れます。見てなさい、青丞！　今日こそは負けないからっ」

　心を奮い立たせて叫さけび、いまかいまかと青丞の到とう着ちやくを待った。







　夜も更ふけて。

　暗い部屋の中で、ろうそくの明かりだけが几き帳ちようの隙すき間まから吹く風のせいで、ゆらゆらと揺ゆれている。まるで今の自分の心のようだと、白桜は思った。

　御み簾すで仕切られた小部屋に座り、思わず扇せん子すをぎゅっと握りしめる。

「……もう、ここに座ってからかなりの時間が経たったけど。世の中ほとんどの人達が寝ね静しずまった頃ころだけど。どうして青丞はまだ来ないんだ!?」

　シンとした中に自分の声だけが響ひびいた。

　長く座りすぎて足もしびれている。じんじん痛む足を崩くずして、脇きよう息そくにもたれかかった。

「大学寮を出る時一いつ緒しよだったから、寄宿舎に残ってるはずないし。ちゃんと自分の屋敷に戻ったはずだ。という事は……わたし嫌われた？　やっぱり贈り物の香をいらないからやったなんて言ったから、とうとう嫌いやになったのかな……」

　脇息に額を押し当てた。

　木で作られた脇息はひんやりしていて、高ぶった心を静めるのにはちょうどいい。

「せっかく優しい笑みをくれて、わたしの身体からだを思って調合してもらった香までくれて、また会いにくるって言ってくれたのに……。い、いや、もしかしたら、何か事情があって来られないのかも。でも、夕方寄宿舎を出る時は何も言ってなかったし」

　いろんな考えがぐるぐると頭を巡めぐる。事故にでもあっていたら急病になっていたら、そんな嫌な事まで考えてしまったが、最終的な結論は一つだった。

「やっぱり、嫌いになったから来ないのかな……」

　呟いてから、自分が悲しい声を出しているのに改めて気付く。

「ちょっと待て。何度も言うけど、これでいいんだ。だって嫌われるのが目的なんだし！　危ない危ない、うっかり目的を忘れる所だった」

　姿勢を正して、自分を肯こう定ていするように何度も頷いてみる。

「縁えん談だんは何があっても断らないと。それもあっちから破談にしてもらう為ために、わざと嫌われるように演技したんだ。それがうまくいったんだから、落ち込まなくたっていいんだよ。ばんざーいって両手を上げて喜んだら……そうできたらいいのに」

　しゅんとなって背中を丸めた。なぜだか目の辺りが熱い。

「青丞は冷たいし厳しいけど、すごく正義感が強くて頼たよれる人だ。彼には言えないけど、憧あこがれてるんだ。憧れの人に嫌われるのは、悲しいな……」

　誰だれもいないのを幸いに、ぽつりと本音を呟いた。

　複雑な思いに駆かられながら、御簾を出て廊ろう下かへと足を向ける。庭に面した廊下からは、三日月が窺うかがえた。柔やわらかな光を放つ三日月を見上げていると、小さなため息が漏もれる。

　そこへ足音が聞こえ、心臓がどきっと飛び跳はねた。

　青丞が来たのかと、慌あわてて御簾に戻ったが、現れたのは屋敷に仕える女によう房ぼうだった。

「申し訳ございません。お休みでしたでしょうか」

　彼女は橘たちばなだ。自分よりいくつか年上の女房で、年の割にしっかりしていて、上総の信用も厚い。『白桜』の秘密を知る数少ない使用人だった。

「ただいま、青せい龍りゆう家から使いの者が参りまして」

　思わず息を止めて、橘の次の言葉を待った。

「青丞様は、急に帝みかどのお召めしがあって宮中に上がられたとか。そのせいで今日はお越こしになれないそうです。お会いできなくて残念だと。それからその使いの者が、牛ぎつ車しやが壊こわれて立ち往生し、ご伝言が遅おそくなってしまったと平謝りしておりました」

　一気に全身から力が抜ぬけて、うずくまった。

　御簾越しでも様子がわかったのか、橘が立ち上がる。

「ど、どうなさいました。白桜様」

　聞かれても、自分でもなぜこんな事になってしまったのかわからない。ただほっとして力が抜けたのだ。それが、今日は秘密がばれはしないかとはらはらしながら、青丞の前で演技をしなくてもいいという安あん堵どなのか、それともまったく別のものなのか。

　それがわからなくて、困こん惑わくしていた。
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「あの、青丞！」

　寄宿舎の廊下を歩く青丞に、白桜は駆け寄った。

　さきほど屋や敷しきから戻もどったばかりだ。昨夜は彼が来てくれるかわからなくて待っていたから、すっかり寝不足だ。振ふり返った青丞も、やや顔色が悪かった。

「坊ぼうや。大きな声を出すな。あまり寝ていないから頭に響く」

「寝てない？　あ、あの、昨夜何かあったのですか？」

　宮中に上がったと伝言があったが、彼の口から直接事情を聞きたかった。

「ああ、父から呼び出しがあって、宮中へ行ったんだ。……里桜姫ひめに会いに行く約束をしていたのだが、とうとういけなかった。お怒いかりになってはいなかったか」

　最後の方はやや早口だった。彼が気にかけてくれているのを知って、思わず頰ほおが緩ゆるむ。

「姉様は……」

（あっ、嫌きらわれないといけないんだ。寝ないで待ってたなんて言わない方がいいな……）

「姉様は、そんな約束すっかり忘れて、ぐっすりお休みでした」

　噓うそをつくのはすごく苦手だ。胸が痛んで仕方ない。

「……そうか」

（また失望させたかな。せっかくもらった香こうだって、青丞は『里桜』が弟のわたしに勝手にやったと思ってるし）

「白桜、里桜姫はなかなか面おも白しろいな」

　だが不安は杞き憂ゆうに終わった。青丞は口角を上げて、楽しそうな表情をしていたのだ。

「え？」

「周りにいる姫達は、俺を帝の子息、もしくは青龍家の跡あと取とりとしか見ない。家いえ柄がらや身分で俺を計ろうとする。結果、俺は最高の婿むこ候補として彼女達の目に映り、猛もう烈れつに求きゆう婚こんされる」

　多くの女性に言い寄られるのは、嬉うれしいだろうと思ったが、青丞は苦々しい顔をしていた。

「だが里桜姫は、そういうものに惑まどわされないようだ。俺と話していても媚こびる様子がまったくない。……そこが新しん鮮せんだ。はきはきしていて話しやすいし、男や家のいいなりになる女性よりずっといい。少々変わっていて気は強そうだが、暴れ馬を御ぎよすのもまた一興だ」

　しごく満足げな青丞に、思わず顔が引きつった。

（もしかして、わたしの計画つまずいてない？　嫌われようとしてるのに、面白いとか言われてるよ!?）

　青丞の表情を見れば、〝里桜姫〟をいたく気に入っているのが一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「本当は周りが縁談を持ち込んでうるさかった。だから政敵である白びやつ虎こ家の姫を望めば、それは無理だと周りも慌てて止とめるだろうと思っていたのだ。それなのに父が勝手に縁談を進めて困っていた。しかし結果的にはよかった。彼女とじっくり話ができたからな」

　呆ぼう然ぜんとしていると、青丞が男らしい笑えみを浮うかべた。

「また次の休みに伺うかがわせてもらうぞ。……何だ、その困ったような顔は。さては坊や、姉を俺に取られそうな気がして嫌なのか？　子供だな」

（違うって！　納なつ得とくしたみたいにうんうん頷かないで。ああ、誤解を解きたい。でもだめだ。里桜姫がわたしだってばれずに、誤解だけを解く話術はわたしにはない！）

「そう項うな垂だれるな、坊や。すぐに結けつ婚こんなんて話にはならない。今の所は、お会いして話をするのが楽しいだけだからな。──次の休みが楽しみだ」

「わたしは次の休みが恐おそろしい……」

　ぼそりと呟つぶやくと、青丞が首を傾かしげた。

「ん？　何か言ったか？」

「いえっ、何でもないです。えっと……明日の授業について聞きたいんだけど」

　とりあえず話を切り替かえた。

　これ以上『里桜』の話をしていたら、うっかりまずい事を言ってしまいそうだった。







　白桜が青丞と話しながら歩いていると、廊下の向こうから見知った顔がやってきた。

「あ、碧嵐！」

　思わず顔が綻ほころんだ。学生達に嫌がらせをされていた時に助けてくれた碧嵐だった。

　駆け寄ると、彼が眼鏡めがねを押し上げつつ、穏おだやかな笑みを浮かべた。

「こんにちは、白桜」

「──坊や。行くぞ」

　碧嵐に話しかけようとしたのに、後ろから青丞の冷ややかな声がした。

　彼のそんな声を聞くのは久しぶりだ。以前は冷たい声こわ色いろしか向けてこなかったが、最近は勉強を教えてくれているのもあって、とげとげしさはなくなっていたのに。

「あ、待ってください、青丞。ちょっと碧嵐と話を……」

「いいよ。白桜。私もちょっと急いでいるから、また今度ね」

　にこやかな碧嵐に、渋しぶ々しぶと頷うなずいた。

　この大学寮りようでは自分達は浮いた存在だ。三ヶ月しかいない上に、博士はかせ達も四神の跡取りだからと目に見えて特別扱あつかいをしようとする。

　そのせいか他ほかの学生からはやっかまれる事が多くて、普ふ通つうに話しかけてくれるのは碧嵐ぐらいだった。何度か学舎で会うたび、彼は大学寮の事などを親切に教えてくれる。

　彼と話をするのは、大学寮での数少ない楽しみの一つだった。

「……わかりました、じゃあ、また今度」

　軽く会え釈しやくして、先を行く青丞の所まで駆けていった。

「──あいつと親しくなったのか？」

　呟くような声が頭の上から降ってきた。見上げると、青丞は正面を向いたままだった。

「あいつ？　碧嵐ですか？　親しいとまでは言えませんけど、会えば話ぐらいは……」

「関かかわるな」

　低くて迫はく力りよくに満ちた声だ。彼が歩を速めたので、どんな表情をしているのかわからない。

「か、関わるなって碧嵐とですか？　どうして？」

「どうしてもだ」

　突つき放すような言葉を残して、青丞は大おお股またで廊ろう下かを歩いて行った。

　言葉の意味がわからなくて、思わず廊下に立ちすくむ。

「いったい、どういう事……？」

　二人はもしかして知り合いなのだろうか。

　だけど、なぜ近づくなと言われるのか、理由もわからないままでは頷く事もできない。

（青丞がああまで言うからには、何かあるんだ、きっと。でも、碧嵐はすごくいい人だ。この大学寮で初めてできた友達だし）

　二人の間に何かあるのかとも思ったが、青丞の様子からするとあまり話したくないようだった。彼は言いたくない事は絶対に口にしない人間だ。聞いても教えてはくれないだろう。

　しかし碧嵐は、学生達にからかわれていた所を助けてくれた恩人だ。

　どういう事情があるのかわからないので何とも言えないが、青丞が一方的に碧嵐と関わるなと言ったのには、納得できなかった。

　青丞の背中を見送りながら、どうしていいのかわからずに、その場に立ち尽つくした。









　四章







「よくできたな、坊や。九割が正解だ」

　青丞が問題を採点し終わって、満足げに微笑ほほえんでくれた。

「やったーっ」

　白桜は思わず両手を上げて、小こ躍おどりしそうになった。大学寮に入学して二ふた月つき以上が経たち、その間ずっと勉強を教えてくれていた青丞が、初めて褒ほめてくれたのだ。

「この調子でいけば、もしかしたら卒業試験も何とかなるかもしれない。最初はどうなる事かと思ったが、よく頑がん張ばったな」

「か、感動した……！　青丞にそんな風に言ってもらったの初めてだ。しかも笑顔で！」

　彫ほりの深い顔で目を細めた彼は、うっとりするほど素す敵てきだ。青丞が今度は苦く笑しようした。

「お前が毎晩、遅おそくまで勉強しているのを知っているからな。たまには鞭むちだけじゃなくて、飴あめをやってもいいだろう。だがあまり根を詰つめすぎるなよ。卒業試験まで後一ひと月つきもない。身体からだを壊こわしては元も子もないからな」

「身体はいたって元気ですから大だい丈じよう夫ぶ。それにもっと勉強したいんです。嬉しいから！」

　書物を手にして目を輝かがやかせると、青丞が首を傾げた。

「勉強するのが嬉しいとは珍めずらしい奴やつだな」

「だってわたしが住んでいた田舎いなかでは、こんな専門的な学問を習える所なんてなかったんです。どうしても知識を得たかったら、高いお金を出して学者や博士を雇やとわなきゃいけない。そんなの大金持ちの人にしかできないから、みんな勉強したくてもできないんですよ」

　しかもわたしは本当は女だから。女が学問をするなど、とんでもないと言われて育ったから。

　それは口には出さずに吞のみ込んだ。

「……わたしは身体が弱かったし、実家が貧びん乏ぼうだったから満足に学べなくて。その時は仕方ないと思ってたけど、大学寮に来て学ぶ楽しさを知って、やはり知識は大切だと思いました」

　幼い時は、母が勉強を教えてくれていた。だけど母が亡なくなってからは、書物に触ふれる機会は減った。父に本格的に学問を習いたいと頼たのんだ事もあるが、だめだと言われた。

（父上に、女性は恋こい文ぶみを書く文才さえあれば十分だって言われた。うっかり殿との方がたより賢かしこくなると嫁よめのもらい手がなくなるからって。心配して言ってくれたのはわかってたけど、納得はできなかったな。そう言われた時、すごく悲しくて悔くやしかった）

　文ふ机づくえにある書物にもそっと触れて、口元を綻ばせる。

「書物には知らなかった事、思いもつかなかった事がたくさん書いてあって、読むだけで新しくて大きな世界が広がるんです。それが楽しくてならないから、つい夜よ更ふかしして読んでしまうんです！」

　それでついつい寝ね不ぶ足そくになって、ふらふらする事もある。だが田舎では得られなかった知識を、公費で学べるのだ。今は無理をしてでも、知識を詰め込みたい。

「新たな知識が一つ増えるたび、大学寮に来てよかったと思うんです。最初は宮中に上がる為ためだから仕方なくだったけど、こんなわたしでも将来は人の役に立てるかもしれないと思えるようになりました。やはり知識は、知らないよりは知っていた方がいい」

　心の底から出た本音だ。田舎で姫ひめとして暮らしていた時では知り得なかった知識と、それを学んで得る達成感が、今はある。青丞が小さく頷いて、背中をぽんっと叩たたいてくれた。

「いい心がけだ。どれだけ位が高くなっても、その気持ちは忘れるな。それがお前の唯ゆい一いつのいい所だからな」

　褒められたのかどうか微び妙みような所だ。だけど、いい方にとっておく事にした。

（後一月で卒業試験。青丞には褒めてもらえたけど、まだまだ勉強不足だ。付け焼き刃ばじゃ卒業試験は受からない。もっと頑張らないと！）

　決意を胸に、再び筆をとって文机に向かった。
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　寄宿舎へ戻もどろうとしていた白桜は、学生達にじろじろと見られているのに気付いて、顔をしかめた。こんな事はもう日常茶さ飯はん事じだ。攻こう撃げき的な視線もかなり混じっているが、絶対に怯おびえたり恐おそれたりしたくない。だからいつもより胸を張って、堂々と歩いた。

「偉えらそうにふんぞりかえってるぜ」

　こそこそした声だけど、しっかり耳には届くように喋しやべる学生達に、さすがに腹が立つ。

　よく見たら、以前自分に絡からんできて碧嵐にたしなめられた学生三人組だった。

（我が慢まん我慢。わたし達は三ヶ月でここを卒業するって特別待たい遇ぐうだから、彼らはそれを妬ねたんでいるだけ。その気持ちだってわからない事もないんだし。……だけど、青丞とか朱咒とか鵬玄には何も言えないくせに、わたしにだけあからさまにいじわるするのが許せないな）

　体が小さくて、弱々しそうに見える。きっとそれが自分に嫌いやみを言いやすい理由だ。いちいち落ち込んだりしたら、彼らの思うつぼだとわかっている。言い返せば面めん倒どうになる事も。

「女みたいになよなよした奴に、大学寮を歩かれるのは迷めい惑わくだな。女が学問を学んでいるなんて噂うわさがたったら、大学寮の恥はじだ」

　無視してやりすごそうと思ったのに、その一言に思わず足を止めた。

「どうして、女性が学問を学んではいけないのですか！」

　自分でも驚おどろくほどの大声が出た。にやにやしていた学生達三人を、鋭するどい視線で睨にらむ。

「な、なんだよ、急に……。いつも黙だまってるくせに」

　面めん食くらった様子の学生達に、大股で近寄った。

「あなた達は、ここを卒業したら官かん吏りとなるのでしょう？　国の中ちゆう枢すうで活かつ躍やくするはずのあなた達が、そんな偏かたよった考え方をしているうちは、わたし……いえ、女性達は学ぶ機会を失ってしまいます」

「変な事を言う奴だな。女が学問を学んでどうする。文才がある女性は尊ばれるが、大学寮りようで学ぶのは宮中で役立つ儒じゆ学がくや政治、算さん道どうだ。女性が学んでも生かす機会はないだろう」

　言い返せなくて言葉に詰まる。自分は男のふりをしているから、それらを学んでも将来に生かす事ができるかもしれない。しかし御み簾すの中で一日の大半を過ごし、滅めつ多たに屋や敷しきから出ない姫には学問は必要ないと言われれば、それまでだ。

「それでも、学ぶ機会は平等にあってもいいはず。女性にだって、男性以上にいろんな事を学んで知りたいという気持ちはあるのです。わたしは……この陽真乙国が、男女も身分の差も関係なく、いろんな人が自由に学べる国になればいいと思っています！」

　それは大学寮に入って学問を学んでいるうちに、自然と心に芽生えた願いだった。

　だから言葉に迷いはない。だが学生達はそれを鼻で笑った。

「愚おろかだな、女性は夫に従い、家を守って子供を産み育てるのが仕事だ。専門的な学問を学んで何になる。おかしな事を言う奴だな」

　せせら笑う彼らに、怒いかりがだんだん膨ふくらんでくる。体を小刻みに震ふるわせ、拳こぶしを握にぎりしめた。

「四神の跡あと取とりであるお前は、いつでも特別扱あつかいだ。そのせいで考え方も特別なのだろうな」

　冷ややかな笑えみを向けられ、とうとう怒りが爆ばく発はつした。

「わたしが青丞達と一いつ緒しよにいる時は何も言えないくせに。一人になった時だけ、よってたかって嫌みを言うような小心で卑ひ怯きような人達に、そんな事を言われる筋合いはありません！」

　学生達が一いつ斉せいに顔色を変えた。三人がさっと周りを囲む。

「なんだと……っ」

　眉まゆをつり上げた男達に囲まれるのは、さすがに怖こわかった。だけど恐きよう怖ふより怒りが勝った。

「本当の事でしょう。弱々しい外見のわたしにだけいじわるを言うなんて、男として恥はずかしいと思わないのですか？」

　自分でも驚くほど冷たい声が出た。その一言は学生達の痛い所をついたようだ。

「ふざけるなっ！」

　正面の学生が拳を振ふり上げた。殴なぐられる！　と思ったが避よけはしなかった。

　その代わり、彼らを鋭く睨みつける。

「殴りたいなら殴ればいい。わたしは間ま違ちがった事は言ってない！」

　腹の底から声を出すと、学生達が怯ひるんだように動きを止めた。

「おい！　やっちまえよっ」

　拳を振り上げたまま固まっている学生の背を、隣となりにいた学生が押した。

「な、生意気な奴めっ」

　拳が振り下ろされる。しっかり学生を睨んでやろうと思ったが、拳が頰ほおにあたる直前で、さすがに目を瞑つぶった。

　両足を踏ふん張って身構えたが、拳に狙ねらわれた顔には、いつまでたっても痛みがこなかった。

「あ……碧嵐様！」

　慌あわてた学生の声に驚いて目を開く。そこには振り上げた学生の腕うでを摑つかんでいる碧嵐がいた。

　いつも柔にゆう和わな表情をしているのに、今日の彼は鋭い視線を学生達に向けている。

　冷たい表情には、震えがくるほどの迫はく力りよくがあった。

「……またお前達か。大学寮で暴力をふるうとは、学生にあるまじき行動だな」

　学生達が全員一気に青ざめた。碧嵐が学生の腕を放して、白桜を庇かばうように前に立つ。

「お前達三人、神聖な大学寮で暴力をふるった罰ばつとして、十日間の謹きん慎しんを言いつける」

「そ、そんなっ……」

「逆らうなら謹慎二十日にするぞ」

　有う無むを言わさぬ口調だった。学生達が一斉に俯うつむいて口を噤つぐむ。得とく業ごう生しようである碧嵐は、紀き伝でん道どうの学生達のまとめ役のようなものだと言っていた。彼らは碧嵐には逆らえないようだ。

「さっさと寄宿舎に戻れ。無事に卒業したかったら二度と白桜に近づくな」

　学生達が怯えたような顔つきで、そそくさと去って行く。

　あっという間の出来事に、思わず目を丸くした。

「あ、ありがとうございます」

　慌てて頭を下げると、碧嵐がいつもの穏おだやかな表情を浮うかべた。

「いや。こちらこそ、紀伝道の学生が失礼な事をしたね。……それにしても、見かけと違ちがってずいぶんと元気がいいね」

　苦く笑しよう混じりに言われて、顔がかっと熱を持つ。

「お恥ずかしいです。いろいろ言われたので、つい……。あの、わたしが言う事ではないかもしれませんが、あの学生達、謹慎十日は勘かん弁べんしてあげてくれませんか？」

　ちらりと上うわ目め遣づかいで見ると、碧嵐が驚いたように軽く目を見開いた。

「彼らは君を殴ろうとしたんだよ。それなのに庇うのかい？」

「いいえ、殴ろうとしたけど、まだ本当に殴ってはいないんです。わたしも間違った事は言ってないんだけど、言い方が良くなかったから怒おこらせたんだし。謹慎って確か、卒業とか省試に響ひびくのでしょう？　できたら穏おん便びんな処置を……」

　頭を下げると、碧嵐が破顔した。

「面おも白しろい子だね。いいだろう。殴っていないのなら、暴力事件ではない。だけど君に嫌がらせをしたのは真実だから、謹慎じゃなくて食堂の掃そう除じをしてもらおう。一ひと月つきほどね」

　紀伝道の食堂は、二百人もの学生が日に三度食事をとるから、かなり汚よごれるはずだ。それを三人で掃除するのは骨が折れるだろう。だが謹慎でなければ、卒業や省試には響かない。

「ありがとうございます！」

　満面に笑みを浮かべると、碧嵐が頷うなずいて息をついた。

「こちらこそすまなかったね。二度とこんな事はないように徹てつ底ていさせたつもりだったけど。もう一度学生達を集めて言い聞かせておくよ」

「学生達を集める？　得業生ってすごいですね。学生達のまとめ役みたいなものだってお聞きしましたけど、そんな事までできるんですね」

「いや、得業生はあまり関係ないんだ。私が特別に博士はかせ達から学生のまとめ役を任されているだけだよ。……私の父は龍宝帝だからね。博士達も気を遣つかって特権を与あたえてくれたのさ。面倒ばかり増えて迷惑なのに」

　自じ嘲ちよう気味に話す碧嵐に、驚きのあまり何度も目を瞬またたかせた。

「お父上が龍宝帝!?　じゃあ碧嵐は帝みかどのご子息なのですか？……あれ？　という事は、もしかしたら青丞とは……」

「ああ、彼は私の兄にあたる。異母兄弟だから母は違うけどね」

「やっぱり！　でも似てないですね」

　思わず叫さけんでから、失敬な事を言ってしまったと口を押さえた。

「似てないかな？　正直に言ってくれていいよ」

「え、ええ。だって碧嵐はとても優やさしいです。青丞なんていつもしかめっ面つらで、嫌みばっかりで、冷たいし冷たいし冷たいし……」

　勉強を教えてくれるのは感謝している。だが教え方が問題だ。最初の頃ころはこんな事もわからないのかと言いたげな視線と、さっさと理解しろとばかりに無言の圧力をかけられ、冷や汗あせばかりかいていた。何も言わず、態度と雰ふん囲い気きだけで人を恐怖に陥おとしいれる青丞はある意味すごい。

「ははっ、よほど兄にしごかれているみたいだね。でも兄はあれで優しい所はあるんだよ。他人には冷たいけれど、一度懐ふところに入れた人間はしっかり面めん倒どうを見てくれる」

「わかります。わたしなんて大学寮にきてからずっと勉強をみてもらってるし。自分の勉強だって大変だろうに、わたしの為ために時間を割さいてくれてる。教え方はちょっと怖いけど。……でも青丞は、本当に困ってる時は助けてくれるんです」

　青丞の冷たい表情とは裏腹の、ぶっきらぼうな優しさを思い出して、つい苦笑する。

「冷たくあたるのだって、わたしを鍛きたえようとしてくれているからなんです。課題だってたくさん出すけど、精いっぱい背せ伸のびして頑がん張ばればどうにか終わる量を見み極きわめて出してくれる。それって、わたしが投げ出さずにちゃんとやるって、信じてくれてるからだと思うんです」

　彼はやはり、人を見る目があるのだと思う。

　どこまでならやれるかを見極められるのは、相手の事をちゃんと理解できているからだ。

「そうだね。兄は確かにそういう人だ」

　小さく頷いた碧嵐を見て、ふとある事に気付いて首を傾かしげた。

「……あ、でも、青丞と碧嵐が話をしてるの見た事ないですね。それどころか……」

（前に青丞は、碧嵐には近づくなって言ってた。事情がわからないし、納なつ得とくもいかないから、碧嵐と会ったら話ぐらいはしてたけど……）

　碧嵐が、寂さびしそうに視線を遠くに向けた。

「──今はちょっといろいろあって、私は母と一緒に宮中を出たんだ。青せい龍りゆう家にはたくさんの男子がいて、私も一応跡取り候補だったけれど、どうしても兄弟達と争ってまで跡取りの座を勝ち取ってやるという気き迫はくがなくて。私には学問を追究する方が性しようにあっているしね」

　優しげな面おも立だちからも、彼が争いを好まない性格なのが窺うかがえた。

「兄とは昔はとても仲がよかったけど、宮中を出た私を弱虫だと言って、口も利きいてくれなくなった。だけどそれもそうだと思う。兄はどんなに辛つらい目にあっても、他ほかの兄弟達より努力して跡取りの座を摑んだのに、私は途と中ちゆうで逃にげ出してしまった。嫌きらわれて、当然だ」

　碧嵐が目を伏ふせた。震える瞼まぶたからは、今にも涙なみだが出てきそうだ。

「そう思い込まないでください。人には向き不向きがあると思います。わたしだって白びやつ虎こ家の跡取りに相応ふさわしくなんてぜんぜんない。誰だれか兄弟がいたら、争ってまで跡取りになろうとは思わなかった。学問が得意だというのなら、その道を進んだ方がいいとわたしも思います」

　青丞が碧嵐に近づくなと言ったのは、彼が跡取りの争いから逃げ出したと思っているからだろう。青丞は厳しい顔を持っている。自分も以前、跡取りとしての自覚ができていなかった頃に、さっさと田舎いなかに帰れと敵意を向けられた。

「そうだね。兄もそれを理解してくれるといいけれど」

　声こわ色いろに寂さみしげなものが混ざっていた。

（二人は同じ大学寮りようにいるのに話もしない。どっちも根はいい人なのに、話せばわかりあえるはずなのに……何とかできないかな？）

　おこがましいとはわかっている。だけど何とか青丞を説得して、二人が互たがいの気持ちをわかりあう為の場を作れないかと、頭を悩なやませた。
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　布ふ団とんに入った白桜は、青丞と鵬玄に挟はさまれて、まんじりともせずに天てん井じようを向いていた。

　大学寮に来てもう二ヶ月以上経たつが、未いまだに男二人に挟まれて寝ねるのには慣れない。

　二人が起きている間はちっとも眠ねむれず、最初は寝不足の日々が続いていた。だが最近は二人も寄宿舎に慣れてきたのか寝付きがよくなったので、どうにか睡すい眠みんがとれるようになった。

　しかし今夜は昼間に碧嵐と話した事が気になっていて、なかなか睡すい魔まが訪おとずれてくれない。

（青丞と碧嵐。兄弟なのに話もしないなんて……）

　ちらりと青丞の方に目だけをやった。

「うわっ！」

　だが思ったより近くに彼の顔があって、思わず悲鳴が漏もれ出る。慌あわてて口を押さえた。

（青丞って、眠ると身体からだを丸める癖くせがあるよね。それに、いつもこっち向きで寝てばかり）

　苦笑しつつ、寝ているのをいい事に、じっくりと彼を観察する。

　近くで見ると、青丞の肌はだはしみ一つなくて自分よりよほど綺き麗れいだった。だけど彼に女性的な印象はない。目を閉じていても力強い凜り々りしい顔つきは変わらなかった。

（まつげがけっこう長いな。だから目がはっきりして見えるのかな）

　すっきりとした鼻筋に切れ長の瞳ひとみ。彫ほりの深い顔立ちは氷の貴公子と呼ばれるに相応しい。

　四神の跡あと取とり達は自分を除いて、本当に美形揃ぞろいだと感心する。特に青丞は容姿も家いえ柄がらも完かん璧ぺきだ。性格も、最初は冷たく感じるが慣れれば一本筋が通っていて、自分にも他人にも厳しいだけなのだとわかる。青丞のように凜々しい男性は憧あこがれだ。

　もし自分が本当に男だったなら、きっと彼のようになりたいと思っただろう。

「……ん、……ろ」

　何か寝言を呟つぶやいた青丞にどきっとして、慌てて反対を向く。

　黙だまって寝顔を見ていたなんて知られたら、きっと怒られるぐらいじゃすまない。

　廊ろう下か側を向くと、鵬玄もいつのまにかこちらを向いて眠っていた。

「わっ！」

　彼の顔もまた、思ったより近くにあって息を吞のんだ。

　鵬玄は、起きている時は目つきが鋭するどくて威い圧あつ的に見える。だがこうして目を閉じていると、ずいぶんと優しい印象だった。いつも頭の上で結んでいる髪かみはおろしてあって、布団に広がっている。無口な彼は寝息まで静かで、まるで気配を消しているかのようだった。

（鵬玄って、男らしくて強くて素す敵てきだな。無口だけど、すごくわたしの事を心配してくれてるのが伝わってくる。彼と友達になれてよかった）

　考えていると、鵬玄がふいに仰あお向むけになってしかめっ面をした。

　布団から出た右手が、何かを力強く握にぎるように動いたのを見て、苦く笑しようした。

「寝ている時まで怖こわい顔をして。きっと武芸の稽けい古こをしている夢でも見ているんだろうな」

　いつも厳しい表情が多い二人の素すの顔を見られるのは、夜の楽しみでもあった。

「さて、そろそろ寝よう。おやすみなさい」

　大学寮の生活は、女だとばれないようにと、はらはらしてばかりだ。だけど青丞と鵬玄に学問や騎うま射ゆみを教えてもらい、彼らの無防備な姿をみられるのも、きっと今だけ。

　だったら、今のこの貴重な時間を大事にしよう。そう思って眠りについた。
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「……やっと寝たな」

　ぱちっと目を開いた青丞は、隣となりで寝息を立てる白桜に目をやって苦笑した。

　すると鵬玄も、寝ていたとは思えないほどしっかりと目を開けて、頷うなずく。

「白桜は俺達が起きていると、なかなか眠れないようだ。先に寝たふりをしてやると安心して眠りにつく。毎日学問と騎射の稽古で大変だから、睡眠ぐらいちゃんととらせてやりたい」

「そうだな。……しかし、相変わらず寝相が悪いな」

　呟くと、鵬玄が珍めずらしく破顔した。

　白桜は上下さかさまに寝ていて、布団は蹴け飛とばしたのか足もとで丸くなっている。

「むにゃむにゃ。青丞……これ以上は覚えられません。鵬玄、馬から落ちるよ……」

　どうやら夢をみているようだ。吹ふき出しそうになったが、どうにか笑いをかみ殺す。

「さて、俺は勉強しよう。白桜に教えているとなかなか時間がとれなくて」

「では、俺は弓の訓練をしてくる。俺も昼間は白桜に騎射の訓練をしていて、あまり時間がとれないからな」

「鵬玄、寄宿長に見つかるなよ」

　声をかけると、鵬玄が頷いてそっと部屋を出て行った。

　再び、寝返りを打った白桜に目を向ける。彼の指先に巻かれた白い布には、わずかに血が滲にじんでいた。弓の練習をしすぎて、指の皮が切れてしまっているのだ。

　袖そでから見える腕うでや足には、落馬してできた痣あざがいくつもできている。

　それを見るたび、彼の努力をどうにかして実らせてやりたいと思う。

　睡すい眠みん時間を削けずってまで、白桜の教育に力を注いでしまうのはそのせいかもしれない。彼が無事に卒業できるよう手助けする為ためなら、少しぐらいの寝不足など、我が慢まんしようと思えるのだ。

　夜明けまでまだ時間はある。青丞は行あん灯どんに明かりをつけて、文ふ机づくえに向かった。
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「ほう、うまく乗れるようになったな」

　馬上でしゃんと背を伸のばすと、鵬玄が感心したように呟いた。

　白桜は嬉うれしくて満面に笑えみを浮うかべる。

「はい。何とか自分で馬を操あやつれるようにはなりました。ほら！」

　軽く馬場を一周する。まだ走るのは難しいが、馬上でおろおろする事はなくなった。

「なかなかの進歩だ。しかし騎射大会までは後一ひと月つきだ。それまでに手た綱づなを握らなくても落馬しないぐらいにならないと。走っている馬から弓で矢を射るんだからな」

　鵬玄が難しい顔で顎あごに手を当てる。

　確かに不安はあるが、それを吹き飛ばすように大きく頷いた。

「頑がん張ばります！　迷めい惑わくをかけるけど、どうかもうしばらく練習につきあってください」

「迷惑なものか。俺達は友だ。友のお前がこれだけ努力しているのだから、少しでも力になってやりたい。俺はお前と一いつ緒しよに卒業して仕官したいのだ。苦手な貴族ばかりの宮中でも、お前がいてくれたらきっと楽しいだろう」

　自分を男だと信じて、友だと言ってくれる鵬玄。

　嬉しくてたまらないけれど、だましている事への罪悪感はある。

（すみません。鵬玄……。でもこの噓うそはつき通さなくてはいけないんだ）

　もし自分が女だとばれたら、祖父や田舎いなかに住む父や姉、そして一族の血けつ縁えん者全員が都から追放になって、神に見捨てられた一族だと民たみ達から迫はく害がいされる生活を強しいられる。

　自分はどうなってもいいが、大事な家族をそんな目にあわせるのだけは絶対に阻そ止ししたい。

　考え込んでいると、鵬玄が馬に寄り添そって手綱を握った。

「では、白桜。そろそろ次の段階に移ろう。最初は俺が手綱を握っているから、お前は手を放してみろ。そしてあぶみを軽く蹴けって馬を歩かせるんだ。落馬しないように気をつけろよ」

「はい、わかりました！」

　騎射は、馬が走っている最中に弓を引き、的に矢を当てる。もちろん両手で弓を持つから、手綱は放した状態だ。平へい衡こう感かん覚かくが崩くずれれば、落馬する恐おそれもある。

　そんな事になったら命の保証だってない。

　同じ馬場に学生達が数人いるが、彼らは軽々と馬を乗りこなし、矢で遠くの的を射ていた。（みんなうまいな……。わたしもあんな風にできるんだろうか？……いや、だめだ。弱気になったら。できる、できる、わたしはできる！）

　心で念じながら、怖こわ々ごわと手綱から手を放してみる。冷や汗あせが額に滲んで、両手が震ふるえた。

「その調子だ。馬を信じろ。この二ヶ月、華雲はつたないお前の馬術でも、嫌いやがらずに大人しく言う事を聞いてくれた。振ふり落としたりしない」

　鵬玄の言葉が、わずかだが勇気を与あたえてくれた。なるべく背を伸ばして、正面を見み据すえる。

「いいぞ。……では、手綱を放すからあぶみを軽く蹴ってみろ」

　言われた通り、あぶみに入れた両足を少しだけ動かして、華雲の腹に動くよう合図する。

　すると、ゆるりと前足が動いて進み始めた。

「大だい丈じよう夫ぶか？　白桜」

「はい。何とか」

　華雲がゆっくりと動いてくれるおかげで、どうにか手綱を握らなくても、均きん衡こうを崩さずに乗れている。初めてここに来た時は、馬に触さわる事さえ難しかったのに。

（大学寮りようの生活は、女だとばれないようにとか、嫌がらせされたりとかですごく大変だ。辛つらい事も多い。でもやっぱりきてよかった。学問も馬術も少しだけどできるようになったし。それに青丞や鵬玄にいろんな事を教えてもらって、それができるようになるのは楽しい！）

　身体も心も、充じゆう実じつ感かんに満ちていた。毎日の大学寮での生活は、刺し激げきと興奮でいっぱいだ。

「鵬玄、もう少しだけ早足で駆かけてみます」

　鵬玄が頷いたのを見て、あぶみを蹴ろうとした。だが華雲がふいに左手の方へ顔を向ける。

　何事かと思う暇ひまもなく、突とつ然ぜん華雲がいななきを放って前足を高く上げた。

「うわぁぁぁ！」

　何が起こったのかわからない。突然暴れ出した華雲の背で、悲鳴を上げて手綱を握りしめる。

　慌あわてて姿勢を低くして、飛び跳はねるように足あし踏ぶみを繰くり返す華雲にしがみついた。

　しかし華雲は少しも大人しくならない。鵬玄が慌てて駆け寄った。

「どう！　どうどう！」

　華雲に声をかけて、手綱を引いて落ち着かせようとしてくれる。

「止まるんだ！　華雲っ」

　もしこのまま落馬して蹄てい鉄てつのついた足で頭でも踏ふまれたら、そんな想像がよぎる。

　それでも恐きよう怖ふに負けないよう必死で鞍くらにしがみついて、どれぐらい経たっただろう。

　ようやく華雲が落ち着きを取り戻もどしたのか、鼻息を荒あらくしつつも大人しくなった。

「大丈夫か！　白桜」

　鵬玄がすぐに手を差し出してくれる。鞍からどうにか指を放し、鵬玄の手を摑つかんだ。

　力強い手が軽々と抱かかえ上げて、地面に降ろしてくれる。途と端たんにへなへなとしゃがみ込んだ。

「い、いったい、何が……？」

　震えが収まらなくて、身体からだに両手を回して強く抱だきしめた。

「……華雲が急に暴れ出したのは、多分あれが原因だ」

　鵬玄の声が緊きん張ちようしていた。彼の指さした方に目をやると、一本の矢が地面に刺ささっている。

「どこからか急に飛んできて、華雲の足もとをかすめたようだ。それで驚おどろいて暴れ出した」

　顔が真っ青になった。もし矢が刺さっていたら、華雲は痛みのあまりもっと暴れただろう。そうしたら、とてもしがみついてなんていられない。落馬して運が悪ければ死んでいた。

「どうして矢が……」

　辺りを見回した。突然の騒さわぎで驚いたのか、周りで騎うま射ゆみの練習をしていた学生達が十人ほど、こちらに目を向けている。彼らの手には、弓矢が握にぎられていた。

「誰だれがこの矢を射った！」

　鵬玄が低い声を放った。もとは武官で悪人達を取り締しまっていただけあって、迫はく力りよくに満ちている。しかし周りの学生達は怯おびえた様子はみせたものの、誰も名乗り出なかった。

「貴様ら……！」

「鵬玄。もういいです。きっと事故だ。これだけ弓矢の練習をしている人達がいるのだから、偶ぐう然ぜん飛んできただけだと思う」

　まだ震えていたが、どうにか立ち上がると、背後からふざけた調子の声がした。

「ふん、お坊ぼつちゃんは満足に馬にも乗れないらしいな」

　振り向くと、以前絡からんできて自分を殴なぐろうとした紀き伝でん道どうの学生達三人だった。

　彼らはにやにやしながら、馬場の柵さくにもたれている。鵬玄が視線を鋭するどくした。

「何だと！　貴様らがやったのか」

「おっと、怖こわい怖い。俺達じゃないよ。ほら、弓なんてもってないだろ」

　確かに彼らの周りには何もない。弓は大きいから、簡単に隠かくしたりもできないはずだ。

「ここで見学していたら、そいつの馬が勝手に暴れ出しただけだ。ただ見ていただけなのに、そんな風に怒ど鳴なられちゃかなわないな。……ふんっ。いい気味だ。俺達に食堂掃そう除じなんかさせるから、天てん罰ばつが下くだったんだよ！」

　最後の言葉は、自分に向けられていた。憎にく々にくしげな表情からすると、かなりの恨うらみをかっているようだ。三人はさっさと背を向けて立ち去ろうとした。

「待て！」

　後を追いかけようとした鵬玄の腕うでを、慌てて摑む。

「弓を持ってないんだから、彼らがやったんじゃないと思う。今の状じよう況きようからすると、練習中の矢が誤って飛んできた可能性が高い。怪け我がはないし、馬も無事だ。事故だったんだよ」

　鵬玄に言った言葉は、そのまま自分に言い聞かせたものだった。

　まさか、あの学生達が殺したいほど自分を憎にくんでいるとも思えない。

　もしわざと矢を放った事がばれたら、彼らだってただではすまない。大学寮から追い出されるどころか罪を問われて投とう獄ごくされる。そんな危ない橋を渡わたるとは思えなかった。

「……だが、あいつらは気に食わん。近づくなよ」

　鵬玄が学生達が去った方角を睨にらみつけながら、憎々しげに言い放った。

（なるべくもめ事の種は作りたくない。後一ひと月つきで卒業できるんだから。それまであまり波風は立てないように、気をつけて行動しないと）

「……馬を休ませてくる。廏うまやに連れて行くよ」

　怖い目にあったせいで、再び手た綱づなを握るのはかなりの勇気がいった。

　それでも恐怖心を何とか抑おさえつけ、馬を引いて歩き出した。
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　十日に一度、白桜は白びやつ虎こ家の屋や敷しきに用意された御み簾すの中でだけ、女に戻れる。

　重さには辟へき易えきするが、着慣れた裳も唐から衣ぎぬに身を包むとやはり安心する。

　男だと噓をつかなくていいのは、何より幸せだ。

「さあ、気合いを入れよう。もうすぐ青丞が来る時間だ」

　近くに置いてあった手鏡をとってのぞき込む。

「かつら、ずれてない！　着物、乱れてない！　顔は……」

　顔には化け粧しようは施ほどこしていない。

　祖父が用意してくれた化粧箱には、淡あわい色の紅があるが、使った事は一度もなかった。

「……青丞には嫌きらわれないといけないんだ。化粧はいらない！」

　口にしてはみたが、化粧箱から目が離はなせなかった。やはり可愛かわいらしい色の紅は気になる。

　壁かべ際ぎわには上総が用意してくれた小物も揃そろっていた。

「綺き麗れいな紅に、小花を散らした絵え柄がらの扇せん子す。黄色の飾かざり帯。……どれもいいな。女だった時はそんなに興味なかったけど、今は男ばかりの中で暮らしていて、こういうものを見かける事さえないから余計に惹ひかれるよ」

　そっと手を伸のばしてはみたものの、すぐに引っ込める。

「我が慢まんだ！　二年経ったら、遠とお縁えんの男の子が十三歳になる。彼に跡あと取とりの座を譲ゆずって、わたしは死んだ事になって田舎いなかに戻れる。その後なら可愛い物はいくらでも使えるんだから」

　それでも、白銀の髪かみと紅くれないの瞳ひとみがもとの黒い色に戻るまでは数年かかる。完全に『里桜』に戻っておしゃれを楽しめるのは、いったい何年後なのだろうと考えるとため息が出た。

「姉様の薬の為ため。一族を守る為。わたしが自分で決めた事なんだから。それに可愛い物には縁遠くなったけど、男としてこの国で最高の学舎で学べている。それは今しかできない事なんだから、精いっぱいやろう」

　気持ちを新たにしていると、誰かが廊ろう下かを歩いてくる気配がした。

「失礼。里桜姫ひめ、ご機き嫌げんはいかがか？」

　男の人の足音のようだと思っていたら、やはり青丞だ。慌てて座り直して背筋を伸ばす。

　襖ふすまが開いて包みを持った青丞が入ってくる。彼は一度だけ急な用事ができたからと来ない日があったが、それ以外は十日に一度帰省するたびに必ずこの屋敷を訪おとずれていた。

　正式な縁談は青丞が卒業してからとなっている。

　それまではそんなに会う必要はないのに、まめに顔を見せにくるのだ。

（困ったな。青丞はいつまで通うつもりなんだろ）

　うんざりした顔をしていると、青丞の機嫌のいい声が聞こえた。

「今日はいい天気だったので、大学寮りようの庭を散策しました。姫は散歩はお好きか？」

（庭を散策ね。でもそれ、わたし白桜が一いつ瞬しゆん居い眠ねむりした罰ばつだっていって庭を走らせて、その間ぶらぶら歩いてただけじゃ……。いや、そうじゃなくて、嫌われないとだから返事は……）

「はい、わたしは外に出るのが大好きです。走り回って泥どろだらけになるぐらいなんですよ」

　結けつ婚こん相手の条件は、たおやかさだという貴族の常識を踏まえて、元気すぎてがさつな印象を与あたえるような事を言ってみる。だが青丞はにっこりと笑った。

「それはいい。俺も元気な女性は好きだ。里桜姫は身体が弱いとお聞きしたが、その調子なら大だい丈じよう夫ぶそうだな。ほっとした」

（しまった。喜ばれた……）

　彼と話していると万ばん事じこの調子だ。嫌われようとしているのに、気を悪くする気配もない。

（これ以上どうしたらいいんだろう。……あ、そういえば青丞は、帝みかどの子息だからってすり寄ってくるような女性は嫌いやだって言ってたな。そんな風に接したら、嫌ってくれるかな？　でも……すり寄るって具体的にどうすればいいんだろ？）

　恋れん愛あい経験は皆かい無む、身内以外の男性との接せつ触しよくもほとんどなし。それが今の自分の経験値だ。

　まず男性に媚こびるというのがどういう事なのかすら、見当もつかない。

　仕方なく、違ちがう方向から攻こう撃げきしてみる。

　大おお仰ぎような仕草で足を崩くずし、片かた膝ひざを立てるという不作法な真似まねをした。

「足がしびれました。長く座るのは苦手なんです。青丞様も楽にされたらいかがですか？」

　御み簾す越ごしだが、大まかな姿は見えるはずだ。

　男性の前でこんな姿をする姫なんて、非常識極きわまりない。きっと眉まゆを顰ひそめるはずだ。

　しかし青丞はこれ幸いとばかりに、足を崩した。

「ありがたい。実は俺も今日は少々足が痛くて困っていた。騎射の練習で痛めたようだ」

「えっ!?　大丈夫ですか？」

「大した事はない。だが心配してもらえるのは嬉うれしいな」

　低いけれど、甘い声こわ色いろだった。向けられた笑えみも優やさしくて、視線は溶とけてしまいそうなほど熱い。御簾越しだが、見つめられるのが恥はずかしくて、扇子を開いて顔の下半分を隠した。

「べ、別に心配なんて……。身体からだの調子が悪いのなら、もうお帰りになった方がいいのではないですか？」

「そうだな。心配をかけても悪いから、今日は……ああ、そうだ。その前にこれを」

　青丞が隣となりに置いていた包みを開いた。そこには見事な木き彫ぼりが施された化粧箱がある。

「すごい……！」

　青丞が開けた化粧箱の中身を見て、思わず感かん嘆たんの声が出た。

　そこには金きん箔ぱくが貼はられた貝かい殻がらが、いくつも並べられている。

　開いている貝の中身は、赤や桃ももなど色とりどりだ。その貝の中身に少量の水を入れると紅として使えるのだが、こんなにたくさんの種類が揃っているのを見るのは初めてだった。

　漆うるし塗ぬりに梅の絵が描えがかれている立派な器うつわに入っているのは、おそらくおしろいだろう。

　どれもみな、一目で高級なものだとわかった。

「先日の香こうは気にいらなかったとか。残念だが、香かおりには好みがあるので仕方ない。だから、年とし頃ごろの里桜姫の為に化粧道具を用意した。紅もこれだけあれば、一つくらいは気に入った色があるだろう」

　その言い分には呆あきれるしかなかった。紅は貴重品だ。しかも金箔が貼られた貝に入れられているなんて、そうとう高価なはずだ。きっとあの紅一つで、田舎に住んでいた頃ころの自分なら、一月は余よ裕ゆうで暮らせる。それを、ざっと数えただけで二十種類は持ってきているのだ。

「も、ももももったいない！　なんてもったいない事をするの！」

　貴族の姫として育ったが、貧びん乏ぼうだったので金銭感覚は庶しよ民みんとほぼ同じだ。

　あの化粧道具が総額いくらか考えただけで、卒そつ倒とうしそうだった。

「返してきて！　そんな高価な物、絶対に受け取らないから。いくら帝の子息だからって、今は大学寮に通う学生なんだよ。そんな無む駄だ遣づかいするなんてよくない！」

　勢いよく身を乗り出すと、青丞が目を丸くした。その様子を見て、慌あわてて口を閉じる。

（やばい、いつもの〝白桜〟の感じで喋しやべってしまった！）

「……くっ、あはは」

　真っ青になっていると、青丞の笑い声がした。目をやると、彼が肩かたを揺ゆすっている。

「やはり、あなたは面おも白しろい。俺の周りでは紅を買ってやったら喜んで受け取る女性ばかりだ。もったいないから返してこいなんて言われたのは初めてだ」

　青丞が化粧箱をこちらに差し出した。

「だが、これは受け取ってくれ。あなたの為に買ってきた。受け取ってくれないなら捨てる」

「す、捨てる!?　冗じよう談だんでしょ！」

「いいや、本気だ。だからもらってくれ、里桜姫」

　強気で有う無むを言わせぬ口調は、いつもの青丞だった。ここにいる時はいつも優しい声色で、強ごう引いんな事も冷たい事も言わないのに、今の彼は〝白桜〟と話している時の彼に近い。

「で、でも、こんな高価なもの……」

「いらないならまた弟にやってもいいぞ。だが今度はあいつには必要ないものだが」

　どうやらまた同じ事になるかもしれないと見み越こして、女性物の化粧品を持ってきたようだ。

　用よう意い周しゆう到とうな彼に舌を巻く。渋しぶ々しぶ黙だまると、ふいに青丞が立ち上がった。

「な、なんですか！」

　彼との間を仕切っている御簾は、薄うすくてもろい。引きちぎられでもしたら、一いつ瞬しゆんで間を阻はばむ物がなくなる。青丞がもし御簾に手をかけたら、紅くれないの瞳に気付いたら、すべての噓うそがばれる。

　緊きん張ちようして息すら止めた。彼はこちらを見つめていたが、それ以上は近づかなかった。

「今日はこれで失礼する。また十日後に会いに来る。その時には、その化粧箱の中から気に入った紅を引いてくれ。……俺の為に」

　青丞の笑みは男らしさと自信に満ちていて、大人の色気が漂ただよっていた。

　背を向けた青丞が、襖を開けて出て行く。

　彼の姿が見えなくなってから、どっと力が抜ぬけて畳たたみに突つっ伏ぷした。

「女性には優しいと思ってたけど、やっぱり強引なんだ。俺の為に紅を引いてくれって……」

　今度会う時、自分はどうするのだろう。彼の為にこの紅を引くのだろうか。

　そんな姿を想像しただけで、頰ほおが真っ赤に染まり、恥ずかしさのあまり身もだえた。
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「すごい人だな……！」

　白桜は思わず目を丸くした。

　こんなに大学寮に人がいたのかと驚おどろくほど、川沿いは人で埋うめ尽つくされている。

　ここは寄宿舎の右手に流れる大きな川だ。緩ゆるやかな流れは、都の中心へと向かっている。

　その川で今日『船ふな楽がく』があると聞いて、青丞と一いつ緒しよに見物しに来ていた。

「船楽って、どういうものなんでしょうね」

　人でごった返している橋のきわに陣じん取どって、隣にいる青丞に目を向ける。

　しかしいつものように、彼の顔をしっかり見る事ができず、すぐに目をそらした。

（恥ずかしいな。俺の為に紅を引いてくれって言われたばかりだし。どんな顔をしていいのかわからないよ）

　もちろん、青丞はそれを〝里桜〟に言ったのだから〝白桜〟は関係ない。

　だけどどちらも自分だ。それが整理しきれなくて、頭と気持ちが混乱したままだった。

　川上に目を向けている青丞は、自分の困こん惑わくした様子に気付いていないようだ。

「船楽は、船の上で笛や太たい鼓こを演奏し、時にはきらびやかな衣い装しようを着て舞まい踊おどるんだ。学生達主しゆ催さいだから、雅が楽がく寮りようの演者達ほどうまくはないだろう。だが大学寮の船楽もなかなか見み応ごたえがあると聞いている。楽しみだな」

　青丞は雅楽が好きらしい。そのせいか今日はずいぶん機き嫌げんがよくて、毎日勉強と騎うま射ゆみの練習ばかりだから、いい息いき抜ぬきになると誘さそってくれたのだ。

（わたしは今は白桜。だから、里桜として会った青丞の事は忘れなくては）

　気持ちを切り替かえて、よく見えるようにと橋の手すりから身を乗り出した。

「坊ぼうや。あんまり乗り出すと危ないぞ。落ちたらどうする」

「大丈夫、落ちたら本当にまずいので、気をつけてます。わたし、泳げないから」

「何だと？　学問も中ちゆう途と半はん端ぱで馬にも満足に乗れず、弓も引けなくて。その上泳げないのか。今まで何をして生きてきたんだ」

（今まで姫ひめとして生きてきたのっ）

　呆れかえっている青丞に反論したかったが、何とか堪こらえた。

　そこへ風に乗って、耳に心地ここちいい笛の音が聞こえてくる。

「あっ、来た！」

　上流からゆっくりと船がやってくる。朱しゆ色いろに金糸を施ほどこした揃そろいの衣装を身にまとい、金きん冠かんを被かぶった演者は全部で五人。それぞれが笛や琴こと、そして太鼓を奏かなでていた。

　豪ごう華か絢けん爛らんな姿に劣おとらず、奏でる音楽は優ゆう雅がだが力強く、心を震ふるわせるほどに美しい。

　雅みやびな眺ながめと音楽に、感嘆の声が漏もれ出た。

「すごい……！」

　周りでも歓かん声せいが上がり、橋の上は興奮状態だ。その熱気に押されるように、少しでも近い位置から彼らを見ようと、手すりから更さらに身を乗り出した。

「こっちに来る！　綺き麗れいだな、都の貴族ってやっぱり雅で……え!?」




　ドンッ！




　背中に受けた衝しよう撃げきでつんのめり、手すりから身体が飛び出す。

（今、背中を押された……？　噓っ、落ちる！）

「うわぁぁぁぁぁ！」

「坊や！」

　青丞が出してくれた手に摑つかまろうとしたが一いつ瞬しゆん遅おそく、真っ逆さまに川へと落ちていった。
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「坊や！」

　青丞は、目の前で起こった状じよう況きように息を吞のんだ。手すりから身を乗り出していた白桜が、突とつ然ぜん川に落ちたのだ。助けようと手を出したが遅おそく、水面では派手な水しぶきが上がっている。

「おい、誰だれか落ちたぞ！」

　人で埋まった橋が一瞬でざわついた。青丞はすぐさま橋の手すりに足をかける。

「あの馬ば鹿か。泳げないくせに……！」

「あ、危ないぞっ」

　誰かの声がしたが気にならなかった。川に落ちた白桜が浮うかんでくる気配がない。

　すぐに助けなければ！

　泳ぎには自信がある。迷わず川へと飛びこんだ。

　冷たい水のせいで全身が凍こおり付く思いだったが、力強く水をかいて白桜の姿を捜さがした。







「大だい丈じよう夫ぶか！　坊や」

　青丞は、川の中で漂っていた白桜を見付けて、どうにか水上へと引き上げた。

　気絶していたが、息があるのを確かめて、川のきわへと泳いで連れて行く。

　心配そうに窺うかがっていた学生達が手伝ってくれたので、何とか白桜を地面へと引き上げる事ができた。冷たい風のせいで体温を奪うばわれて、ずぶ濡ぬれの身体からだは震えるほど凍こごえている。

　しかしそれは白桜も同じだろう。目を瞑つぶっている白桜の頰は、氷のように冷たかった。

「誰か！　朱咒を呼んできてくれ」

　声を上げると、近くにいた学生達が数人学舎へと走っていってくれた。

「おい！　坊や。目を覚ませ」

　息はあるが弱々しい。だが幸いそれほど水は飲んでいないようだ。

　気は失ったままだが、どうやら怪け我がもないようだった。

「どうぞ、使ってください！」

　周りの学生達が上着を脱ぬいで渡わたしてくれる。

　濡れた身体に風の冷たさが応えていたから、ありがたかった。

「すまない」

　受け取って、まずは白桜を着き替がえさせた方がいいだろうと、彼の狩かり衣ぎぬに手をかけた。

「……ん？」

　襟えりを緩めようとして、ふいにそこから垣かい間ま見みえた肌はだの白さに目を奪われる。

　きめ細やかな白い肌は柔やわらかそうだ。自分の硬かたい身体とはぜんぜん違ちがう。

　ふいにしみ一つない肌に触ふれてみたいという、自分でも驚くような欲よつ求きゆうが身体を貫つらぬいた。

（何を考えているんだ、俺は）

　わずかに頭かぶりを振ふって、その欲求を追い出す。息を吐はいて再び手を動かした。

「……早く着替えさせないと」

　うまく言えない違い和わ感かんがあったが、考えるのは後回しだ。このままだと白桜が風邪かぜを引く。

　白い肌が垣間見える襟えり元もとを避さけて、腰こしの帯をほどいた。ずいぶんと細い腰で、とても男とは思えなかった。しめった着物が張り付いているせいで浮き出た身体の線も、細くて頼たよりない。

「……本当に女のような奴やつだ」

　再び襟に手をかけようとして、一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよした。

「どうしたんですか？　早く着替えさせないと、寒いですよ」

　周りの学生達が声をかける。頷うなずいて、改めて白桜を見つめた。なぜか脱がせるのに勇気がいった。いったいどうしてしまったのだろうと思いつつ、息をついて気持ちを落ち着かせる。

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい。男同士なのに、何を気にしているんだ。俺は」

　呟つぶやいて、ようやく襟を緩めた。白い肌が見えたが、今度は手を止めなかった。

「ん？　なぜこんなものを……」

　そこで不思議なものを目にした。胸に巻いてあるのは、白いさらしだ。

　見み間ま違ちがいかと目を凝こらした矢先、いきなり手を払はらいのけられた。

「うぎゃぁぁぁぁぁ！」

　耳をつんざくような叫さけびを上げたのは、目を覚ましたらしい白桜だ。思わず両耳を塞ふさぐと、白桜が慌あわてて身を起こし、襟元をかきあわせた。泡あわを食ったように辺りを見回す。
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「え？　なに？　いったい、どうし……」

「落ち着け。お前は川に落ちたんだ。それで……」

「何で、みんなの前で着物を脱がそうとしたんだ！」

　川に落ちた事よりも、白桜が一番に聞いたのはそれだった。

「……？　風が冷たいし、濡れた着物を着替えさせようと思っただけだ」

「見た？」

「何を？」

　間かん髪はつ容いれず返すと、白桜は青白い顔で、ぶんぶんと首を振った。

「なんでもない……！　えっと、なんでもないんだ」

　何やらほっとした表情を浮かべた白桜に、首を傾かしげた。ふと朱咒の言葉を思い出す。

〝白桜には何か秘密がある〟

　他人が隠かくしたい秘密なら、そっとしておくべきだと思う。今までそうやって生きてきたし、朱咒のように白桜につきまとって秘密を探さぐりたいなんて思っていない。

　だけど、今の白桜の反応は明らかにおかしい。

　川に落ちて命の危機ですらあったのに、彼はそれよりも何か別の事を気にしている。

　それはもしかしたら、朱咒のいう彼の〝秘密〟に関係あるのではないだろうか。

　この時初めて、白桜が何を隠しているのか興味がわいた。

「みんな、どうやら大丈夫だったようだ。騒さわがせてすまない」

　とりあえず、周りに集まった学生達に声をかける。

　みんなほっとした様子で、学舎の方へと帰って行った。

　疑問はすぐに解決したい方だ。人がいなくなったのを見計らい、白桜の顔をのぞき込んだ。

「……さらしを胸にまいているようだが、もしや怪我でもしているのか？」

　白桜が飛び上がらんばかりに、びくっとする。

「か、身体に傷があるので、それを隠そうと思って」

「傷？　お前はずいぶんと気にしているが、女でもあるまいし男がそんなに傷きず痕あとを隠すのはおかしいぞ。しかも着物を着ているのに、その中にさらしまでまくなんて変だろう」

　白桜が胸の辺りで両手を交差させ、目を泳がせた。

「それは……本当にとても醜みにくい傷痕なんです。だから、襟が乱れても見られないように念には念を入れてさらしを……」

　そう言ったきり、白桜が俯うつむいて黙だまり込んだ。血の気の引いた顔で震えている様子を見ると、弱い者いじめをしているような気がしてくる。

「……そうか。まあいい」

　納なつ得とくはできないが、それ以上は追及しない事にした。徹てつ底てい的に問いただす事もできるが、それでは可哀かわい想そうな気さえする。それに濡れた身体ではさすがに寒くて、いい加減着替えたい。

「部屋に戻もどって着替えよう。……お前は衝つい立たての向こうで着替えるといい。見ないと誓ちかうから」

　なかなか歩き出そうとしない白桜に、声をかけてやる。彼の顔がぱあっと明るくなった。

「ありがとうございます！」

　駆かけてくる白桜はまるで小動物のようだ。自分より弱い者や小動物をいじめて楽しむ気は、いっさいない。むしろそういう行こう為いは虫ずが走るほど嫌きらいだ。

（白桜の〝秘密〟とやらは気になるが、問い詰つめてまで知る必要もないだろう。傷も本人がここまで気にしているのなら、見ないで欲しいという気持ちを尊重するべきだ）

　さきほどの違和感がまだ頭の隅すみに残ってはいたが、考えない事にした。

　走ってきた白桜の嬉うれしそうな笑えみは明るくて、見ていて心地ここちいい。

　嫌いやな思いをさせてこの笑顔が見られなくなるのは、少しばかり惜おしかった。

　並んで歩きながら、寒さに震ふるえている白桜に目をやる。

「川に落ちるなんて本当に鈍どんくさいな。だからあれほど気をつけろと言っただろう」

「ちゃんと気をつけてましたよ。泳げないから水辺では注意してるんです。でもあの時……」

　ふいに白桜が口ごもった。俯いた彼の様子がおかしいと感じて足を止める。

「どうした？」

「……誰かに背中を押されたんです。すごく強く。それで落ちたんです。橋はとても混雑してたし、何かのはずみで押されただけで、わざとじゃないとは思うんですけど」

　白桜が小さく息をついて再び歩き出した。

　男にしては華きや奢しやな後ろ姿を見つめる目が、我知らず厳しくなる。

　冬の風が濡れた頰ほおに当たった。身体がわずかに震えたのは寒さのせいなのか、それともこみ上げてくる嫌な予感のせいなのか、青丞にはまだわからなかった。
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「大変だったね、青丞。白桜は今はどこに？」

　川での事を聞きつけて、朱咒が部屋を訪ねて来た。いつもは無口で、いるかどうかもわからないくらい静かな鵬玄も、腕うで組ぐみをして話の輪に入っている。

　青丞は着替えを終えて、彼らと向き合った。

「いつもの診しん察さつをしに、隣となりの屋や敷しきに行っている。怪我もないし、いたって元気だ」

　朱咒が安あん堵どの息を漏もらす。そこへ珍めずらしく鵬玄が口を開いた。

「なぜ、川に落ちたのだ」

　同室になって二ヶ月経たつが、彼が自分に直接話しかけるのは初めてかもしれない。

「手すりから身を乗り出して船楽を見ていて、誰だれかに押されたらしい。本人は橋が混こんでいたから、わざとじゃないだろうと言っていた」

「本当にそうなのか？」

　鵬玄の顔は真しん剣けんそのものだ。何か言いたげな彼に、視線を送る。

「どういう意味だ？」

「実は、騎うま射ゆみの練習をしている時に矢が飛んできて、馬が驚おどろいて暴れて白桜が落馬しかけた。その時も周りに騎射の練習をしている奴らがいたから、事故だろうという事になったが……」

　鵬玄の話によると、その場に白桜の事をよく思っていない学生達がいたらしい。

　彼らは白桜を嫌っている事を隠しもしていなかったようだ。

「白桜は身体からだも小さいし、面と向かって歯向かう方でもない。四神の跡あと取とり達の中で彼が一番他の学生から目をつけられていて、かなり嫌がらせを受けていたようだ」

「なんて事だ。やっかみを受けているのはわかっていたが、そこまでひどい事になっていたのか？　私に言ってくれれば、すぐにそんな学生達は処分したのに」

　眉まゆをつり上げて憤ふん慨がいする朱咒に、鵬玄が首を振る。

「四神の跡取り達への特別待たい遇ぐうには、みんな多かれ少なかれ不満を持っている。そいつらだけを処分しても、また同じ事を始める愚おろか者どもが出てくるだろう。それに白桜も、そいつらを処分して欲しいとは思っていないようだった。しかし……」

　鵬玄が顎あごに手を当てて、何事か考え込む。

「命に関かかわるような〝不運な事故〟が同じ時期に二回も続けて起こるなんて、どうもおかしい。それは本当に偶ぐう然ぜんなのか？」

　部屋の中がシンとなった。互たがいに目を合わせ、様子を窺うかがう。最初に口を開いたのは朱咒だ。

「……今の話を聞く限りだと、白桜が狙ねらわれている可能性は高いと思う。今の所は誰がやったのかわからないけどね」

　青丞は、腕組みして頷うなずいた。

「俺もそう思う。偶然も重なると必然だ。誰かがそうなるよう仕向けているとすれば、納得がいく。狙われているという、確かな証しよう拠こはないが」

　今の段階でははっきりした事は言えない。一つ気になっている事が、ないでもなかったが。

（まさか、あいつが……。いや、そんなはずはあるまい。それより、白桜に嫌がらせをしていた学生とやらが気になるな）

　考え込んでいると、朱咒が口角を上げた。

　珍しく冷たい表情をしたこの国で一番賢かしこい男は、そっと声を潜ひそめる。

「今の段階では、大学寮りようのお偉えら方がたに白桜が狙われていると相談しても、気のせいだと言われて何の対処もしてもらえないだろう。だけど放ほうっておいて白桜の身に何かあったら大変だ。彼は私の可愛かわいい人だからね。あの白い肌はだに傷一つでもつけたら──私は絶対に犯人を許さない」

　笑っていても、目は笑っていなかった。朱咒は穏おだやかな外見からは想像もできないほど、激しい内面を持っている。いつもはそれをうまく隠しているが、こういう時はぞくっとするほど迫はく力りよくがあった。朱咒がわずかに身を乗り出す。

「そこでだ、私達で白桜を守ってやらないか？　彼は病弱で非力だ。だけど今、いろんな事を学ぼうと一いつ生しよう懸けん命めい努力している。その邪じや魔まをする奴やつがいるなんて、どうしても許せないよ。彼が成長するまで守ってやるのも、同じ四神の跡取りである私達の務めだ」

　胸に手を当てた朱咒に、鵬玄が頷いた。

「男を可愛いと言う奴に同意はしかねるが、白桜は俺の友だ。彼の努力も間近で見てきた。何かあって卒業試験を受けられないなんて事には絶対にしたくない。証拠がない以上表立っては動けないが、やり方はいろいろある。──協力しよう」

　二人の男達が互いに視線を合わせた。そしてその視線が同時に自分に移る。

「青丞はどうするのだ？」

　朱咒の含ふくみ笑いが癇かんに障さわる。まるで協力するのが当たり前だと言いたげだ。

　無言で立ち上がり、襖ふすまに向かった。朱咒が慌あわてたように声を上げる。

「どこへ行く」

「食堂だ。そろそろ食事の時間だからな」

　鵬玄がむっとした様子を隠かくさずに、背後で低い声を放った。

「氷の貴公子というあだ名は的を射てるな。同室の白桜が狙われているのに知らぬふりか？」

　わずかに振ふり向いて、鵬玄と目を合わせる。

　普ふ通つうの者なら怯おびえるような恐おそろしい目つきだが、しっかりと見返した。

「あいつがどうなろうと俺には関係ない」

「何だと……！」

　鵬玄が立ち上がろうとするのを、朱咒が手で押しとどめた。

「ちゃんと話は最後まで聞こうよ」

　二人に見つめられて、青丞は向き直って腕組みした。

「関係はないが、四神の跡取り達四人が揃そろって仕官するのが望ましい。何かあってあいつが卒業できなかったら、俺達にとっても恥はじだ。だから俺はあいつに勉強を教えている。せっかくどうにか卒業できるくらいにまでなったのに、今いま更さらあいつが脱だつ落らくしたら俺の努力が台無しだ」

　朱咒がにやにやと笑い出した。今回だけは彼の思おも惑わくにはまってやろうと覚かく悟ごする。

「……仕方ないから、俺もあいつの周りに気を配っておく。そろそろ診察から帰ってくるだろう。食い意地が張っているから、この時間なら直接食堂に行くはずだ。じゃあな」

　外に出てぴしゃりと襖を閉めると、中から朱咒がくすくす笑う声がした。

「……素す直なおじゃないよね」

　確かにそうだと自分でも苦く笑しようして、食堂へと足を向けた。









　五章







「そこまで。終しゆう了りようだ。筆を置け！」

　博士はかせの合図が聞こえた途と端たん、白桜は文ふ机づくえに突つっ伏ぷした。

「お、お、終わった！」

　大学寮にきておよそ三ヶ月。自分と鵬玄と青丞の三人だけが集められて、特別に卒業試験が行われた。内容は政治に関する明みよう法ぼう道どうの問題ばかりだ。

　朝から試験に挑いどみ、そろそろ日が暮れ始める頃ころになって、やっと問題から解放された。

「さようなら、寝ね不ぶ足そくの日々。さようなら、書物の山！」

　涙なみだを流してばんざいしたい気分だ。学問は好きだが、あまりにも一気に知識を詰つめ込みすぎた。記き憶おく力だけはいいので、最後は時間が足りなくて書物を丸暗記したのだ。

　できたら今度はもっとゆっくり学問に取り組みたい。

「大きな声を出すな。恥はずかしい奴だな」

　右みぎ隣どなりにいた青丞に呆あきれた声を向けられた。慌てて口を閉じて、答案を博士に提出する。

　ようやく一息ついて背せ伸のびをすると、こきこきと背中と肩かたが鳴った。

「結果は……五日後か」

　博士達が部屋から出て行くと、左隣にいた鵬玄がぽつりと呟つぶやいた。青丞が頷く。

「ああ、騎射大会の後に、試験と騎射の成績を総合したものを帝みかどが発表される。帝に官かん吏りとして相応ふさわしいと認めて頂ければ仕官できるが、そうでなければ……」

　卒業できずに、大学寮に残る事になる。それを考えると、さすがに顔から血の気が引いた。

「……坊ぼうや。あんなに俺が教えてやったのにその顔はなんだ。試験の出来が悪かったのか？」

「うっ……。良いか悪いかと聞かれれば、良くもないけど、悪くもない……かな？」

「なんだ、その中ちゆう途と半はん端ぱな答えは。四神の跡取りが卒業できないなんて恥だぞ」

「わかってます。正直に言うと、わたしにしてはすごく頑がん張ばれたと思うけど、合格に届いているかどうかは微び妙みような所です。だから騎射大会でいい成績が収められれば……」

　だが、試験より自信がないのが騎射だ。

　努力のすえ、何とか馬を走らせながら、弓を持って矢を射れるようにはなったが、的に当たった事はいまだかつてない。

　しかしくよくよ考えていても仕方ない。気合いを入れる為ために深呼吸して立ち上がった。

「騎射の練習をしてきます！　先に馬場に行ってるよ、鵬玄」

　もう騎射大会までは五日しかない。だけど、前向きに考えればまだ五日ある。

　その間に自分にできる練習を精いっぱいやろう。

　そう心に決めて、わずかな時間も惜おしくて部屋を駆かけ出した。
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「……今日の白桜の警護は？」

　馬場へ行くという白桜の背中を見送ってから、青丞は小声で呟いた。

「朱咒が陰かげから見守ると言っていた。俺達は試験で忙いそがしいだろうし、騎うま射ゆみ大会も近いからそちらに専念してくれ、だそうだ」

　鵬玄が文机を片付け、立ち上がる。白桜が続けて危ない目にあって以来、自分と鵬玄と朱咒は交代で、密ひそかに彼の警護をしていた。

「鵬玄、あれから白桜の身に何か変わった事はないか？」

「ああ、静かなものだ。もしかしたら本当に偶ぐう然ぜんの事故だったのかもしれない。……だが、用心に越こした事はないだろう」

　鵬玄とは普ふ段だん滅めつ多たに話す機会がない。彼はどうやら誰だれかとなれ合う事を嫌きらっているようだ。

　しかし彼は白桜の事となると、重い口を開く。白桜を友と呼び気にかけているようだ。

　いつのまに白桜と鵬玄がそんなに親しくなったのかはわからない。

　白桜は不思議な男だ。最初はおどおどしていたが、今はその天てん真しん爛らん漫まんな笑え顔がおで、周りにいる者達にどんどん溶とけ込んでいく。

（なぜだか、あいつは放ほうっておけない……）

　そんな事を思う自分に苦笑した。鵬玄もきっと同じ気持ちなのだろうと思う。

「大学寮の生活も後わずかだ。気を抜ぬかないでいこう」

　目を合わせて互たがいに頷く。鵬玄が、白桜の後を追うように足早に部屋を出て行った。
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　華雲の手た綱づなを引いて馬場へとやってきた白桜は、辺りを見回した。

「誰もいないや。……そうか。みんなまだ授業中だ。でもおかげでゆっくり練習できるな」

　華雲を撫なでてから鞍くらとあぶみをつける。弓矢を手にして、大きく息を吸い込んだ。

「よし！　頑張るぞっ」

「元気がいいね」

　声をかけられて目をやると、ぼさぼさ頭の紀き伝でん道どうの博士蛍霧がにこやかに手を振っていた。

「またあなたですか、蛍霧博士」

「そんなに嫌いやそうな顔はしないでおくれ」

　相変わらず酔よったようなとろんとした口調の蛍霧に、ため息をついた。

「嫌ではないですよ。ただ、うんざりするだけです。だって会うたびに、試験に受かりたかったら賄わい賂ろをよこせとかそんな話ばっかり」

　時折一人でいる時を狙ねらったかのように彼は現れ、甘い言葉を囁ささやきかける。

　心がまったく揺ゆれないといえば噓うそになる。だけど、いつもはっきり断っていた。

「もう試験は終わりました。答案は大学寮りようの頭かみが直接帝にお渡わたしになるそうですから、もう賄賂を渡したってあなたにはどうしようもないでしょう。だから帰ってください」

「……そうでもないよ」

　蛍霧の声が低く小さくなった。思わず彼を凝ぎよう視しする。

「どういう意味ですか？」

「試験はうまくいったかい？」

　唐とう突とつに聞かれて、つい顔を曇くもらせた。

「その様子だと厳しいみたいだね。……実は君達の試験を添てん削さくするのが小生なんだ。間ま違ちがっている所に正解を書く、なんて事もできるかもね」

　ごくり、と喉のどがなった。そうしたら試験は満点にだってできるかもしれない。正直な話、騎射大会で上位に入るなんてとても無理だ。せめて試験はいい成績でいたい。

「君の気持ち一つだよ。小生も危ない橋を渡るから、それ相応の見返りは要求するけどね……どうかな？」

　長い前まえ髪がみの奥から、鋭するどい視線を向けられている気がした。一いつ瞬しゆん返答に困る。

（青丞や鵬玄と一いつ緒しよに卒業したい！　そして宮中に上がって、想月にもう一度会いたい！　その為にはまず卒業試験に通らなくては。でも……）

　わずかに震ふるえている手で、ぐっと拳こぶしを握にぎった。蛍霧をきつい視線で見み据すえる。

「前にも言いましたが、そんな卑ひ怯きような手を使ってまで、試験に受かろうとは思いません。本音を言えば、今まで勉強や騎射を教えてくれた青丞や鵬玄と一緒に卒業したい。だけどここで卑怯な手を使ったら、今まで面めん倒どうを見てくれた彼らを裏切る事になると思うんです」

　じっと見つめると、蛍霧が顎あごに手を当てて、小さく頷うなずいた。

「……なるほど」

「だから、あなたの申し出は受けられません。試験は完かん璧ぺきとまではいかないけど、ぎりぎりで合格はできると思います。後は、この騎射大会の結果ですから、頑張ります！」

　見上げると、華雲がまるで相づちを打つようにヒヒンと鳴いた。その様子が可愛かわいいらしい。

「華雲もずいぶんと懐なついてくれました。名前を呼ぶとちゃんとこちらを向くんです。華雲とは息もあってきたし、大会ではきっとうまくいくはずです」

　根こん拠きよのない自信だった。だけど口に出せば願いが叶かなう気がした。

　蛍霧が何度か頷いて、小さく拍はく手しゆした。

「いいね。その心がけ。でも君のそういう所が逆に心配だよ。うまく卒業して宮中に上がっても、いろんな人達がいる。君みたいにまっすぐなだけの人間は、きっとたくさん傷つくよ。それでも官かん吏りになりたい？」

　頷くのに迷いはなかった。どうしても宮中でやらなければならない事がある。

（想月を止めたい。彼はずっと一緒に暮らしてきた、家族と同じくらい大切な人。もう一度会って話をすれば、考え直してくれるかもしれない。その為にも、絶対に宮中へ行って彼の手がかりを探すんだ！　それに……）

「……わたしは特別賢かしこくも、武芸が得意でもない。身体からだだって小さいし力もない。だけど一緒に学んで一緒に成長してくれる四神の跡あと取とりという仲間がいる。彼らに対して恥ずかしい真似まねはできません。これからも一緒にいろんな事を学ぶ為にも彼らとともに官吏になりたい！」

　言い切ると、蛍霧がやや考え込むように俯うつむいた。

「いいだろう。では五日後の騎射大会頑張ってくれたまえ。小生もぜひ見物させてもらうよ」

「ええ、見学なら好きなだけどうぞ。……それから、賄賂を要求するなんて、もう止やめてくださいね。わたし以外の人にしているのを見かけたら、他ほかの博士はかせに言いつけますからね」

「おお、怖こわい、怖い。ではそれを肝きもに銘めいじて、小生は退散するよ」

　手を振ふって。蛍霧が去って行く。歩く姿もふらふらしていて危なっかしい。

「蛍霧博士とも、あともう少しでお別れだな。変な人だったけど、弓の練習方法も教えてくれたし、頑張れって言ってくれたし。もう会えなくなるのはちょっと寂さびしいな」

　呟つぶやいた声が風に乗って、彼の耳に届くといいのにと思った。
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　騎射大会を目前にした最後の帰省日は、凍こごえそうに寒い日だった。

「本当は騎射の訓練をしたいのに……」

　屋や敷しきに戻もどった白桜は、ぶつぶつ言いつつも裳も唐から衣ぎぬを身につけた。鏡の横に置いてあったかつらに手をやって、思わず顔をしかめる。かつらの髪かみはごわごわしていて、手て触ざわりが悪いのだ。

　本当の自分の髪は、もっとさらさらしていて指通りもなめらかだった。

　かつらをかぶって鏡を見ながら、ふと屋敷に来た頃ころの事を思い出す。

　長年伸のばしていた黒くろ髪かみは床ゆかにつくくらい長く、その艶つややかさは密かな自じ慢まんだった。

　男として生きると覚かく悟ごを決めた時も、亡なくなった母がよく櫛くしで梳すいてくれた髪を切るのだけは、自分ではできなかった。

「……あの時、髪を切ってくれたのは、想月だったな」

　その時の痛ましそうな彼の顔は、つい昨日の事のように覚えている。

　彼の事を思い出すと、悲しみと切なさが入り交じった複雑な心境になる。裏切られたのはあんなに辛つらかったのに、思い出すのは一緒に暮らしていた頃の彼の事ばかりだ。

　左側の御み簾すを上げて、部屋を仕切る几き帳ちようの隙すき間まから見える丸い月に目をやった。

　想月は、あの月の光のような穏おだやかな優やさしさを持っていた。




〝今は思いっきり泣くといいです。うんと泣いてすっきりするまでずっと一緒にいますから〟




　母が亡くなった十一歳の時、彼はそう言って包み込むように抱だきしめてくれた。

　父や姉の前では心配かけたくなくて我が慢まんしていたけれど、彼の前だと素す直なおに涙なみだが出た。

　そばにいるのが当たり前で、心から信しん頼らいして、誰だれよりも頼たよりにしていた。

「……でも、彼は裏切った。いつもそばにいてくれたのに、今はどこにいるかもわからない」

　呟くと、焦しよう燥そう感かんが身体を焦こがした。その炎ほのおに耐たえるように身体を両りよう腕うでで抱きしめる。

　想月は四神と帝みかどに恨うらみを持つ忌いみ神一族の一人だった。彼は白びやつ虎こ家に入り込む為ために、田舎いなかにある自分の実家に奉ほう公こう人として何年も仕え、その時機を待っていたのだ。

　裏切られて刃やいばを向けられた。殺されそうにもなった。

　だけど彼は刃を振り下ろさず〝里桜〟に戻って田舎の屋敷に帰れと言った。

「……でも、想月。あなたを置いては帰れない。あなたはわたしにとってかけがえのない人。あなたと父上と姉様の四人で、ずっと何年も暮らしてきた。とても幸せだった。あれが全部偽いつわりだったなんて信じない。あなたは絶対に心から笑っていた」

　行動的で近所の子供達と泥どろだらけになって遊ぶ事もあった自分を、呆あきれながらも目を細めて見ていた。それが噓だったなんて事があるはずない。

「……想月。あなたには何度も助けてもらった。今度はわたしがあなたを助ける番。わたしは必ず騎うま射ゆみを成功させて、大学寮を卒業する。そして宮中に行って、忌み神一族が企たくらんでいる〝嵐あらし〟の事を探さぐってみせる。それがもう一度あなたに会える、唯ゆい一いつの方法だから」

　決意を言葉に込めた。もう一度彼と話せればきっと説得できるはず。

　そんなにうまくいくとは限らないとわかってはいるが、想月がこれ以上罪をおかすのだけはどうしても止めたい。

　彼は自分にとって、何にも代えがたい大切な人なのだから────。







　白桜が御簾を上げて月を見ていると、誰だれかが廊ろう下かを歩いてくる気配がした。

「失礼、よろしいかな？」

　慌あわてて座って返事すると、青丞が顔を見せた。

「お元気か？　里桜姫ひめ」

「……はい」

　想月の事を考えていたから、すぐには頭が切り替かえられなくて、つい籠こもった声が出た。

　すると青丞が、わずかに視線を鋭くする。

「──今日はいつもと同じように見えて、どこか違ちがう気がする。気のせいだったら申し訳ないが、何か心配事でも？」

　途と端たんに心臓がびくっと跳はねた。

「いえ、そんな事は……」

「そうか？　声にいつもの元気の良さが少々足りないと思うが。それにここに来た時、そちらの御簾を上げて外を見ていただろう。女性が月を見上げるのは、何か物思いにふける時だと思うが？」

　青丞の勘かんの良さと観察力の高さには、驚おどろかされる。一いつ瞬しゆん黙だまったのもまずかったようだ。

「何か心配な事があるなら、俺でよければ相談にのろう。お役に立てると思うが」

（そんな事を言われても、想月の事を聞いても教えては……あ、そうか）

「……では、一つお聞きしたい事が。想月の捜そう索さくはいったいどうなっているのでしょう？」

　大だい内だい裏りは、忌み神一族であり、四神の像を盗ぬすもうとした想月を追っていた。

　しかしその情報はどうやっても〝白桜〟には教えてはもらえない。

　それは彼と親しくしていた自分を気き遣づかっての事らしい。……というのは建前で、長年一緒に暮らしていた想月に情がわき、彼を逃にがしたり隠かくしたりするのではないかと大内裏の官かん吏り達から疑われているらしいのだ。

　もちろん祖父はそんな事をしないと信じてくれているが、想月にはもう関かかわらないようにときつく言い渡わたされていた。そのせいで、祖父は想月の情報どころか、話さえしないのだ。

〝白桜〟の時は、青丞も想月の話はしないようにしているようだ。聞いても知らないの一点張りだ。だけど宮中に出入りしている彼なら、何か知っていて隠しているのかもしれない。

　それならば、〝里桜〟が聞けば答えてくれるかもしれない。

　身を乗り出すと、青丞がわずかに目を伏ふせた。

「……そうか。あなたは白桜の姉だ。あなたも想月と長年一いつ緒しよに暮らしていた訳だな」

「はい。想月が罪をおかしたのはわかっています。でも彼は本当は悪い人ではないんです。何か事情があってあんな事をしてしまったんです。わたしは、もう一度彼に会いたい……！」

　白桜の時だったら、こんな事は言えない。四神の跡取りである白桜は、忌み神一族である想月と、これ以上関わりを持つ訳にはいかないのだ。白桜が想月にそそのかされて、忌み神一族の企みに荷か担たんしている、なんて思われたら一族全体の存亡にも関わる。

　だけど里桜なら、長年一緒に暮らした奉公人の心配をしている、ですむだろう。

　女である里桜は、政治には何の関わりも持てないのだから。

「里桜姫、想月は忌み神一族だ。もう会う事はできない。忘れた方が身の為だ」

　青丞の声がいつもより低く感じた。やや俯き加減でいるから、表情もわかりにくい。

「いいえ、どうしても会いたいんです。だって彼は──わたしの大切な人なんです！」

　家族と同じくらい大切な人は想月しかいない。男装して大学寮りように入り、綱つな渡わたりのような生活をしているのだって、彼を説得する為にもう一度会いたいからだ。

「想月に会いたい。会って話がしたい。話せばきっと、考えを変えてくれる……！」

　根こん拠きよはないが、昔から知っている想月なら、自分の話にも耳を傾かたむけてくれるはずだ。

　拳こぶしを知らず知らずのうちに、強く握にぎっていた。爪つめが手のひらに食い込んで痛いぐらいだ。

　目の辺りが熱くなっている。あまりに強い思い入れがあるせいか、涙が出そうになった。

「……そんなに、想月が大事か？」

　更さらに低い声を発した青丞を御み簾す越ごしに見つめて、大きく頷うなずいた。

「はい。彼はわたしにとって、かけがえのない人です」

　噓うそ偽いつわりない気持ちを正直に話す。この気持ちをくみ取って、何か情報を分けて欲しい。

「────そうか。だが彼の事は諦あきらめるんだ。捕つかまり次し第だい、死罪なのだから」

　ひゅっと息を吞のんだ。身体からだを強こわばらせて目を見開いていると、青丞が静かに立ち上がる。

「……すまない。怖がらせてしまったな。だが、彼の事は諦めた方がいい。大内裏で彼の行方ゆくえを追っている。あれだけ大々的に捜そう査さしていたら、そう簡単には逃げられない。捕まるのは時間の問題だ」

　両手を畳たたみについて、身体を丸めてうずくまる。

　わかっていたはずの事だが、突つきつけられた現実に胸が押しつぶされそうだ。

「彼は罪をおかした。それは償つぐなわなければならない。あなたが説得して、万が一彼が改心したとしても、彼の罪は消えないのだから」

　言われている事はもっともな事ばかりだ。それでも、顔を上げた。

「……わかっています。でも、説得すればこれ以上彼が罪をおかすのだけは止められるかもしれません。その為なら、わたしは何でもします！」

　気き迫はくのこもった言葉に、青丞が目を見開いた。

　何か言おうとしたのか口を開きかけたが、拳を握りしめて背を向ける。

「俺は想月の事は何も知らない。用事があるので、これで失礼する。……悲しませるような事を言ってすまなかった」

　珍めずらしく後こう悔かいを滲にじませた呟つぶやきを残して、彼は部屋を出て行った。
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　騎射大会の当日は、寒さが身を切るほどだったが、雲一つない晴天だった。

　吐はく息が白いくらいなのに、馬場の方からは熱気のこもった大きな歓かん声せいが上がっている。

　白桜はそれを聞きながら、馬場から少し離はなれた廏うまやで馬に水をやっていた。

「今日は、わたしの人生を決める大一番だ。協力してくれよ、華雲！」

　話しかけていると、ふと桶おけの水面に映る自分の姿が目に入った。

　今日は騎射大会に出場するという事もあって、動きやすい直垂ひたたれ姿だ。

　頭の冠かんむりは纓えいを巻いて顎あごの下で固定し、馬の毛で作られた緌おいかけという飾かざりを左右につけていた。

「昨日の最後の練習では、初めて的に矢を当てられた。あれと同じ事をすればいいんだ。大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫、わたしはできる、できる。わたしはできる……」

　身体は緊きん張ちようで強ばり、冷や汗あせが止まらない。

　情けない身体に気合いを入れる為ためにも、何度も同じ言葉を繰くり返した。

　だけど、声はだんだんと小さくなる。押し寄せてくる不安に耐たえられず、しゃがみ込んだ。

「できる……かな？　だって三ヶ月練習して、的に当たったのたった一回だよ。昨日まぐれで当たったからって、今日も運良く当たるとは限らないじゃないか。やっぱり意地を張らずに蛍霧博士はかせに頼たのんで……いや！　それはだめだ。絶対にだめ」

　ずるをしてまで合格したくない。その気持ちは変わらないが、不安は募つのるばかりだ。

「どうしよう。わたしだけ卒業できなかったら……」

「その時はまた努力して、次の機会には必ず合格できるようにすればいい」

　突とつ然ぜん廏に響ひびいた声に、慌てて立ち上がる。

　入り口に、自分と同じ姿をした青丞が、腕うで組ぐみして立っていた。

　そちらに目をやったものの、すぐに彼から視線を外す。

　先日〝里桜〟の時に、想月の情報を聞き出そうとして、冷たい言葉を投げかけられた。

　それ以来〝白桜〟の時も、彼の顔を正面から見られなくなっていた。

（だめだ。白桜と里桜は違う人物なんだから、ちゃんと気持ちも分けないと）

「坊ぼうや、もうすぐ騎うま射ゆみ大会が始まるぞ。さっさと馬場に来い」

「は、はい」

　騎射大会と聞いて、我に返る。今は青丞の事よりも、目の前に迫せまった騎射を考えなければ。

　手早く馬の準備をしつつも、不安が胸を襲おそう。

（どうしよう。的に当たらなかったら。いや、その前に落馬するかもしれない）

　不安な時は、悪い方向に考えが行きがちだ。

　わかっているのに、いつもの前向きな思考に変えられない。

「……お前はよくやった」

　俯うつむいていると、珍しく青丞の優やさしげな声が聞こえてきた。

　驚いて振ふり向くと、青丞は口元をやや緩ゆるめて目を細めている。

「お前は最初、馬に乗る事すらできなかった。だが、今では馬を走らせられるようになった。昨日の練習を見ていたが、馬上から矢を射て的に当てただろう。普ふ通つうならそこまでいくのに一年はかかる。それをお前は三ヶ月間で成し遂とげた」

　声にいつにない温かみがあった。青丞がそっと近づいて、肩かたに手を置く。

「弓だって持った事がなかったんだろう。それなのにお前はよくやった。……だから今日は思いっきりその成果をみせればいい。結果はおのずとついてくる。緊張して本当の力が出せないのが、一番よくない。まずは落ち着け。そして自分の努力を信じろ」

　青丞は同情や慰なぐさめの言葉とは無む縁えんの人だ。

　だからきっと、本気で自分の努力を認めて励はげましてくれている。

「……ありがとう。青丞」

　最初は頼たよりない自分にきつく当たってばかりだったが、努力したらしただけ認めてくれる。

　彼がこれだけ言ってくれたという事は、きっとそれだけ自分が成長した証あかしだ。

　大学寮に入ってからの三ヶ月。

　秘密を抱かかえて暮らし、勉強に馬に弓にとやる事がありすぎて無我夢中で走り続けた。

　息切れもしたし、疲つかれて立ち止まりたくもなったけど、自分に負けたくない一心でどうにかここまできた。その頑がん張ばりをそばで見ていた青丞が、優しい言葉をかけてくれている。

　それは何よりの喜びだ。今までの苦労が全部報むくわれた気すらした。

「落ち着いて大会に臨のぞめ。その結果がどうだろうと、その先は終わってから考えればいいんだ。俺達はお前の努力を知っているから、よほどひどい成績じゃなければ、何とか口くち添ぞえもしてやれる。だからとりあえず馬を走らせて矢を射ろ」

　力強い言葉は、心に大きな安心感をもたらした。肩の力が抜ぬけていくのがわかる。

「いいか、余計な事は考えるな。騎射にだけ集中するんだ。お前には俺達がついている」

　青丞がここまで言ってくれた事に驚おどろきだ。嬉うれしくてたまらなかった。

　大きく深呼吸して心を落ち着かせ、青丞に向かって頷いた。
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　帝みかども上覧されるという騎射大会は、大学寮の頭かみの挨あい拶さつで、にぎにぎしく始まった。

　馬場が見下ろせる学舎の露ろ台だいに御み簾すがかけられ、そこから龍宝帝と宮中の主だった官かん吏りの方々が騎射大会をご覧になるらしい。

　白桜は馬場で学生達と並んでいた。露台の方を眺ながめていると、上総の姿を見付ける。

「おじいさまだ。手をふってみようかな。気付いてくれるかな？」

　顔を綻ほころばせると、隣となりにいた青丞に呆あきれた目を向けられた。

「子供じゃあるまいし、やめておけ」

「どうしてですか？　この間帰省した時、騎射大会で孫の晴れ姿が見られるって大喜びしてたんですよ。今まで家族には縁が薄うすかったから、こういうの初めてで嬉しいみたいで。……そうそう、青丞だって父上の龍宝帝がご覧になるんでしょう。いい所をみせないと」

　微笑ほほえみかけたが、青丞は目を伏ふせて顔を背そむけた。

「……誰だれが見ていようと、いつも通りにやるだけだ。俺は馬の様子を見てくる」

「えっ、ちょっと、青丞……！」

　彼は振り向かなかった。学生の波を押しのけて、さっさと馬場を出て行く。

「あれ、青丞はどこに行くんだい？」

　声をかけたのは、近くにいた朱咒だ。既すでに博士の彼は試験も騎射大会も免めん除じよされている。

　その代わり大会の進行の手伝いをしているらしく、さきほどから馬場を動き回っていた。

「それが……」

　今のやりとりを話した。どうやら青丞は怒おこっていたようだ。だけど、自分でも何が悪かったのかがわからない。朱咒が話を聞いて、わずかに困ったような顔をした。

「そうか。白桜はまだ都に来て日が浅いし、宮中にも上がった事がないから知らないんだね」

「どういう意味ですか？」

　朱咒がそっと学舎の方に顔を向けた。御簾の奥には、この国を統すべる帝が鎮ちん座ざしている。

「……少し、ややこしい話なんだよ。あまり口にするのもどうかとは思うけど、白桜は四神の跡あと取とりでもあるし、知っておいた方がいいね。……青せい龍りゆう家には以前からいろいろともめ事が多くてね。わかりやすく言うと、青丞はあまり自分の父に好ましい感情を持ってはいない」

　朱咒が辺りをはばかるように、耳元に口を寄せて囁ささやいた。

「えっ……!?　どうしてですか？」

「あまり深くは知らない方がいい。関かかわり合いにならない方がいいからね。だけどこれだけは覚えておいてくれ。青丞の前ではあまり龍宝帝の話はしない方がいい」

「息子むすこの前で父親の話をしない方がいいなんて、おかしくないですか？　家族でしょう？」

　朱咒がやや寂さみしげに微笑んだ。

「白桜はきっと優しい家族の中で、大切に育てられたんだろうね。君の様子を見ていると、それがすごく伝わってくる。だけど世の中にはいろんな家族の形がある。どんなに地位が高くて財産があっても、幸福だとは限らない」

　何となくわかる気がした。祖父の上総は左大臣であり、この国を守る四神の一族の一つ、白びやつ虎こ家の主あるじだ。だが自分が屋や敷しきに来るまでは、家族もなく使用人に囲まれて暮らしていた。

　最近になって本音を口にするようになった上総は、ぶっきらぼうではあるが、娘むすめが駆かけ落ちしてから寂さびしかったと、今は孫と一いつ緒しよに暮らせるのが、何より幸せなのだと言ってくれた。

（青丞は帝の子息で青龍家の跡取りで、氷の貴公子なんて呼ばれてて、完かん璧ぺきな人だと思う。だけど、本当はわたしなんかじゃ計り知れない、辛つらい思いをしてきたのかもしれない……）

　青丞には謎なぞが多い。約三ヶ月間同じ部屋で寝ね起おきをともにして、勉強を教えてもらった。

　彼の事をもっと知りたいと思うけれど、個人的な事はほとんど口にしてくれない。

　それが寂しくもあったが、誰にだって知られたくない事や秘密はある。

　わざわざそれに触ふれるのは、彼の心を土足で踏ふみ荒あらすような事だと思った。

「……わかりました。青丞にはもう帝のお話はしない事にします」

「ありがとう。青丞も君の事を気に入っているようだから、あまり家のごたごたを知られたくないだろうしね」

「気に入られている？　わたしが？　いつも厳しくされてばかりですけど」

　驚いて目を丸くした。あれだけいつも怒られているのに、朱咒は知らないのだろうか。

「いいかい、白桜。人は本当に嫌きらいな人には関わろうとしないものだ。叱しかったり厳しくしたりするのは、その人の為ためを思っているからだよ。特に青丞は人の好き嫌いが激しいから、嫌いなら口もきかないか、適当に愛あい想そ良くして当たり障さわりのない事しかいわない」

「あっ、確かにそうかも……」

　思い当たる事はある。青丞はあまり知らない人や関わると面めん倒どうそうな人には、さわやかな好青年という態度で接してさっさと話を切り上げるのだ。

「その青丞が、君にはいつも厳しく冷たくして、だけど自分の時間を割さいて勉強を教えたりする。本当なら大学寮りようで君の勉強を見る役は私がしたかったのに、彼が先に教え始めたから、その機会を失ってしまったんだ」

　朱咒が心底残念そうにため息をついた。

「気に入っていないなら、そこまで君にしないよ。だから私は彼を少し警けい戒かいしてるんだ。彼がうっかり君の可愛かわいさに気付いて、私の恋こい敵がたきになったらどうしようってね」

　ふざけた調子だが、笑っていいかどうかは迷う所だった。

「あ……はは。嫌いやだな、朱咒。もういい加減にしてください。わたしは男なんだから」

　でもやはり冗じよう談だんにして笑う方がいい。そう思ったのに、朱咒は不敵な笑みを浮うかべた。

「恋れん愛あいに男も女も関係ないさ」

　言い切って、彼が一歩近寄る。途と端たんに、言いようのない危機感が背筋を走った。

「あっ、もうすぐ騎うま射ゆみの出番なので、馬を引いてきます！」

　慌あわてて背を向ける。朱咒が背後でくすりと笑う気配がした。

「じゃあ、口説くのは今度にしてあげる。まずは騎射大会を頑張ってくれ。ぜひ君とは一緒に宮中に行きたいからね」

　返事もそこそこに、廏うまやへと全速力で駆け出した。
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　白桜は、朱咒から逃のがれるように廏へと向かっていた。騎射大会には、学生達から選ばれた十人と、四神の跡取りから朱咒を除いた三人が出場する。自分の出番は最後から二番目だ。

　既に騎射大会が始まっているらしく、的を当てた時に鳴らす太たい鼓この音が青空に響ひびいている。

　もうほとんどの出場者達は準備をすませて馬場にいるのか、廏の周りは閑かん散さんとしていた。

「遅おそくなったな。急いで準備しないと……あれっ」

　廏が見えてきて、足を止めた。建物の前で立っている男に見覚えがあった。

「蛍霧博士はかせ」

　辺りをきょろきょろ見回していた蛍霧に呼びかける。すると彼が目に見えてびくりとした。

「や、やあ、待っていたんだ。君の馬がまだここにいたから、待っていれば来ると思ってね」

　足早に近づいてくる蛍霧に、どこか違い和わ感かんを覚えて首を傾かしげた。

（何だかそわそわしてる気がする。どうしたんだろう。いつも吞のん気きというか、ふわふわしてるというか、物事に動じなそうな態度なのに。ずいぶん周りを気にしているみたいだ）

　蛍霧は辺りにさりげなく視線を送りながら、そっと声を潜ひそめた。

「君に話があるんだ」

「いつもの賄わい賂ろ話ならお断りですよ。悩なやまなかったと言えば噓うそになりますけど、ちゃんと自分の力で頑がん張ばろうって思ってるんですから」

「ああ、わかっているよ」

　蛍霧が口元を緩ゆるめ、ようやくこちらに視線を定める。

「そうじゃなくて頑張ってと、どうしても直接伝えたかったんだ。……あ、じゃあこれで！」

　蛍霧が何かに気付いたように左手の木こ陰かげに目を向けて、廏の裏の方へと駆けていった。

「頑張ってって、それだけ言いにわざわざきたのかな？　それになぜあんなに慌てて……」

　首を傾げていると、蛍霧が走っていった方とは反対側から、草を踏む足音がした。

「おい……あっ、失礼」

　目を向けると、ずいぶんと立派な身なりの青年だった。

　細身の長い太刀たちを腰こしに差しているから、どうやら武官のようだ。年は二十代前半だろうか。見上げるほど背せ丈たけがある青年は、すっきりした短たん髪ぱつで切れ長の目が凜り々りしかった。

「白虎家の方ですね。驚おどろかせて申し訳ない」

　彼の目が自分の髪かみを見つめていた。白銀の髪に紅くれないの瞳ひとみは、白虎家の一族の特とく徴ちようだ。

「少々伺うかがいたいのですが、この辺りで不ふ審しんな男を見かけませんでしたか？」

「不審な男？　ここは大学寮ですよ」

「ええ、ですから大学寮では見かけた事がないような、不審な男です」

（見かけた事がない人なんて誰だれもいなかったよね。今会ったの、蛍霧博士だけだったし）

「いいえ。そんな人は見かけませんでした」

「そうですか。ありがとうございました。では」

「あの……何かあったんですか？」

　声をかけたのは、単純な好こう奇き心しんだった。

　駆け出そうとした青年が足を止め、こちらに目をやる。それは驚くほど真しん剣けんなものだった。

「……ここだけの話ですが、とても危険な人物が大学寮に忍しのび込んでいるようです。忠告ですが、ここで見かけた事がないような人物には、決して近寄らないでください」

　低い声には逆らえないような迫はく力りよくがあった。慌てて頷うなずくと、青年は無表情のまま走り去る。

「な、何だったんだろう、あの人。今は大学寮に高貴な方々がたくさんいらっしゃってるから、その護衛の方かな。でもとても危険な人物なんて、怖こわいな……」

　もしや誰かを狙ねらって悪人が入り込んだのだろうか、そう考えると背筋が震ふるえた。

　そこへ馬場の方から一ひと際きわ大きな歓かん声せいが起こって、我に返る。

「いけない！　急がなくては」

　青年の言っていた事は気になったが、今自分にとって一番大事なのは騎射大会で全力を出し切る事だ。廏に駆け込むと、残っていた馬は華雲だけだった。

「さあ、華雲。いよいよ始まるよ。頑張ろう！」

「ヒヒーン！」

　いつもは大人しい華雲も、今日は雰ふん囲い気きに吞のまれて興奮しているのか、大きくいなないた。
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「鵬玄が今の所、五つの的を全部命中させて一位なんだ。やっぱりすごいな！」

　白桜が華雲を引いて戻もどってくると、馬場は大きな盛り上がりを見せていた。

「すぐに順番が回ってきます。白桜殿どの、急いで準備を」

「えっ、もうですか？」

　大会を取り仕切っている学生に声をかけられて、慌てて辺りを見回した。

　出場の前に青丞や鵬玄、そして朱咒にもう一度挨あい拶さつがしたかった。

　そうすればきっと、もっと落ち着いた気持ちで騎射に臨のぞめる。

　しかし人が多くて、彼らがどこにいるのかわからない。

「早くして！」

（……しょうがないか。きっとどこかで見ていてくれるはずだ。今まで面倒を見てくれたみんなの為にも一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばろう！）

　心を決めて、急せかす学生の後を華雲を引いてついていった。







　たくさんの学生が集まった馬場は、異様な熱気に包まれていた。

　白桜は弓の弦つるを何度も確かめる。そして矢も確かく認にんして、深呼吸した。

（弓も矢も大だい丈じよう夫ぶ。さあ、今までの努力を見せる場だ。精いっぱい頑張ろう！）

「白びやつ虎こ家、白桜！」

「はい！　参りますっ」

　すっかり慣れた動作で馬に乗り、姿勢を正す。

　馬場に集まった数え切れない人々の視線が、痛いほど自分に注がれている。こんなにたくさんの人々に注目されたのは初めてで、背中に流れる汗あせが止まらない。手た綱づなを握にぎる手も震えた。

「おい！　怯ひるむな」

　そこへ低い声が響いた。今のは青丞の声だ。慌てて辺りを見回すと、そう離はなれていない場所で、鵬玄と青丞が並んでこちらを見つめていた。二人は同時に大きく頷く。

「今までやってきた事を思いだせ！」

　鵬玄が大声を出すなんて珍めずらしい。彼にはたくさんの事を教えてもらった。馬にも乗れなかったのに、たった三ヶ月で騎射大会に出場できるようになったのは、彼のおかげだ。

「落ち着いていけ。慌てるなよ」

　青丞の声は凜りんとしていて、聞いているだけで心が静まった。二人にはとても感謝している。

　彼らがいなければ、学問も騎射も上達しなかった。二人に向かって、右の拳こぶしを振ふり上げる。

「ありがとう！　頑張りますっ」

（さあ、とうとう本番だ！　行くぞっ）

　青丞と鵬玄の力強い眼まな差ざしに背中を押されて、手綱を握って馬を進ませた。
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　青丞は白桜が馬場に出るのを見届けて、腕うで組ぐみをした。

「緊きん張ちようしてるな」

　合図の太鼓が鳴ったら馬を走らせる。白桜はその合図をいまかいまかと待ち構えていた。

　その顔は強こわばっていて、頰ほおが紅潮している。鵬玄が頷いた。

「的に的中させる確率はかなり低いが、まったくない訳でもない。期待する価値はあるぞ」

　白桜の努力は、近くにいた自分達が一番よく知っている。その努力が無む駄だになってしまうのは、自分の事のように悔くやしく感じた。何とか騎うま射ゆみを成功させて欲しい。




　ドンッ！




　運命の太鼓が大きく鳴り響いた。

「走り出したぞ」

　緊きん迫ぱくした鵬玄の声だ。馬場では白桜の乗る馬が、土つち埃ぼこりを上げて駆かけていく。まっすぐにのびた道の左手に並べられた五つの的を、走りながら矢で狙わなければならない。

　小こ柄がらでなよなよした所のある白桜だが、馬を駆る姿はなかなか凜々しかった。

　順調そうに見えたが、鵬玄がふと眉まゆ根ねを寄せる。

「……おかしい。馬が速すぎだ。あんなに走らせたら、手綱を放せなくなるぞ」

　珍しく焦あせったような声に、驚いて馬場にいる白桜と馬に目を凝こらす。

「ああ、それに馬の走り方が乱暴だな。飛んだり跳はねたりしながら走っている。あれではまるで、暴れ馬だ。坊ぼうやがわざとやっているのか？」

「うわぁぁぁぁ！」

　馬場に轟とどろいた白桜の悲鳴に、大きく目を見開いた。辺りにいる学生達も一いつ斉せいにざわつく。

　白桜が片手で握っていた弓を落とした。そして両手で手綱を握りしめて身を低くしている。

　馬は的の前をすごい勢いで通り過ぎていった。

「まずい！　馬を御ぎよせてない。あの速さで走り続けたら、振り落とされるぞっ」

　青丞はすぐさま自分の馬に飛び乗った。鵬玄も近くにいた馬のあぶみに足をかける。

「白桜の馬を止めるぞ。あのままでは命の保証はない。急げ！」

　騒そう然ぜんとする馬場を、青丞は白桜の後を追って駆け抜ぬけた。
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「止まりなさいっ。華雲、どうしてそんなに暴れるんだ！　落ち着いて言う事を聞いて！」

　荒あら々あらしく走る華雲の背中から振り落とされないように、白桜は鞍くらにしがみついていた。

　どうしてこんな事になったのか、まったくわからない。

　緊張しないよう、普ふ段だん通りと心がけて、普段通りに手綱を操あやつった。それなのに、華雲はいつもの動きをしてくれなかった。いきなり猛もう突とつ進しんして、馬場を駆け抜けたのだ。

　鞍を握りしめて身を低くしつつ、どうにか正面に目を向ける。

「落ちたらまずい、でもこのまま走り続けてもまずいんだって！」

　馬場を駆け抜け、学舎を通り過ぎた先にあるのは、先日船ふな楽がくを見物した川だ。

　しかもこの先は行き止まりになっていて、自分の身長ほどの崖がけの下にその川が流れている。大した高さの崖ではないが、この速さで突つっ込んだらただではすまない。

　しかし馬から飛び下りるのもかなりの危険を伴ともなう。打ち所が悪ければ、命に関かかわるだろう。

「止まって！　華雲。このままじゃわたしもお前もただじゃすまない！」

　必死で叫さけんだ。いつもは大人しい馬で、暴走した事なんて一度もなかった。

　だが今日は、右へ左へと蛇だ行こうしながら走っていく。このまま行けば崖から川へ落ちる。興奮して鼻息の荒あらい華雲が、川の手前で冷静になって止まってくれるなんて期待するだけ無駄だ。

「まずい……！　もうすぐ崖だっ」

「坊や！」

　そこへ、今一番聞きたかった声がした。馬にしがみつきつつ、どうにか顔だけを背後に向けると、青丞と鵬玄が馬に乗って駆けてくる所だった。

「青丞！　鵬玄っ」

　冷静さを保つようにはしていたが、本当は怖こわくて身体からだが震ふるえていた。

　目には涙なみだがたまり、鞍を握っている手は汗びっしょりだ。

「しっかり摑つかまってろ、振り落とされるなっ」

　頷うなずくと、青丞が鵬玄に目で合図を送った。すると二人は示し合わせたように、華雲の右と左へ分かれて馬を進める。右側に並んだ青丞が、手を差し出した。

「摑つかまれ！　引っぱってやるから、こちらに乗り移るんだ」

「だ、だめだっ。そんな事をしてもし失敗したら、青丞まで巻き添ぞえになる……！」

「いいから摑まれ」

「できないよ！　あなたに怪け我がをさせたりしたら……！」

　必死で首を振ると、青丞が眉まゆをつり上げて声を荒らげた。

「俺が信用できないのか！　白桜」

　名前で呼ばれるなんて滅めつ多たにない。その真しん剣けんな表情と声の荒々しさに、息を吞のんだ。

「白桜、俺は怪我なんてしない。そんな間ま抜ぬけじゃないと知ってるだろう！──必ずお前を助ける。それに鵬玄もいる。奴やつが頼たよりになるのはお前もよく知っているはずだ。俺達二人でお前を絶対に救う。だから鞍を放して、俺の手を摑め！」

　力強い言葉だった。こんな状じよう況きようなのに、凜り々りしい彼の表情を見つめていると、不思議と落ち着いてきた気がした。

（青丞は噓うそはつかない。救うと言ったからには絶対に助けてくれる。それは鵬玄だって同じだ。彼らはわたしの友なのだから！）

「うわぁぁぁぁぁぁ！」

　全身に気合いを入れる為ために叫び声を上げた。

　鞍を放すのは、人生で最大の勇気を伴った。

　放した手を、青丞が差し出している手の方へと素す早ばやく持って行く。

「青丞！　お願いしますっ」

　心の中にあるのは青丞への信しん頼らいだけだ。彼は絶対に自分を助けてくれる。

　恐きよう怖ふ心しんは邪じや魔まになるだけだ。だから必死で抑おさえつけた。

「よしっ」

　青丞が言葉と同時に、右手をがっちりと摑んでくれた。

「足で鞍を蹴けれ！」

　言われた通り、鞍を蹴った。それと同時に青丞が、摑んでいる腕うでを力強く引いてくれる。

　身体が馬を離れて、一いつ瞬しゆん宙を舞まった。

「うぎゃぁぁぁぁ！」

　何がどうなったのかわからない。

　だけど叫び終わる頃ころには、青丞の前で馬に横座りになっていた。ぐらりと身体が揺ゆれて落ちそうになり、慌あわてて彼にしがみつく。青丞の体温を身近に感じ、ほんの少しだけ息をついた。

（あ、温かい。よかった。わたし助かったんだ……）

　彼の体温も、すぐ近くで聞こえる息づかいも、何もかもが安心できた。

　しがみついている広い胸は頼りがいがあって、わずかに漂ただよう甘い香こうが鼻び孔こうをくすぐる。

「鵬玄、白桜の馬を頼たのむ！」

　青丞が馬を止めた。ようやく辺りを見回す余よ裕ゆうができたので、前方に目を向ける。

　馬に乗ったままの鵬玄が華雲に追いついて、走りながら手た綱づなを摑んだ。

　そしてうまく手綱を引いて華雲を御し、足を止めさせる。

「すごいな、鵬玄って。あんなに興奮してた華雲が落ち着き始めてる」

「ああ、そうだな。……それより、そろそろ下りたらどうだ？」

　頭の上から降ってきた呟つぶやきは、どうやら自分に向けられているようだ。

　青丞の胴どうにしがみついたままだと気付き、顔が真っ赤になった。

　慌てて手を放して、すぐに地面に下りる。同じく馬から下りた青丞がこちらに向き直った。

「怪我はないか？」

「はい、何とか……。ありがとうございましたっ」

　頭を下げると、青丞が眉根を寄せて腕組みした。

「いったい、何があったんだ？」
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「わ、わかりません。いつも通り華雲を走らせ始めたら、急に暴走して……」

　二人で話をしていると、鵬玄が自分の馬と華雲の手綱を引いて、足早にやってくる。

「白桜、華雲に何を飲ませた？」

「え？　廏うまやにあった水を飲んだとは思いますけど、それ以外は何も……あれ？」

　鵬玄が引いている二頭の馬を交こう互ごに見つめて、ふとおかしな事に気付いた。

「華雲。どうして目が血走ってるんだ？　興奮したせい？」

　鵬玄の馬は大人しいが、華雲は何度も足あし踏ぶみを繰くり返して鼻息もかなり荒い。

「ちょっと近くまで来てみろ」

　鵬玄に促うながされて、華雲に顔を近づけてみる。すると、ぷんっとある臭においがした。

「お酒臭くさい!?」

　馬の口元からお酒の臭い。そんなあるはずのない事に目を見張る。

　青丞が驚おどろいたように華雲に近寄り、わずかに顔をしかめた。

「確かに酒臭いな。お前は今まで気付かなかったのか？」

「はい、出場の順番が回ってきて急いでいたし、それに馬場にも廏の近くにも祝い酒の香かおりが漂っていたから……」

　騎うま射ゆみに出場しない学生達には、帝みかどからの祝いだとかなりの量の酒がふるまわれていた。

　そのせいで馬場が酒臭いと思っていたのだ。まさか酒を飲んだ華雲からも臭っているのだとは思わなかった。青丞が興奮する華雲をなだめようと、首筋を撫なでた。

「間ま違ちがって祝い酒を飲んだのか？」

「いいえ。廏を出てからは、わたしがずっとつきっきりでした。華雲が何か口にしたのなら、気付いたはずです。でもおかしいな。廏の中にはさすがに祝い酒はないはずだし。どこでお酒なんて飲んだんだろ」

（何だか嫌いやな感じだな。そういえば、前にも矢が飛んできたりとか、川に落ちたりとかしたし。あれも一歩間ま違ちがえば命に関わる事故だった。……あれ、よく考えてみたら、そんなに何回も事故が続くっておかしくない？　あれって本当に事故だったのかな？）

　ふいにそんな疑問が頭をもたげた。

「……これで危ない目にあうのは、三度目だろう？」

　考え込んでいると、青丞の深刻な声がした。

「え、ええ。そうですけど……」

「偶ぐう然ぜんも三度続くと必然の可能性が高くなる。状況からすると、やはりお前は狙ねらわれている可能性が高い」

「ね、狙われている？　まさか。わたしを狙っていったいどんな得があるというんですか？」

　青丞がちらりと鵬玄に目をやった。

　彼らは何か自分の知らない事を知っている。そう、直感した。青丞がこちらに目を戻もどす。

「理由ならあるさ。たとえば、お前の祖父は左大臣だ。上総殿どのはいい意味で一本筋が通っていて、悪い意味では頑がん固こだ。恨うらみを買う事も少なくない。お前に何かあれば、白びやつ虎こ家は跡あと取とりがいなくなって一族は都から追放だ。上総殿の失しつ脚きやくを狙う者が、お前を襲おそったのかもしれない」

　一瞬で背筋が寒くなる。知らず知らずのうちに、両手で身体を抱だきしめる仕草をしていた。

「それだけではない。四神の跡取りが宮中に上がれば、最初から高い官位を授さずけられる。大学寮りようでも、特別待たい遇ぐうの俺達は他ほかの学生達から良く思われていない。宮中に上がっても同じように思う奴はいる。学生のうちに潰つぶしてしまえと思う無む茶ちやな奴もいるかもしれない」

　それは考えられない事ではなかった。頭に、嫌がらせをしてきた学生達の顔が浮うかぶ。

　青丞が、苛いら立だちを含ふくんだ声こわ色いろで話を続けた。

「お前も俺達も、跡取りになった以上、誰だれに狙われるかわからない。今回も腹に一物ある連中に金で雇やとわれた奴が、仕し掛かけをしたのかもしれない。……心当たりはないか？」

　首を振ふって否定したけれど、心の中ではある疑念が生まれていた。

（廏に行った時、蛍霧博士はかせがいた。きょろきょろしててすごく様子が変だった。彼はわたしに賄わい賂ろを要求するぐらいだから、お金に困っているのかも。だったら、誰かにお金で雇われて、あの時華雲にお酒を飲ませたりも……）

　想像でしかないから、口にはできなかった。それに蛍霧はこの大学寮の博士だ。

　まさか金で雇われて、暗殺を引き受けるなんて事があってはならない。

「……とにかく、馬場へ戻ろう。騎射大会はもう終わっているかもしれないが」

　考え込んでいたが、青丞の声で我に返った。

「そういえば青丞は、わたしの次の順番でしたね？」

　青丞は返事をしなかった。慌てて彼の前に回り込む。

「確か、順番になっても用意ができてなかったら、棄き権けんとみなされるんじゃ……」

　鵬玄は既すでに騎射を終えているが、青丞はまだだ。

　つまり、彼は馬を暴走させた自分同様、失格になる。

「すみません、わたしのせいだ。わたしを助けにきたせいで、あなたが失格に……。すぐに戻って事情を話して、もう一度挑ちよう戦せんできるようお願いしてみます」

「誰に頼むつもりだ。今回の騎射大会は、帝が上覧されている。帝の御ご前ぜんで失格になるような行こう為いをしたなら、たとえ大学寮の頭かみでも庇かばえない。俺達の失格はもう決まりだ」

「そんな……！　では恐おそれ多いですが、帝の御前で直接お願いして……」

「無む駄だだ」

　青丞に即そく座ざに返され、言葉を失った。

「帝はとても厳しい方だ。どんな事情があろうと決まった手順を守れなかったなら、失格だと仰おつしやるだろう。あの方には情など通用しない」

「で、でも、青丞は帝のご子息なのだし……」

　口にした途と端たん、青丞に睨にらまれた。苛立ちを含んだ視線は、震ふるえ上がるほど恐ろしかった。

「厳しい方だと言っただろう。俺が息子むすこだろうと庶しよ民みんの子だろうと同じだ。あの方はそういう意味での特別扱あつかいはなさらない」

「そんなっ、わたしのせいで青丞まで失格だなんて。いくら試験で満点をとっていたとしても、騎射大会が失格だったら卒業は厳しいのに」

　青丞が改めて向き直った。冷たい顔つきに、怒ど鳴なられるのを覚かく悟ごした。

（わたしのせいだ。なじられたって、文句は言えない）

「……お前のせいじゃない」

　だが、声は優やさしかった。見上げると、青丞がわずかに微笑ほほえんでいる。

「お前を助けにいったのは俺の意思だ。俺が自分で、卒業よりお前を助ける事を選んだ。だからそれについての後こう悔かいはないし、お前が気に病やむ必要もない。……どうせお前も馬を暴走させたから卒業できないんだ。しばらくまた一いつ緒しよに勉強するぞ」

　こつんっと人差し指で額をはじかれた。彼の言葉も態度も、涙なみだが出るほど優しかった。

「すみません……青丞」

　どういう訳か彼の前だと、泣きそうになるのを堪こらえられなくなる時がある。

「……お前達がそのつもりなら、俺も卒業は辞退しよう」

　そこへ鵬玄がぼそりと呟いた。驚いて腕うで組ぐみしている彼の方に顔を向ける。

「卑ひ怯きような手を使って白桜を傷つけようとした者がいる。俺は白桜の友として絶対にそいつを見付けてみせる。その為ためには、白桜のそばにいなければ。これは青丞と同じく俺の意思だ。……それに白桜がいなければ、魑ち魅み魍もう魎りようのような貴族達がいる宮中へ行く気にはなれない」

　ぶっきらぼうな、だけど温かさに満ちた言葉だった。

　都にきて、ずっと秘密を抱かかえて過ごしてきた。

　彼らにもたくさん噓うそをついているのに、こんなによくしてくれる。

「ありがとう。あなた達の気持ちは一生忘れない。……あなた達は大切な仲間で、一番信しん頼らいできる友だ。もし困っている時には、一番に駆かけつけて手助けをする。誓ちかうよ……！」

　非力な自分に何ができるかはわからない。だが心の底からこみ上げてきた言葉だ。

　涙で潤うるんだ瞳ひとみで、それでも凜り々りしい顔つきをして見上げると、彼らは微笑みを湛たたえていた。

　青丞がぽんっと頭に手を置き、鵬玄は背中を支えるように手を添そえてくれた。

「坊ぼうやに助けられるような状じよう況きように陥おちいるほど間ま抜ぬけじゃないが、気持ちは受け取っておこう」

　青丞が苦く笑しようすると、鵬玄が首を振った。

「いや、白桜は聞き上手だ。彼に話を聞いてもらうとすっきりできるし、新たな見解を示してくれる。……白桜。恩を感じてくれているなら、また〝秘密〟の話を聞いてくれ」

「はい！」

　ずっと堪えていた涙が、一筋頰ほおを伝った。
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　事情を説明しに馬場へと向かった鵬玄と別れ、白桜は青丞と廏へ来ていた。

　柵さくの中に移動させた華雲は、ようやく酒が抜ぬけたのか、落ち着いた目をしていた。

　華雲の鼻はな面づらに顔を寄せて、たてがみを撫でる。

「ちょっと失敗したけど、華雲のせいじゃないんだ。今まで一緒に頑がん張ばってくれてありがとう。もうしばらく大学寮にいる事になりそうだから、また乗せてくれ」

　ヒヒンと返事するように鳴いた華雲に別れを告げて、廏うまやを後にした。

　外で待っていた青丞に片手を上げようとして、顔をしかめる。

「いたっ」

「どうした？」

「肩かたと左ひだり腕うでが痛んで……。多分どこかで打ったんだと思う」

　顔をしかめたままでいると、青丞が辺りを見回した。

「ここは人が多いから多少は安全だな。ここから絶対に動くな。朱咒を呼んでくるから」

「えっ、あ、いや」

　止めようとしたのに、青丞は走っていってしまった。

「朱咒に診しん察さつしてもらうつもりだよね。まずいな。朱咒は勘かんが鋭するどいから秘密に気付かれてしまうかもしれない。……しょうがない。動くなって言われたけど、少し移動しよう。人の多い所なら大だい丈じよう夫ぶなはず」

　狙われているかもしれないから恐きよう怖ふはあるが、女だとばれるのだけは絶対に避さけたい。

　意を決して、祝い酒を楽しむ学生達の横をすり抜けて学舎の方へ足を向ける。

　すると、ちょうど正面から碧嵐が駆けてきた。

「白桜！　さっき、馬が暴走しただろう。心配していたんだよ。大丈夫だったかい？」

　顔をのぞき込んできた碧嵐に、ゆっくりと頷うなずいた。

「はい。青丞達に助けてもらいました」

「そうか、よかった。無事で何よりだ」

　ほっとした表情を浮かべた碧嵐を見て、そういえば、とある事を思い出した。

「……碧嵐は確か、紀き伝でん道どうの学生でしたね」

　気になっていた事を聞くいい機会だった。碧嵐がやや首を傾かしげながらも頷く。

「紀伝道の博士で、蛍霧という人について聞きたいのですが」

　さきほど廏にいた彼は、様子がおかしかったし、何かを隠かくしているような感じがした。

　もしかしたら彼が華雲に酒を飲ませたのかも……。そんな疑いを持っていたが、大学寮の博士を怪あやしいと言うからには、何かしらの証しよう拠こが必要だ。まずは情報収集がしたかった。

「蛍霧……誰だれだい、それは」

「え？　冗じよう談だん言わないでください。蛍霧博士はかせです。髪かみがぼさぼさで、前まえ髪がみが長すぎて目が隠れていて、年ねん齢れいは……多分三十代後半くらい。あ、背は高くて……」

　特とく徴ちようを並べたが、碧嵐は首を傾げるばかりだった。

「いや、そんな名前の博士はいないよ。それに大学寮の博士達は、全員が学問を極きわめた方達で、それなりの年齢でいらっしゃる。朱咒博士の次に若いのは五十代ぐらいの算さん道どうの博士だ。三十代の博士なんて、紀伝道どころか大学寮りようにもいない」

「そ、そんな、じゃあ、蛍霧博士はいったい……」

　疑念が心の中で渦うずを巻いた。

（蛍霧博士がもし大学寮の人じゃないとしたら、いったい彼は誰だれなんだ？　何の為にわたしに近づいたんだろう？）

　その疑問の答えは、何となく見当がついていた。

　さきほど廏で蛍霧に会った時、辺りをきょろきょろして警けい戒かいしているように見えた。彼が姿を消した後すぐ武官がやってきて、とても危険な人物が大学寮に入り込んだと言っていた。

（もしあれが蛍霧博士の事を言っていたとしたら……？　蛍霧博士はとんでもない悪党で、お金で雇やとわれてわたしを暗殺しようと、大学寮に入り込んで様子を窺うかがっていたとしたら……？）

　その考えを肯こう定ていはできないけれど、否定もできない。彼が身分を偽いつわっているのは確かだ。

（あの時、廏には誰でも入れた。そして誰でも華雲にお酒を飲ませる事はできた。あの場にいて、様子がおかしくて、そしてわたしに噓をついた蛍霧博士はとても怪しい）

　人を疑うのは苦手だけど、すべての事が蛍霧が犯人だといっているような気がしてならなかった。考え込んでいると、碧嵐が心配そうに顔をのぞき込む。

「どうしたんだい。黙だまり込んで。もしかしてさっき怪け我がでもした？　具合が悪いなら……」

　おろおろと聞いてくる碧嵐に、慌あわてて首を振ふった。

「違ちがうんです。考え事をしてただけで。あ、怪我はないです。少し腕うでと肩を打っただけで」

　またそこが痛んだので、顔をしかめた。袖そでをめくってみると、かなり赤く腫はれている。

「ひどいね。痛むだろう。あ、そうだ」

　碧嵐が懐ふところから、折りたたんだ紙を取り出した。

「これは痛みを止める薬なんだ。実は恥はずかしい話だけど、先日階段で転んでしまってね。医者に出してもらったんだよ。とてもよく効くから飲むといい」

　親切にも、腰こしに下げていた竹たけ筒づつも渡わたしてくれる。

　水が入っているらしく、振るとちゃぽんと音がした。

「でも、申し訳ないです。それに薬は苦手で」

　受け取ったものの、飲むのは気が進まなかった。苦い薬は嫌きらいだ。それにいくら碧嵐を信用していても、医者でもない人からもらった薬を口にするのは抵てい抗こうがある。

「でも痛いままだと今夜、熱が出るかもしれないよ。その薬は熱を下げる効果もあるから」

（熱か……。そうなったらまずいかも。朱咒とか知らない医者を呼ばれたりして診察されたら、秘密がばれるかもしれない。それに腕も肩もだんだん痛みがひどくなってきてる。これ以上悪化させる訳にもいかないし……仕方ないか）

　いつもなら絶対に飲まないが、秘密を守らなければという思いに突つき動かされて、意を決して薬の紙を開いた。臭においが苦手なので、鼻をつまむ。

　薬を口に入れると、案の定苦くてたまらない。それを消す為ためにも、素す早ばやく水で流し込んだ。

　後味の悪さに顔をしかめると、碧嵐が微笑ほほえんだ。

「……あ、そうだ。騎うま射ゆみ大会の結果発表の場所が変へん更こうになったのは知ってるかい？　帝みかどが少々ご気分を悪くされたみたいで、寄宿舎でお休みになっているそうだ。それで発表もそちらで行うから、出場者は寄宿舎に来るようにとさっき話があって」

「そうなんですか。知りませんでした。華雲を廏に戻もどしたりして、ばたばたしていたから」

「帝がおられるのは紀伝道の寄宿舎なんだ。あそこにはお客様用の広間があるからね。紀伝道の寄宿舎には行った事がないだろう？　案内してあげる」

「ありがとうございます」

　正直、気は重い。馬を暴走させたせいで卒業は完全に無理だろう。

　きっと帝からその事実を告げられるはずだ。だが落ち込んでばかりもいられない。

　事実を受け止める為、白桜は覚かく悟ごを決めて一歩踏ふみ出した。
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「坊や！　まったく、どこにいったんだ」

　青丞が朱咒を連れて廏の近くに戻ってきた時には、もう既すでに白桜の姿がなかった。

「しょうがない子だね。少しもじっとしていられないんだから。でも危ないな。まだ白桜を狙ねらった犯人だってわかってないのに」

　朱咒もさすがに顔色を変えている。

「手分けして捜さがそう」

　朱咒と別れて、さきほどまで白桜がいた廏へ足を向けた。

　ちょうど建物が見えてきた辺りで、酒を飲んでいる学生達を見付ける。

「白びやつ虎こ家の白桜を見なかったか？　白銀の髪に紅くれないの瞳ひとみ、背が低くて女のような奴やつだ」

　学生達は酔よっているのか、赤い顔で身体からだをゆらゆらさせ、返事もできないようだ。

「しゃきっとしろ！」

　いらいらした声を放った自分に驚おどろきだ。こんなに感情を顕あらわにするなんて久しぶりだった。

「す、すみません。えっと、紀伝道の得とく業ごう生しようの碧嵐様と一いつ緒しよに、あっちへ……」

　学生が指したのは、紀伝道の寄宿舎がある方だった。

　すぐさまそちらに顔を向ける。視線がきつくなっているのが自分でもわかった。

　眼鏡めがねをかけた弟の姿が頭に浮うかぶ。白桜に彼には近づくなと言ってあった。

　その理由を言わなかった事を、今初めて後こう悔かいした。

「碧嵐！　あいつまさか……」

　嫌いやな予感に突き動かされるように、紀伝道の寄宿舎に向かって走り出していた。
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　紀伝道の寄宿舎の中に入った碧嵐に、白桜はやや駆かけ足でついていった。

　まだみんな馬場で酒を飲んでいるのか、辺りは閑かん散さんとしている。

（ずいぶん静かだな。まるで誰もいないみたいだ。……何かおかしい）

「帝が寄宿舎にいらっしゃるんですよね。どうして見張りとか衛兵とかいないんでしょうか」

「寄宿舎の奥にある広間にいらっしゃるからね。この辺りはそこから離はなれているから」

　碧嵐は振り向きもしなかった。その様子に違い和わ感かんを覚える。

（やっぱり何か変だ。いくら広間が遠いからって、帝がおられるにしては静かすぎる。……もしかして、碧嵐は勘かん違ちがいしているのかも）

「あの、もしかして帝がおられるのは、ここじゃなくて、他ほかの寄宿舎では……」

　人の間ま違ちがいを指し摘てきするのは苦手だ。だけどもしぐずぐずしていて、結果発表に間に合わないとまずい。おずおずと話しかけると、碧嵐の足がぴたりと止まった。

「……そうだよ。帝はここにはおられない」

　低い声だった。言葉の意味がよくわからなくて眉まゆ根ねを寄せる。だが口を開こうとした矢先、ふいに頭がくらりとした。立っていられないくらいめまいがして、廊ろう下かにうずくまる。

「どうしたんだろう……？」

　目の前にあるものが、すべてぐにゃりと曲がって見えた。

「白桜。一つ忠告してあげる。──得体のしれない薬は、飲んじゃだめだよ」

　耳鳴りがひどくてうまく聞き取れない。碧嵐がゆっくりと近づいて顔を寄せた。

「単純な君をだますのは、とても簡単だ」

　何もかもが歪ゆがんで見える中で、碧嵐の口角を上げた顔だけが鮮せん明めいに目に映った。









　六章







「……が、何をしたのかわかっているのか！」

　誰だれかの怒ど鳴なり声で、白桜は意識を取り戻した。どうやら自分は倒たおれているらしい。

　頭がぼんやりしていたが、すぐにさきほどの事を思い出す。

（急にめまいがして倒れたんだった！　ここはいったい……？）

　声を出そうとしたが口は動かず、目も開かなかった。

　こんな状じよう況きようは初めてだ。必死で身体を動かそうとするのに、身じろぎさえできない。

「大きな声を出さないで。白桜は勝手に倒れたのですよ。私は看病しただけです」

　碧嵐の静かな声がした。どうやらすぐ近くにいて、誰だれかと話しているようだ。

（噓うそつき！　あなたが飲ませた薬のせいで倒れたのに！）

　怒いかりがこみ上げてきたが、どうしても声は出せなかった。

「碧嵐、いい加減にしろ」

　低く迫はく力りよくに満ちた声は、どうやら青丞のようだ。

　彼の声を聞いただけで、心からほっとできた。動けない喋しやべれない状況で、彼は何より頼たよれる人だ。彼が近くにいてくれる、そう思っただけで、勇気がわいてきた。

　その勢いで目に力を込めると、どうにかうっすら開けられた。

　廊ろう下かにいたはずなのに、いつのまにか見知らぬ部屋で横になっている。

　寄宿舎のようなので、碧嵐の部屋かもしれない。

　目の前では右手に青丞、左手に碧嵐が立ち、互たがいに睨にらみ合っていた。

「何をです？」

　鼻で笑う碧嵐を、青丞が冷たい視線で射い貫ぬいた。

「白桜を狙うのを、だ。……以前白虎家の屋や敷しきに暗殺者を放ったのも、お前だろう？」

　その言葉に愕がく然ぜんとした。それは青丞と初めて出会った時の事だ。

　あの頃ころは田舎いなかから出てきたばかりで、まだ髪かみも長くて黒くて、瞳も同じ色だった。

　眠ねむれなくて庭を散歩していたら、忍しのび込んだ数人の男達に捕つかまった。

（あの時の暗殺者を雇やとったのが、青せい龍りゆう家の人間だっていうのは薄うす々うすわかってたけど、碧嵐が犯人だったなんて……！）

　青丞に指をさされても、碧嵐は少しも動じたりしなかった。

「どこにそんな証しよう拠こが？　その暗殺者とやらが何か言いましたか？」

「いいや、白虎家の屋敷から連れ出した後、あいつらは姿を消した。それもお前の指示だろう。相変わらずそういう知ち恵えだけは働くな」

　侮ぶ蔑べつを込めた声だった。碧嵐が初めてむっとした表情になる。

「言いがかりですね。非常に迷めい惑わくです。私を疑うなら証拠を示してください」

「証拠はないさ。お前は賢かしこくて優ゆう秀しゆうだ。証拠を残すなんて愚おろかな真似まねはしないし、何かをする時は絶対に自分の手は汚よごさない。……だが今回は違ちがうようだな。白桜を自分で襲おそうとは」

「襲っていません。彼が勝手に倒れたのです。私は介かい抱ほうしていただけ。感謝してほしいくらいだ。……あなたはいつだって私を、いや私と母を疑うけれど、いい迷惑です」

　いつになくきつい口調だ。しかし青丞は表情すら変えなかった。

「疑われるだけの事をしたからだ。だからお前は宮中を追われたのだろう」

　碧嵐の顔色が明らかに変わった。握にぎった拳こぶしを震ふるわせながら、青丞を睨みつける。

「誰のせいで宮中にいられなくなったと思ってるんだ！　お前が私と母に濡ぬれ衣ぎぬを着せて追い出したからだろう！」

　興奮したように声を荒あららげる碧嵐とは対照的に、青丞は冷えた目で彼を見み据すえている。

「濡れ衣だと？　貴様の母親が俺の母を妬ねたんで嫌がらせをし、あげくの果てに毒を仕込んで殺そうとしたのだ。俺は母を守っただけだ」

「私の母はそんな事はしていない。嫌がらせをしていたのは他の側室達だ！」

　二人は一歩も譲ゆずらなかった。睨み合う二人の姿に、白桜も息を吞のむ。

（確か、青丞の母上は帝みかどの正室だ。じゃあ、碧嵐の母上は側室になるんだ。つまり、青丞の言い分は、碧嵐の母上が彼の母上を妬んで殺そうとした。でも碧嵐は違うと言っている。……いったい、どっちが本当なんだろう？）

　二人とも真しん剣けんな表情だ。そして二人とも、噓を言っているようには見えなかった。

　碧嵐が憎にく々にくしげに青丞をねめつけた。

「お前が母を犯人だと決め付けたせいで、私と母は宮中にいられなくなった。……お前は私を陥おとしいれたのだろう。青龍家の跡あと取とりは、ほぼ私かお前で決まっていた。私を追い落とす為ために、お前は母親である中ちゆう宮ぐうの暗殺をでっち上げて、その罪を私達に着せたのだ！」

「愚かだな、碧嵐。俺はそんな卑ひ怯きような真似はしない」

　静かな声だった。だけど、触ふれたら火傷やけどしそうなくらいの熱のこもった声でもあった。

「俺は幼い頃に母を守ると誓ちかった。中宮とは名ばかりで、側室達に嫌がらせを受けて悩なやむあまり、床とこに臥ふせってばかりの母を必ず自由にすると。それには跡取りとなって権力が必要だと思った。その為なら何でもするとも誓った。だが俺は母に顔向けできないような事はしない」

　その言葉は、こちらの感情まで揺ゆさぶるような、強い決意に満ちていた。

　以前にも、青丞が守りたいものがあると言っていたのを聞いた事がある。その時の彼はとても真剣で、それが何かはわからないまでも、彼の強い熱意には感心させられた。

「碧嵐。お前達を宮中から出したのは、帝である父だ。つまり俺の言い分が認められたのだ。証拠が見つからなかったから、罪には問われなかったのだぞ。なぜ大人しくしていない」

「大人しくしていますよ。大学寮りようで学問に励はげんでいるし、母は親類を頼って生活しています。……親類に頭を下げて面めん倒どうを見てもらう悔くやしさがわかりますか？　みんな、宮中を追い出された私と母に冷たくあたってくる。私はもう一度、母に何不自由ない暮らしをさせてやりたい」

「それと白桜に暗殺者を差し向ける事と、どう関係がある。青龍家の跡取りはこの俺だ。狙ねらうなら、俺を狙え。この卑怯者が」

　不敵な笑えみを浮うかべた青丞に、碧嵐が眉まゆをつり上げて何か言い返そうとした。

　しかしすぐに口を閉じて、にんまりする。

「……その手にはのりません。私を興奮させてあなたに都合のいい事を喋らせる気でしょう？　さきほども言いましたが、白桜は勝手に倒れたのです。私には関係ありません」

　青丞が冷たく冴さえた表情で、口角を上げた。

「やはり、そう簡単には口を割らないか。……もういい。だがさっき言った事は本気だ。狙うなら俺を狙え。白桜は、馬ば鹿かがつくぐらい正直で純じゆん粋すいな人間だ。お前の表の顔にだまされていたと知ったら、傷つくだろう」

　青丞がこちらに視線を送った。目が覚めている事を知らせたかったが、まだ声も出せない。

「ずいぶんと優やさしいですね。……しかし彼は白びやつ虎こ家の跡取りだ。四神の跡取り達とは、いずれは帝の座を争う事になるのですよ」

　碧嵐が一呼吸置いて、胸に手を当てた。

「もし私が青龍家の跡取りなら、まず他の四神の跡取り達を始末します。それも一番弱そうな奴やつから。だって他ほかの跡取り達がいなければ、帝の座は必ず私の手に入る。……あくまで、参考までのお話ですが」

「よくもそんな事を……！　俺はお前のそういう所が許せない。絶対に白桜には手を出すな」

　青丞が初めて、怒りで声を荒らげた。しかし碧嵐は動じた様子はない。

「私はあなたの無む駄だに正義感が強い所が許せない。これから先、一人だけ誠実で綺き麗れいでいられると思っているのですか？　あの、権力と欲よくがうごめく〝宮中〟で」

　二人の間に、緊きん張ちよう感かんがぴんと張り詰つめた。

　しばらく無言で睨み合っていたが、先に口を開いたのは青丞だ。

「確かに、宮中は綺麗事だけでは通じない。だが、これからはあそこで戦うのは俺一人じゃない。今度の四神の跡取り達は、みなそれぞれ清せい廉れん潔けつ白ぱくな者達ばかりだ。彼らなら、今の宮中を変えられるかもしれない。その中心にいるのが──白桜だ」

　名前を呼ばれて、思わず息を吞んだ。

（わ、わたし？　わたしなんて学問も武芸もできなくて、みんなの足手まといになってるのに、どうしてわたしが跡取り達の中心だなんて……？）

　青丞がこちらに顔を向けて、わずかに目を細めた。

「白桜は不思議な男だ。まっすぐで純粋で、噓がない。権力にも固こ執しゆうしていないし、何事にも一いつ生しよう懸けん命めいだ。白桜とは、俺も朱咒も鵬玄も素す直なおに接する事ができる。彼が狙われていると知って、ばらばらだった四神の跡取り達が全員手を組んで、彼を守ろうと決めたぐらいだ」

　初耳だった。そういえばここ一ひと月つきほど、いつも青丞や鵬玄、そして朱咒がそばにいてくれた。

　おかげで一人になる事はほとんどなかった。

　あれは自分を守る為にしていてくれた事だろうか。

「白桜を中心にすれば、跡取り達は自然と集まってくる。それはきっと彼に求心力があるからだ。俺も彼と関かかわるようになってから、少しばかり物の見方が変わってきた。──だから、白桜には手を出すな。彼は、俺の友だ」

　そんな事を言われたのは、初めてだ。喜びがこみ上げてきて、心が満たされた気分になる。

（青丞がわたしを〝友〟だといってくれた。わたしを認めてくれた。こんな時だけど嬉うれしい）感動すらして目が潤うるんできた。しかし喜びでいっぱいの胸に、ちくりと刺ささるとげがある。

〝噓がない〟というのは偽いつわりだ。自分には、誰だれにも話せない大きな秘密がある。

　それを知った後も、青丞は今のように自分を〝友〟だと言ってくれるだろうか。

　碧嵐が不満げに息を漏もらした。

「くだらない。四神の跡取り同士は昔から帝の座を争ってきた。そこには表おもて沙ざ汰たにはできない、血ち塗ぬられた歴史もある。今度の跡取り達だけが、特別に心の清い者達ばかりのはずがない。そんな生ぬるい事ばかり言っていると、足をすくわれますよ」

　碧嵐が、ふいに口元をつり上げた。

「たとえば白桜の身に起きた〝事故〟があなたにも降りかかる、とかね」

　挑ちよう戦せん的な目つきだった。それが合図のように、彼らは互たがいに胸むなぐらをつかみ合う。

「だ、だめだ……！」

　殴なぐり合いを始めようとした二人を見て、ようやく声が出た。

　同時にやっと薬が切れてきたのか、少しだけ身体からだも動かせるようになる。

　腕うでに力を込めて床ゆかを押し、何とか身を起こそうとすると、青丞が碧嵐を放して近寄った。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　身体を抱だき起こされて、何とか頷うなずいた。指先に感覚が戻もどってきていて、目もしっかりと開けられる。心配そうな青丞の顔がはっきり見えた。

「はい……」

「何をされたんだ？」

　聞かれて、ちらりと無表情の碧嵐を見上げる。心は彼への恐きよう怖ふでいっぱいだ。何の薬かわからないものを飲まされ、何度も命を狙われた。彼は否定しているが、犯人なのは確かだろう。

　考えると足は震えて、身体が強こわばる。だけどここで負けてはいけないと思った。

　このままだと二人は力ちから尽ずくで互いを支配しようとして、傷つけ合うだろう。

　それだけは何とか止めなければ！

「薬を……飲みました」

「私はそんな薬は知らない」

　間かん髪はつ容いれず返された言葉に、青丞が眉をつり上げた。

「貴様！」

「いいんだ、青丞。ちょっと身体がしびれているけど、動けるようになったし。それに、疑いもせず薬を飲んでしまった私も悪いのだし」

　こんな事を言うなんて意外だったのか、碧嵐が眉まゆ根ねを寄せた。

　青丞が呆あきれた声を上げる。

「何を言っている。こいつに飲まされたんだろう？」

「いえ、薬はもらいましたけど、自分で飲みました。彼にもらった所を見たと証言してくれる人間はおそらくいない。馬場には学生達がいたけれど、みんな酔よっ払ぱらっていましたし。だから彼がそんな薬は渡わたしていないといえば、それまでです」

「その通りだ。私は薬なんて知らない」

　腕うで組ぐみした碧嵐のふてぶてしい態度には、さすがに腹が立った。だがそれを何とか堪こらえる。

「ええ、それでいいです。青丞、もう行きましょう。すみませんが手を貸してください」

「馬鹿な事を。こいつがお前を狙ったのに間ま違ちがいはない。戦ってでも、本当の事を……」

「だめです」

　青丞の袖そでをぐっと握にぎった。まだしびれる手をどうにか動かして、彼の腕を優しく撫なでる。

「今は卒業試験の大事な時期。今回はおそらく難しいでしょうが、次の機会はきっと早めに訪おとずれる。碧嵐が薬を渡したという証しよう拠こや証人がいない以上、話は平行線です。それなのに、あなたが碧嵐と戦ってもし怪け我がでもさせたら、卒業どころか大学寮にもいられなくなる」

　青丞が、考え込むように眉根を寄せた。

「ですからここは引きましょう。感情に任せて行動したら、彼の思うつぼです」

　倒たおれている間、喋しやべれもせずに動く事もできなかった。

　だがそのおかげで、二人の様子を客観的に観察する事ができた。

　どうも碧嵐は青丞が怒おこって手を出すよう、わざと言葉を選んでいたように思えてならない。

「……なるほど。少しは賢かしこいね」

　考えている事に気付いたのか、碧嵐がくすりと漏らした。許せない気持ちももちろんあるが、今はとにかく二人を落ち着かせようと、なるべく静かな声を出す。

「青丞、わたしは大丈夫ですから、どうか兄弟で争わないでください」

　睨にらみ合う二人の間に、何とか身を起こして立った。

　しかしまっすぐ立っているのが難しく、ふらふらしていると、青丞が手を貸してくれる。

「こいつはお前を狙ったんだぞ。俺に対して何かをするならまだいい。受けて立つ。だが、明らかに弱いお前を狙うのはどうしても許せない」

　碧嵐が腕組みして、不敵な笑みを湛たたえた。

「言いがかりだと何度も言っているでしょう。まあ、あなたに嫌きらわれていても誤解されていても、私は一向にかまいませんが」

　互いに睨み合う二人を見て、悲しい気持ちにさえなった。

（どうして兄弟なのに、家族なのに、こんなに憎にくみ合うんだろう。さっき、青丞は母に嫌いやがらせして、暗殺しようとしたのが碧嵐の母だといい、碧嵐はそれが青丞の噓うそで彼が自分をはめたと言っていた。矛む盾じゆんしている話だから、どちらかが噓をついている事になる。でも……）

「さっきから意識だけはあって、すみませんが、あなた達の母上の話も聞こえてしまいました。……理由はうまく言えないのですが、どちらも噓はついていないように思うのです。何か二人の間で誤解があるのではないですか？」

「坊ぼうや、殺されそうになったのに、よくそんな事を言うな。碧嵐の言う事を信用するのか？」

　青丞の厳しい声に思わず身が竦すくんだが、何とか口を開いた。

「殺されそうにはなりましたが、実際には生きています。薬だって本当に殺そうと思うなら、それこそ毒を飲ませればよかった。だけど碧嵐はそうしなかった。……あなたは、本当にわたしを殺そうとしていたのですか？」

　じっと見つめると、碧嵐がまっすぐに見返してきた。

「もちろん、殺そうとなんてしていないさ。薬なんて知らないのだから。さあ、もうそんな話は聞き飽あきた。ここは私の部屋だ。出て行ってくれ」

　あくまで強気な碧嵐に、ぐっと唇くちびるを嚙かみしめた。

「……わたしは、あなたは本当は優やさしい人だと思う。だって学生達から嫌がらせを受けていたわたしを、助けてくれた。殺すつもりだったら、そんな事しなくてもよかったのに」

　しばらくの沈ちん黙もくが辺りを支配した。しかし碧嵐の表情は変わらなかった。

　冷たく冴さえた目が、じっとこちらを見み据すえ、薄うすい唇の両りよう端たんが笑えみの形を作った。

「お人ひと好よしだな。だがお前のそういう所が、虫ずが走るほど嫌いだ。清せい廉れん潔けつ白ぱくで人の悪意にさらされた事のないお前の様子を見ていると、いらいらする。お前の声を聞くのも、姿を見ているのもうんざりだ。さっさと帰れ」

　口調も表情もわずかの変化もない。

　淡たん々たんとひどい言葉を投げかける碧嵐に、腹が立つよりも先に悲しさを覚えた。

「……行きましょう、青丞」

　彼が何かしたという証拠がない以上、ここは引くしかない。

　突つき刺さるような視線を背中に感じながら、白桜は青丞と一いつ緒しよに部屋を後にした。
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「すまなかった」

　青丞が自分に対して頭を下げたのは、初めてかもしれない。白桜は慌あわてて彼に近寄った。

「いえ、青丞。わたしもすみませんでした。待っていろと言われたのに動いたりして」

　同じように頭を下げたが、青丞の顔色は優すぐれないままだ。

「……驚おどろいただろう。碧嵐とはいろいろあって、ここ数年口を利きいた事もなかった。あいつが大学寮りように入ってからは、顔を見る事さえなかった。まさかこんな事をするとは」

「わたしは大丈夫です。だってほら、身体は元気だし」

　本当はまだ恐怖心が拭ぬぐえないでいた。さっきはここでいざこざを起こしたらまずいと必死だったが、落ち着いた今は命を狙ねらわれた事が怖こわくて怖くて仕方ない。

　しかしそれを表には出さずに平気なふりをすると、青丞が口元を綻ほころばせる。

　だがすぐにいつもの冷静な顔つきに戻った。

「あいつがあんな風になってしまったのは、俺のせいでもある」

　呟つぶやきが悲しい色を帯びていた。悔くやんでいるような表情を見て、わずかに首を傾かしげる。

「二人ともお母様の事で、何かあったみたいですね」

　聞いたら嫌がられるかもしれないと思ったが、青丞は呼吸を一つ置いて口を開いた。

「巻き込まれたお前には、知る権利があるかもな。……数年前、母の食事に毒が仕込まれた。幸い、口に入る前に見つかって大事はなかった。俺はまだその時十三歳で、母を守ろうと必死だった。だから一番怪あやしかったあいつの母に向かって、あなたが犯人だろうと追つい及きゆうしたんだ」

　青丞の口から、彼の過去を聞くのは初めてだ。彼は淡々と話を続けた。

「証拠はなかったが、あいつの母が俺の母に嫉しつ妬とし、嫌がらせをしていたのは事実だ。だから帝みかどが碧嵐の母を実家に帰らせ、あいつは大学寮に入れられた。幼い頃ころから青せい龍りゆう家の跡あと取とりは俺か碧嵐だと言われていた。それであいつは、俺が罪を着せて追い出したと思っているんだ」

　青丞の話には心が痛んだ。

　生まれてからずっと優しい家族の中で暮らしてきた。

　もともと貧びん乏ぼうだったから、お金持ちの貴族に憧あこがれた事もある。

　だけど本当の幸せは、大好きな人達に囲まれて暮らす事だと、最近思うようになった。

　どんなに財産があっても位が高くても、兄弟で反目し合うような生活には耐たえられない。

　俯うつむいて肩かたを震ふるわせていると、青丞の手がそっと伸のびてきて、頭を撫でてくれた。

「嫌な目にあわせて本当にすまなかった。そうやって傷つくだろうから、あいつには近づくなと言ったんだ。あいつは俺を憎んでいて、何をするかわからない。だが身内のいざこざはなるべく口にしたくなくて黙だまっていた。やはりちゃんと言うべきだったな。……無事でよかった」

　向けられているのは、白びやつ虎こ家の屋や敷しきで〝里桜姫ひめ〟だけに見せる溶とけそうに甘い笑みと、触ふれたら火傷やけどしそうな熱のこもった瞳ひとみだ。

　間近で見た彼の表情に、なぜか心がざわついて、頰ほおが赤くなった。

　恥はずかしさに俯くと、それに気付かなかったのか、青丞が歩を速めた。

「そろそろ戻もどろう。朱咒達が心配している。卒業の合否の発表もあるだろうしな」

　卒業、という言葉で我に返った。おそらく自分は大学寮に残る事になるだろう。

　今までの努力が報むくわれなかったのが悔くやしくて、唇を嚙みしめる。

（いや、これは仕方のない事だ。いくら酒を飲まされていたとはいえ、華雲が暴れた時に、ちゃんと御ぎよせなかったのはわたし。鵬玄は興奮していた華雲をちゃんと静められた。何か問題が起こった時に、対処できないわたしの経験と練習不足が招いた結果なんだ）

　罠わなを仕し掛かけた碧嵐を恨うらむのは簡単だ。だけど自分が、もっといろんな事に対応できる術すべを知らないのが、一番大きな問題だと思う。未熟な自分が卒業できないのは仕方ない。

　白桜は覚かく悟ごを決めて、青丞の後を駆かけ足でついていった。
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　学舎にある一室で、白桜は朱咒や青丞、そして鵬玄と横一列に並んで座っていた。正面にある御み簾すの両端には、祖父の上総を含ふくめた位の高そうな貴族達が、十人ほど並んでいる。

　低くて艶つやのある声が御簾の奥からした。

「上総、孫は残念だったな」

　これが天子である龍宝帝の声なのだと思うと、緊きん張ちようしすぎて身体からだが強こわばった。

「はい、ですが怪我はないようで何よりです」

　上総が頭を下げた。人は多いのに、辺りは静まり返っている。白桜はわずかに首を捻ひねった。

（……気のせいかな、この声を聞いた事があるようなないような。いやいや、気のせいだ。わたしみたいな田舎いなか者ものが、恐おそれ多くも帝のお声を聞いた事なんてあるはずないし）

　一人納なつ得とくしていると、上総がこちらを横目で見た。

「主上、お願いがございます。騎うま射ゆみは失敗に終わりましたが、それは馬が暴走してしまった、いわば事故。どうか、もう一度我が孫に機会を……」

「ならん」

　ぴしゃりとした言葉に、上総が黙り込んだ。

　さすがにいつも強ごう引いんな祖父も、帝相手ではそれ以上は何も言えないようだ。

（ありがとう。おじいさま。わたしが帰省した時もずっと、弓の練習をしていたのを知っているから、何とかしてやりたいと思ってくれたんだね。でも、ちゃんと覚悟してるから）

「白桜」

　御簾の向こうからした声に、身体が震えた。気を引き締しめて、背筋を伸ばす。

「はい！」

「お前は騎射大会で失敗した」

「……はい」

　改めて言われると、悔しさがこみ上げる。だが華雲が酒を飲んでいた事に気付かなかった自分にも、責任はある。慌ただしかったとはいえ、ちゃんと馬の様子を観察していたらわかったはずだ。その責任は、潔いさぎよくとらなければならない。

「そして青丞は白桜を助けに行き、出場の時刻に間に合わず失格」

「はい」

　青丞は落ち着いた様子だった。

　横目で見ると、彼は御簾の方ではなく視線を落として俯き気味になっていた。

「鵬玄は騎射大会で一位の成績だったが、大学寮に残りたいと申し出た」

「はい。彼らと共に成長していきたいと思っています。一人で先に仕官する事は望みません」

　鵬玄が堂々と言い切った。すると彼の隣となりにいた朱咒が、肩を竦すくめる。

「では、私も博士はかせとして大学寮に残ります。彼らがいない宮中に行ってもつまらないので」

　普ふ通つうなら帝に対して、不敬だと罪に問われるかもしれない。だが場にいる者達は、みんな呆あきれるか苦く笑しようしているだけだ。きっとこれは朱咒の魅み力りよくによる所が大きいのだろう。

「ふむ、なるほど。しかしここで卒業できなければ、将来を棒にふる結果になるかもしれぬぞ。それでもお前達は本当によいのか？」

　帝の厳しい声を聞いて、白桜は心を奮い立たせた。

「お待ちください……！　恐れながら、お話が」
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「おい、坊ぼうや」

　青丞が小声で制止したが、小さく首を振ふって両手を床ゆかについた。

「わたしは騎射に失敗しました。それについての言い訳は致いたしません。大学寮に残り、また学問に励はげみたいと思います。ですが」

　御簾の中にいる龍宝帝に目を向け、大きく息を吸い込んだ。

「青丞が騎射に出場できなかったのは、わたしが馬を暴走させて、それを助けに来てくれたからです。青丞や鵬玄は学問でも騎射でも、大学寮で一、二を争う実力者なのは間ま違ちがいありません。どうか彼らが卒業できるよう、お取りはからいを……！」

「坊や。それはもういいと言っただろう！」

「そうだ、白桜。ここにお前と残るのは俺達の意志だ。お前のせいじゃない。気にするな」

　青丞と鵬玄がそう言ってくれるのはとても嬉うれしい。

　だけど、彼らの優やさしさに甘えたくなかった。二人を交こう互ごにみやる。

「青丞も鵬玄も、四神の跡取りとして相応ふさわしい二人だ。わたしのせいで汚お点てんは作って欲しくない。……さっき助けてもらった時、困っている時には一番に駆けつけて手助けすると言ったのは、本当の気持ちだ。あなた達の友情に報いる為ために、わたしにできる事はこれしかない」

　改めて御簾に向かい、深々と頭を下げた。

「お願いです。二人はとても素す晴ばらしい方です。どうか、二人は卒業させてください……！」

　床に頭をこすりつけた。御簾の向こうから、わずかに笑い声が漏もれてくる。

「そんな事をしていいのか。もし二人を卒業させたら、お前だけが大学寮に残る事になる。お前達は次期帝みかどの候補だ。大学寮を一人だけ卒業できなければ、他ほかの跡取り達との差が開いて、大きく出で遅おくれる事になるぞ」

　床についた両手をぐっと握にぎりしめた。

（帝の座は女のわたしには関係ない。だけど一刻も早く宮中に行って、想月が企たくらんでいる事を探さぐりたかった。その為にたくさん努力したし、みんなにも協力してもらった。本当はみんなと一いつ緒しよに卒業したいけど、でも……！）

「かまいません！　わたしは帝の座より何より、失格になる事をいとわないで助けに来てくれた青丞、馬にも乗れなかったわたしを騎射大会に出場できるまでにしてくれた鵬玄、そして博士として大学寮りようの生活を見守っていてくれた朱咒、彼ら仲間の方が大事です！」

　言い切って深々と頭を下げた。この気持ちが伝わって欲しい。そう願って目を瞑つぶる。

　息すら止めて、帝のお言葉を待った。

「やはり、面おも白しろいな」

　呟つぶやいた帝が、密ひそやかに笑う気配がした。戸と惑まどっていると、ふいに帝の凜りんとした声が響ひびく。

「……いいだろう。四人とも合格だ。来月より官かん吏りとして登用する」

　一いつ瞬しゆん何を言われたのかわからなかった。目を瞬またたかせて、青丞達と顔を見合わせる。

　彼らも驚おどろいた顔をしているから、どうやら聞き間違いではないようだ。

「よ、四人ともって、どういう事ですか？　青丞達はともかく、わたしは……」

　目をまん丸にして御簾に問いかける。

「いいや、白桜。お前も合格だ。お前達四人が大学寮に入るのは、政まつりごとを学ぶ為だ。だがそれ以上に、私の補ほ佐さをするにあたって互たがいに協力できるよう、交流を深めて欲しかった。だから跡あと取とりの儀ぎ式しきの時も四人でしばらく一緒に生活をさせたし、今度も同室にさせた」

　今までもその帝の考えに何度も振り回されていた。御簾から、低くてよく響く声がした。

「騎射大会に参加させたのは、お前達が騎射を通して助け合ってくれればと思ったからだ。そしてお前達は、白桜を庇かばって卒業せずに残ると言った。その助け合いの精神は、私が大学寮において、お前達に一番育てて欲しいと思っていたものだ。だから、お前達は全員合格だ」

　何度も頭の中で今の言葉を繰くり返して、ようやく意味を理解する。

「や、やったーっ。あ……す、すみません！」

　これからもみんなと一緒にいられる。そうわかった途と端たん、嬉しさのあまりばんざいした。だが帝の御ご前ぜんだと思い出して、慌あわてて頭を下げる。しかし勢いがよすぎて、床に頭が激げき突とつした。

「いたっ……！」

　額に手をやると、御簾の向こうから笑い声が聞こえた。

「ははっ。白桜は本当に面白い。だがお前は、他の者と違ちがって試験はかなり大目に見ての合格だぞ。それに弓をようやく引けるようになったばかりのあの腕うででは、馬が暴走しなくても失敗する確率が高かっただろう」

「はい、申し訳……ん？」

（まるでわたしの騎射の腕を知ってる感じで仰おつしやったよね。でもまさか……。だって龍宝帝にはお会いした事もないのに）

　考え込んでいると、ようやく笑いが収まった龍宝帝が、ふいに低く真しん剣けんな声を発した。

「だが白桜。お前は努力家で正直な人間だ。私はお前が気に入っている。金を出せば楽に合格できると言われても、頑かたくなに拒きよ否ひしたお前をな」

「は、はい……あれ？」

（それって、蛍霧博士の賄わい賂ろの話？　どうしてご存じなんだろう？）

　目を白黒させていると、ふいに御み簾すの両りよう端たんで並んでいた貴族の一人が立ち上がった。

「あ……！」

　その顔には見覚えがある。騎射大会の直前に、怪あやしい者が入り込んだと捜さがしていた青年だ。

「青丞、彼はどなた？」

　そっと囁ささやくと、青丞がやや顔を伏ふせ気味にしてこちらを向いた。

「中なか務つかさ省しようの少輔しよう、如月きさらぎ殿どのだ。若いが切れ者で、帝の身の回りの事を一手に引き受けておられる。──そのおかげでかなり苦労されているがな」

　中務省は帝の補佐をする所で、大だい内だい裏りにある八省の中でも一番重要な省だと言われている。

　宮中の事情に疎うとい自分でも、中務省で少輔という位を頂いているからには、かなり帝に近い人物だと察しはついた。なぜだか、帝の面白がるような声がした。

「如月。顔色が悪いな」

「騎うま射ゆみ大会の前に、迷子を捜しておりまして。かなり走ったので足を痛めてしまいました」

「それはいけないな、すぐに帰って休んではどうだ」

「……主上から目を離はなすなと、中務卿きようから言いつけられておりますので」

（な、なんだろう。迷子って。それに恐おそれ多くも帝とお話をしているのに、どうして如月様はあんなに堂々とむっとした顔をするんだろう？）

　朱咒が、ぷっと小さく吹ふき出す気配がした。慌てて目をやると、彼は口元を隠かくして下を向いている。肩かたが小刻みに揺ゆれている所を見ると、どうやら笑っているようだ。

　不思議そうに見つめると、視線に気付いたのか、朱咒が目だけをこちらに送った。

「何で、笑ってるんですか？」

　御簾の方では如月と龍宝帝が話をしていて、みんながそれに注目している。

　それを幸いに小声で聞いてみた。

「……如月はね。いつも主上に振り回されているのさ。主上はとても行動的で、自分の目で見たものしか信じないと言っては、時折宮中を抜ぬけ出して下々の様子を見にいかれる。如月は主上の一番の側近だから、いつも捜しに行くのは彼なんだ」

（うわっ、主上。大変失礼ですが……なんて迷めい惑わくな人！）

　さすがに顔が引きつった。帝が一人で外出なんて、とんでもない事だ。何より護衛する者達からしたら、目の届かない所で帝に何かあったらと、生きた心地ここちがしないだろう。

「まあ、抜け出されるのも、ごくまれだけどね。そういえば、主上は私が大学寮の学生だった時、博士はかせのふりをして声をかけてこられたのだよ。後で知ったけど、四神の跡取りを自分の目で見てみたかったそうだ。私も若かったから〝蛍霧〟と名乗った主上を博士だと信じていて」

　朱咒が懐なつかしそうに目を細めた。

（そうなんだ。でもそんな風に近づいてこられたら、きっとわたしも気付かな……ん？）

「い、いいいいい、今なんて言った!?」

　思わず悲鳴混じりの声が出た。朱咒が目を丸くする。

「白桜、大きな声を出しちゃだめだよ」

「だ、だって、蛍霧って……！」

　冷や汗あせが一気に背中から噴ふき出した。

　すると御簾の奥から、酔よっているようなとろんとした声が聞こえてくる。

「蛍霧とは、小生が考えた名前だ。蛍ほたるのように淡あわい光と霧きりはどちらもつかみどころがなくて、神秘的だろう。隠おん密みつ行動をとるには最適な名前だ」

（まずい！　聞き覚えがすごくあるーっ）

　叫さけびたかったが何とか堪こらえて、土下座するように床ゆかに頭をこすりつけた。

「す、すみません。すみません。申し訳ありません。だってまさか帝だなんて思わなかったから、失礼な事をいっぱい言ってしまって。不敬罪で死罪だけはご勘かん弁べんください……！」

　焦あせるあまり、言こと葉ば遣づかいもめちゃくちゃだ。怖こわ々ごわと顔を上げると、如月が御簾に手をかけた。

「あれ……？」

　上げられた御簾の奥に座っていた男性には、正直言って見覚えがなかった。

　青丞と同じ紺こん碧ぺきの髪かみと瞳ひとみ。長い髪は丁てい寧ねいに結ゆい上げられて、金糸と銀糸を使った見事な刺し繡しゆうが施ほどこされた束そく帯たいを身にまとっている。

　さすがに青丞の父だけあって、整った容姿をしていた。彫ほりの深い顔に切れ長の目、堂々とした体格でこちらを見つめる彼からは、支配者特有の圧あつ迫ぱく感かんのある雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。

　よれよれの服を着て、ぼさぼさの頭だった蛍霧とは一瞬結びつかなくて首を傾かしげる。

「蛍霧博士……？」

　龍宝帝は男らしい笑えみを浮うかべて頷うなずいた。

「そうだ。だましてすまなかった。他の跡取り達は知っていたが、君とは会った事がなかった。上総に宮中に連れてきてくれと言ったのに、身体からだが弱いからと断られてしまってね」

　見かけはまったく違うが、声は確かに蛍霧だった。

（そうか、紺碧の髪や目を隠す為ために、わざとぼさぼさのかつらを被かぶってたんだ）

　よくよく見ると、確かに龍宝帝と蛍霧博士は体格や顔つきがそっくりだった。

「私は何事も自分の目で見ないと気がすまない。君が宮中にこられないなら、こちらから出向いてみようと思った。大学寮は宮中のすぐ近くで行きやすかったからね」

　如月がいらついた表情を隠しもせず、龍宝帝を見み据すえた。

「そのたびに、お捜しする私達の身にもなって頂きたいのですが」

「如月達はそれが仕事だろう？」

　遠目でも、如月の頰ほおがひくついたのがわかった。しかし龍宝帝は気にした様子もない。

「白桜。私は蛍霧博士と名乗ってお前に近づき、個人的にいくつか試験をさせてもらった」

　驚きに息を吞のんで、顔も身体も強こわばった。

（個人的な試験って何？　生意気な事を言ったし、失礼だって怒おこられたらどうしよう。いや、怒られるだけならいい。責任とって一族みんな都から追放なんて言われたら……）

「す、すみません……。まさか主上とは存じ上げなくて。失礼な事ばかり……」

「そうだね。確かに君は失礼だった」

　ひっと思わず仰のけ反った。今すぐ逃にげ出してしまいたい衝しよう動どうに駆かられる。だけど祖父を置いていく訳にはいかないし、何より一人で逃げるなんて卑ひ怯きような真似まねはできなかった。

「も、申し訳ありません。処分はいかようにも。ただ、わたしはどうなってもいいですが、祖父や一族の者達だけはどうかお助けください……！」

　懇こん願がんするしか為なす術すべはなくて、深々と頭を下げる。すると静かな声がすぐ近くでした。

「──何も謝る事はない」

　いつのまにか龍宝帝が、目の前まで歩み寄っていた。

「君は私の個人的な試験に合格した。お金を使えば試験に合格できるといくらいっても、誘さそいに乗らなかった。それにとても努力家だ。最初は馬にも乗れなかったのに、次に見にいった時は乗れるようになって、その次は走れるようになった。並なみ大たい抵ていの努力ではなかったと思う」

　努力をして認められる、それがこんなに嬉うれしいものだと知ったのは、都に来てからだ。

（……頑がん張ばったら頑張っただけ褒ほめてくれる所、青丞に似てる）

　そう思ったら、喜びもまたひとしおになった。嬉しさのあまり、目が潤うるんでくる。

「それに君が卒業できないとなったら、他ほかの跡あと取とり達も残ると言い出した。四神の一族は互たがいに牽けん制せいし合っていて、交流がないのが現状だ。私はこの現状を打破したいと思っている」

　龍宝帝が、四人の跡取り達を見回した。

「それには君達のような若い世代の力が必要だ。君達は次世代の四神の主あるじだ。その君達が交流を深めれば、おのずといがみあっている一族同士も変わってくるはず。白桜は私が理想とする四神の一族の為にも必要だ。だから君には是ぜが非ひでも、宮中に上がってもらわねば」

（つ、つまり……わたし本当に仕官できるんだ。みんなと一いつ緒しよに！）

「あ、ありがとうございますっ」

　涙なみだが出そうなくらい嬉しくて、顔が綻ほころぶ。するとなぜか龍宝帝が困ったような顔をした。

「だが、一つ問題がある。君は試験はかなりぎりぎりの出来で、騎射大会では失敗している。本来なら官かん吏りとなるには、まだまだ未熟だという事になる」

　言われた事はもっともで、慌あわてて気を引き締しめ直した。

「私としては宮中に上がって欲しいが、それには周囲の者達を納なつ得とくさせる必要がある。だからけじめをつける為にも、近いうちに私が出す試験を受けてもらう」

「えっ、試験ですか？」

「そうだ、白桜。それに合格するまでは、正式な官吏ではなく見習いとする。青丞、鵬玄、朱咒。お前達も白桜と歩むと決めたのだから、同じように見習いとして試験を受けるように」

　喜びもつかの間だった。白桜は青丞達と顔を見合わせる。みんな困こん惑わくした顔をしていた。

「あの……試験とはいったい、どういったものですか？」

　おずおずと聞いてみると、龍宝帝はさっと身を翻ひるがえしてこちらに背を向けた。

「それは……まだ秘密だ。楽しみにしているように」

　振ふり向いて片目を瞑つぶる姿もさまになっている。

　無事卒業できたと喜んでいいのか、またしても試験を言い渡わたされた事を悲しむべきなのか。

　よくわからなくて、途と方ほうに暮れてしまった。
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「白桜……。後少しで彼を排はい除じよできたのに。あなたが殺さない程度でだなんて条件をつけるから、こんな事になったのだ。想月」

　薄うす暗ぐらい部屋で苦々しく呟つぶやいたのは、龍宝帝の子息で大学寮りようの紀き伝でん道どうに通う碧嵐だ。

　きつい視線を向けられたが、想月は薄うすい笑みを浮かべただけで返事はしなかった。

「想月、私は絶対に青丞を追い落とし、青せい龍りゆう家の跡取りになる。母を宮中に……日の当たる所に連れ出して、以前のような生活をさせてやりたいのだ」

　碧嵐は怒いかりが収まらないのか、珍めずらしく声を荒あららげていた。

「母は中ちゆう宮ぐうを暗殺しようとなんてしていない。青丞が私を追い出す為に仕し掛かけた罠わなだ。あなたが手に入れてくれた、あの証しよう拠こでそうと気付いた。絶対にあいつを跡取りの座から引きずり下ろしてやる。その為にあなたにも協力しているのに、今回のような条件を出されては迷めい惑わくだ」

　肩かたを怒らせて声こわ高だかに話す碧嵐に向かって、目を伏ふせた。

「申し訳ありませんでした。……もう計画も最終段階です。これからは妙みような条件はつけません。あなたは正統な青龍家の跡取り。それを存分に青丞に見せつけるといい」

「ああ、あんな卑怯な男に、跡取りを名乗らせてなるものか。絶対に私がこの手で……」

　握にぎった拳こぶしを震ふるわせている碧嵐の肩に手を置き、──可哀かわい想そうにと口の中で呟いた。

〝可哀想に可哀想に。だまされて可哀想に〟と。

　自然と口角が上がる。どれほど冷たい表情をしているかが、自分でもわかった。

　どうしても青龍家の中ちゆう枢すうにいる者から、情報を引き出したかった。

　だから碧嵐に白羽の矢が立った。六年前、宮中に入り込んだ仲間が彼の母親の仕し業わざだと見せかけて、中宮の食事に毒を仕込んだのも彼を仲間にする為だ。

　そしてその計画を立てたのは──自分だった。

　予定通り碧嵐と青丞はどちらも母親を傷つけられたと憎にくみ合うようになった。

　青丞や辛つらい時に手をさしのべてくれなかった龍宝帝に、裏切られたと思い込んでいる彼を仲間に引き入れるのは、簡単だった。

　そう、彼の今の状じよう況きようを作り上げたのは、自分達〝忌いみ神一族〟だ。

　忌み神一族とは、もとは四神の一族だったのに、跡取りがいない事や罪をおかしたりした事で、一族の資格を失い都を追放された者達だ。自分達を追放した四神や帝みかどを恨うらんで、この国を手に入れようと暗あん躍やくしている。想月はそのうちの一人だった。

　しかし碧嵐は、想月が忌み神一族の者だとは知らない。

　彼にとって自分は、宮中に不満がある者達のまとめ役、という謎なぞの多い男だ。

「碧嵐。私も四神の一族には恨みがあります。同じような思いを持っている方々も、宮中にはたくさんいる。一緒にこの国を変えましょう。あなたは青龍家の正統な跡取り。帝に相応ふさわしいのはあなたです。そうなれば母上だってまた、宮中でゆったりした暮らしができる」

　甘い毒を優やさしく吹ふき込んだ。碧嵐はもともとは正義感の強い心根のまっすぐな青年だった。

　だけど今は、じっくり時間をかけて作り上げた噓うそに全身を冒おかされている。

「想月、あなたが何者だろうとかまわない。……父は母が疑われた時に、何もしてくれなかった。今も金の援えん助じよはするが、母は実家で軟なん禁きん状態だ。私は必ず母と宮中に返り咲ざいてみせる」

　しかし甘い噓をすべて信じるほど、碧嵐は愚おろかではないようだ。

　言葉には、自分に対する猜さい疑ぎ心しんが窺うかがえた。だがそれには気付かぬふりをする。

「ええ、その為ためにはあなたにもっと活かつ躍やくしてもらう必要があります。……あなたにはこれから起こる〝嵐あらし〟で重要な役を担になってもらわなければならない」

「ああ、わかっている。しかし……その為にはあの白桜の存在が邪じや魔まだ。うまく言えないが、あいつは危険な香かおりがする。青丞も他の四神の跡取り達も、なぜかあいつには一目置いていた。もっときちんと排除するべきだ」

　碧嵐は目的の為なら手段は選ばない。

　彼は嫌いやがるかもしれないが、そんな所は兄の青丞とよく似ている。

「……白桜、ね。確かに彼はおかしな魅み力りよくを持っている。近くにいると、いつのまにか彼の雰ふん囲い気きに影えい響きようされて、戦意をそがれてしまう。実は私もそうなりかけた一人です」

　碧嵐が驚おどろいたように目を見開いた。自じ嘲ちようして、話を続ける。

「計画の一部として、彼に近づいた事があったのです。その時に多少情もわいてしまいまして。だから計画を実行に移す前に、彼には怪け我がでもしてもらって、大人しくしてほしかったんです。それであなたにいろいろとお願いした。ですが────」

　低い声が、夜の闇やみが濃こくなりつつある室内に響ひびいた。

「さきほども言いましたが、計画は最終段階に入りつつある。もう彼に情けをかけたりはしません。今度会った時には、必ず彼をこの手で──」

　呟いて拳を握りしめた。

　子供の頃ころから知っている。前向きで天てん真しん爛らん漫まんで、家族思いの姫ひめ、それが白桜こと、里桜だ。

　何よりも大切にして、成長を見守ってきた、宝物のような存在だ。

　その宝物を自分の手で壊こわす日が来るのは、最初から覚かく悟ごしていた。

　彼女への熱い思いは、今でも胸を焦こがしている。

　だがそれを振り切るように、想月は冷たい声で宣言した。









　終章







「里桜姫、五日後に大学寮の卒業の儀ぎが行われる事になった」

（知ってる。だってわたしもそれに出るから）

　青丞がどうしてわざわざ、白びやつ虎こ家の屋や敷しきまできて報告するのかがわからない。かつらをかぶって裳も唐から衣ぎぬに身を包んだ白桜は、御み簾す越ごしに見える青丞に苦笑いを浮うかべるしかなかった。

　先日、想月の話を聞き出そうとしたら、青丞は冷たい言葉を放って帰っていった。

　気まずさもあったし、もう来ないのではと思っていたが、彼は普ふ段だんと変わらぬ優しい笑えみを浮かべて屋敷を訪おとずれた。そしていつもと同じように、にこやかに話しかけてくる。

「卒業すれば、いつでも会いに来られる。そうしたらもっとゆっくり話ができるな」

　心なしか青丞は機き嫌げんがいい。だが反対に白桜の心はどんよりと曇くもっていた。

（今までは青丞が来るのは十日に一度の帰省日だけだったけど、卒業したらいつ来るかわからない。そのたびに慌あわてて着き替がえないといけないから大変だ。今日こそ何とか嫌きらわれなくては）

　心に決めていると、青丞が男の白桜には決してみせない優しい顔をした。

「文ふみを送りもせずに、いつも押しかけてきて申し訳ない。どうもそういうものは苦手で」

「文ですか。貴族の恋れん愛あいには欠かせないものですね。そういえば、わたしもらった事がないんです。まったくもてないので。あははははは」

　悲しい事に真実だ。貴族同士が愛をはぐくむのに一番重要なのが文だ。年とし頃ごろになってもそれをもらった事がない姫なんて、よほどもてない何かがあると敬遠される……はずだった。

「それはそれは。よほど今まで純じゆん粋すいに過ごしてこられたのだな。では俺が文を書こう。あなたに初めて文を送る男になれるなんて、光栄だ。お望みなら毎日でもいいが」

「ま、待って！」

　毎日送られたら、きっとこちらも毎日返事を書かなければならない。

　それは非常にまずかった。生まれてこの方、一度も殿との方がたに文なんて書いた事がない。

　苦手といいながらも、青丞の事だから格調高い素す晴ばらしい文を書いてくる気がする。

　だがそれに見合うような返事を書く才能なんて、とてもではないがまったくない。

「いいです。文は遠えん慮りよします」

「どうして？」

「苦手なのでしょう？　きっとお忙いそがしいでしょうし、無理をさせては悪いし」

　それ以外に答えようがない。すると青丞が嬉うれしそうに破顔した。

「やはりあなたは優しい人だ。普ふ通つうの姫なら、どんなに俺が忙しくても文を書いてとねだるのに、俺の身を案じてくださる。本当に可愛かわいらしい」

（しまった、またいいようにとられた。どうしてこう、やる事なす事裏目に出るんだろう。……よし、ここはもうあの手しかない。考えに考え抜ぬいたあの手を使うなら今だ！）

「青丞様。お話があるのです。……実は、実はわたし、好きな人がいます……！」

　勇気を振ふり絞しぼって叫さけんだ。帝を通じての縁えん談だんだ。こちらから断るのはまずいが、もう気にしている場合ではない。これからも会う事になれば、いずれ秘密に気付かれる。

（これで諦あきらめてくれるはず。青丞もそんなに縁談には乗り気じゃないって前に言ってたし）

　期待して御み簾すの向こうを見つめる。青丞がやや目を見開いて、表情を固まらせていた。

「主上からの縁談の申し込みだったので、断れませんでした。好きな人がいるのに何度も会ってしまってすみません。でも……もう来ないでください！」

　とどめとばかりに言い放つ。青丞は誇ほこり高い男だ。女にここまで拒きよ絶ぜつされたら、引き下がるはずだ。そう計算しての作戦だったのに、青丞は無言で微び動どうだにしなかった。

「あ、あの……」

　しばらくの沈ちん黙もくが流れて、静まり返った空気に耐たえられずおそるおそる声をかけた。

　青丞がそれを合図のように立ち上がる。

（よかった。やっと帰ってくれるみたい……）

　寂さびしい気持ちもあるが、このまま会い続けていれば、秘密がばれる可能性も高くなる。

　女として会うのもこれで最後だと、自分に言い聞かせた。

「……好きな人とは、あの男の事か？」

　低くて小さな声なのに、部屋に響いた気がした。

「あの男？」

　誰だれの事なのかさっぱりわからない。首を傾かしげると、青丞はやや俯うつむき加減になった。

「あなたの実家に長年勤めていた、あの男だ。──大切な人だと言っていただろう？」

（それは、もしかして想月のこと？）

　その話をした時、いつも〝里桜姫〟には優しい青丞が珍めずらしく冷たい言葉を放った。

　言葉の内容があまりに衝しよう撃げきで、一晩眠ねむれなかったほどだ。

　だがその後は普通に接してきたから、彼は言った事も忘れているのだと思っていた。

「……それは」

（違ちがうって言ったら、じゃあ相手は誰だって聞かれる気がする。そうなったら困るな）

　考え込んで、一いつ瞬しゆん口ごもった。すると青丞が大きく息を吸い込んだ。

「……俺は諦めない」

「えっ!?」

　予想外の返事だった。目を丸くすると、青丞の真しん剣けんな瞳ひとみが御簾越しにこちらを射い貫ぬいた。

「俺はあなたを諦めない、そう言ったんだ。失礼」

　青丞が大おお股またで近寄ってくる。二人を隔へだてているのは薄うすい御簾だけだ。

　慌てて後ずさったが、背後は壁かべで隠かくれる場所もなかった。

「来ないで！」

　手が御簾にかかったのを見て、思わず叫んだ。青丞が手を止めて、じっと見つめてくる。

　御簾を隔てているとはいえ、息づかいが聞こえるほど近くに彼はいた。

「……もうかなりここに通っている。顔ぐらい見せてくれてもいいのではないか」

「だめです！　わたしの顔を見られるのは……愛する人だけです。あなたではありません」

　表情が一瞬で冷たいものに変わった。瞳には暗い怒いかりが窺うかがえる。彼を怖こわいと思った事は何度もある。だけど今の青丞は今までの彼とはどこか違う。御簾にかけられた手が大きく動いた。

（まずい！　御簾を取り払はらわれてしまう。白銀の髪かみはかつらで隠しているけど、紅くれないの瞳は御簾がなかったらばれる……！）

　怯おびえたふりをして大きな動作で身体からだを丸める。

　その動きに隠れて、近くにあったろうそくの火を吹ふき消した。

（青丞が来る時はできるだけ薄うす暗ぐらくしてるから、ろうそくさえ消せば何とかなるはず……！）

　とっさの判断だった。だが正解だったようで、暗くなった御簾の中はかろうじて青丞の動きがわかるくらいだ。青丞が急な暗くら闇やみに目が慣れないのか、一瞬動きを止めた。

「火が……」

「わたしが動いた拍ひよう子しに消えてしまったみたいです。……青丞様、女性がいる御簾の中に勝手に入ってくるのは不作法です。お帰りください」

　暗闇の中でも、毅き然ぜんとして胸を張った。

　青丞の事はよく知っている。彼はこんな状じよう況きようで女性に何かするような男ではない。さっきは、急に好きな人がいるなんて言ったから驚おどろいて、つい乱暴な態度をとっただけだろう。

　だが、青丞は暗闇の中でぴくりとも動かず、じっとこちらを見み据すえているようだった。

「……あなたの顔が、見えない」

　密ひそやかな声が聞こえて、青丞の両手が頰ほおを包んだ。

「なっ、何をするんですか！　あなたは嫌いやがる女性にこんな事をする人じゃないって、お、弟に聞きましたよ」

　身じろいだが、青丞の手は離はなれてくれなかった。頰の感かん触しよくを確かめるように、指が動く。

「……俺は聖人君子ではない。あなたが俺以外の男を好きだと聞いたら、自分でも驚くほど苛いら立だった。……これが嫉しつ妬とというやつだろうか」

　低い声には甘い響ひびきが加わっていた。

「あなたが誰を慕したっていたとしても諦めない。貴族の姫ひめらしからぬあなたは、俺に媚こびない唯ゆい一いつの女性だ。それに話していると、予想外の言葉が返ってきて面おも白しろい。あなたを妻にできたら、どれだけ刺し激げき的な毎日を送れるだろう」

（ど、どうしてそうなるんだ!?　な、何とか嫌われて追い返さなくては）

「でもわたしには、好きな人が……」

「それは想月か？」

　問われて、思わず口ごもる。想月はもちろん大好きだ。家族以外で一番大切なのは間ま違ちがいなく彼だった。だがこれが恋こい人びとを思う好きかと問われると、どう返事していいかはわからない。

　しばらく流れた沈黙に、青丞が視線を鋭するどくした。

「やはりそうか。……あなたがあいつを好きでもかまわない。長年一いつ緒しよに暮らしたあいつに情があるのは理解できる。だが────俺と一緒にいれば、あなたは必ず俺を好きになる」

　自信に満ちた言葉だった。表情や態度も有う無むをいわさぬ迫はく力りよくに満ちている。

「ここに来たのは、周りから結けつ婚こんしろと急せかされて渋しぶ々しぶだったが、今からは違う。本気であなたと向き合うから、覚かく悟ごしてくれ」

　どんな〝覚悟〟が必要なのか、まったくわからない。だけどこれが非常にまずい状態なのは理解できた。いつのまにか押し倒たおされて、青丞の顔が息がかかるほど間近にあるのだ。

　思わず目を瞑つぶった。暗いとはいえ、あまり近くからだと瞳の色に気付かれるかもしれない。

　青丞の大きな手は、たまに〝白桜〟の頭を撫なでてくれている時と同じ手なのに、今日はその温度が違う気がした。着物越ごしに肩かたを摑つかまれているというのに、燃えるように熱く感じる。

「ここまで近づけば、ようやくうっすらあなたの顔が見える。目を開けて、よく見せてくれ」

　吐と息いきまで熱い気がして、我知らず身体が震ふるえた。

（このままじゃ正体がばれる。何とかしなくては！）
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「だ、だめです！」

「なぜ？　俺はあなたに好意を持っている。これからは全力であなたを俺のものにする。これは偽いつわりのない気持ちだ」

　青丞のような完かん璧ぺきな貴族の殿との方がたにそこまで言われたら、普通の姫ならすぐにとろけて〝はい〟と返事するだろう。あくまで普通の姫ならば、だ。

（わたしはあなたに、そんな風に思ってもらえる立場じゃない……！）

「その気持ちは受け取れません。それに顔を見せる訳にもいきません。顔を見ていいのは──わたしの心を射止めた殿方だけです！」

　言い放って、薄く目を開けて彼の様子を見てみる。青丞がやっと手を止めて眉まゆ根ねを寄せた。

「何だと？」

「わたしの心を射止めもしないで、強ごう引いんに顔を見ようとするなんて不作法です。わたしを手に入れたかったら、まずは心を射止めてください。わたしが心からあなたを好きになれたら、明るい所であなたとちゃんとお話します」

　今まで青丞と一緒にいて、少しは彼の事を知ったつもりだ。

　この挑ちよう戦せん的な物言いに彼がどう答えるか。想像ではあったが、予想はついていた。

「……なるほど。いいだろう」

　そしてその想像は当たったようだ。曲がった事が嫌きらいで、正義感が強い彼は大きく頷うなずいた。

「ではまず、あなたの心を手に入れよう。そしてその時こそ、顔を見せて頂く。俺は想月に負けない自信がある。あいつより先に、顔だけでなくあなたのすべてを手に入れる……！」

　不敵な笑えみを湛たたえて、青丞が立ち上がった。それ以上は近寄らず、背を向ける。

「俺も少々頭に血が上ってしまった。だが今のはあなたに恋こいするあまりの暴挙だ。愚おろか者だと笑われてもいいが、決して謝ったりはしない。悪い事をしたとは思っていないから」

　青丞がわずかにこちらを向いて、口角を上げた。

「──今日はこれで帰ろう。次の逢おう瀬せを楽しみにしている。では」

　彫ほりの深い顔立ちからは、大学寮りようでは決して見せなかった男らしい色気が漂ただよっている。

　紺こん碧ぺきの瞳を見つめると、背筋がぞくりとして、心臓が早はや鐘がねのように大きく鳴った。

（な、何で？　どうしてこんなに真っ赤になってるんだ、わたし！）

　顔のほてりを静めようと必死になりながら、背を向けて立ち去る彼の後ろ姿を見送った。
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「着き替がえを持ってどこに行くのだ、白桜」

　鵬玄に声をかけられて、寄宿舎を出ようとしていた白桜は顔を引きつらせた。

「えっと、隣となりの屋や敷しきに診しん察さつに」

「今日は卒業の儀ぎだぞ。こんな日まで診察があるのか」

「う、うん。そうなんだよ。大変なんだよ。ははははははは」

（お願いだからそれ以上突つっ込まないで。卒業の儀で着る正装に着替えに行くんだから。今日でやっと寄宿舎生活が終わるんだ。最後ぐらいは静かに学舎を去りたいっ）

　願いは天に届いたようで、鵬玄は話の矛ほこ先さきを転じてくれた。

「一緒に卒業できてよかった。まだ見習いだが、仕官できる事にもなったし。……白桜、この三ヶ月、お前は本当によくやった。俺はお前と友である事が誇ほこらしい。宮中に上がっても、何かあったら俺を頼たよれ。必ず助けてやる。男同士の約束だ」

　最初は口もろくに利きいてくれなかった鵬玄に、ここまで認められたのは嬉うれしかった。

　ただ胸の中では、ちくちくと針で刺さされるような痛みが襲おそっている。

（男同士の約束か……。ごめん。だましていて。本当は女だって言ったら、鵬玄はどんな顔をするだろう。噓うそをついていたってわかったら、きっと二度と口を利いてくれなくなる）

　信しん頼らいも友情も、家族と同じくらい大切なものになりつつあった。

　心を開いてくれた鵬玄や、何を考えているのかはわからないけれど、いざという時は味方になってくれる朱咒。

　それに厳しいけれど、損得を考えずに危ない所を助けにきてくれた青丞。

　彼らは大切な友だ。同じ四神の跡あと取とりとして歩む仲間だ。最初は、秘密がばれたくないのは一族を守りたいからだった。だけど、今はだましていたのがばれて彼らを失うのが怖い。

　鵬玄と別れて、隣の屋敷へと小走りに向かう。

　歩きながら、これから先も秘密は絶対に守り通さなければと、改めて心の中で誓ちかった。
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「あれ、冠かんむりがない。寄宿舎に忘れてきたのかな？　ま、冠は後でもいいか」

　隣の屋敷に移動した白桜は、まだ卒業の儀まで時間があるのもあって身を清める事にした。

　狩かり衣ぎぬを脱ぬいで大きな盥たらいに張られた湯に浸つかる。お風ふ呂ろは大好きだ。男ばかりに囲まれた寄宿舎の生活で、唯ゆい一いつ噓うそをつかなくていいのはこの屋敷の湯ゆ殿どのの中だけだった。

「三ヶ月間、この屋敷にも世話になったな。ここがなかったらお風呂にも入れなかっ……」




　ガタガタッ！




　戸の外から聞こえた物音に、息が止まりそうになった。慌あわてて手ぬぐいで身体からだを隠かくす。

「な、何！　今の音っ」

「きゃぁぁ！　くせ者っ」

　女によう房ぼうの橘の声だ。慌てて着物を羽織って戸に近づく。

　すると戸がわずかに開いているのに気付いて、目を見開いた。

「そんなっ、ちゃんと閉めたはずなのに……！」

　隙すき間まからは庭の様子が窺うかがえる。つまり、外からも中の様子が見えたという事だ。

　それに思い当たって、顔から血の気が引いた。

「白桜様、大変にございます！　今、男が戸から中を窺っておりましたっ」

　橘が庭の方から駆かけつけて、廊ろう下かで正座した。お湯で温まっていたはずの身体が、一気に冷えてぶるぶると震えた。全身から力が抜ぬけて、その場で両りよう膝ひざをつく。

（だ、だめだ、しゃんとして！　とにかく事情を聞かないとっ）

「だ、誰だれ？　誰がいたんだ？」

「わかりません。叫さけんだら逃にげてしまって。遠目でしたし、背恰かつ好こうもよくは……。ただ、身なりから言って、殿方なのは確かです」

　目の前が真っ暗になって、息も満足にできないぐらい胸が苦しくなった。

「いったい誰が？　もしかして知り合い？　だったら、わたしが女だって知られたのか？」

　自分が白桜だと知らない人物なら、すごく恥はずかしいけれど裸はだかを見られても秘密はばれないだろう。だが、もしさっき戸から中を見た人物が、知り合いだったとしたら……。

「せっかく卒業できたのに。見習いだけど、仕官していいって許可をもらったのに。みんなともう二度と会えなくなる……！」

　それだけではない。女の里桜を男の白桜だと偽って跡取りにしたのだ。

　帝みかどや世間をだました罪を問われて一族は都を追放され、過か酷こくな運命を辿たどる事になる。

　身体がガタガタと震ふるえ出す。そのまま床ゆかに突っ伏ぷして、羽織った着物を握にぎりしめた。
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「どこに行ったんだ、坊ぼうやは。もうすぐ卒業の儀が始まるのに」

　正装した青丞は、寄宿舎の外を早足で歩いていた。

「馬場にもいないな。もしかしたら、いつもの屋敷か？」

　最後の日にまで診察があるのだろうかと思いつつ、念の為ためそちらに足を向ける。

　大学寮を出ると、すぐに屋敷の屋根が見え始めた。

　外がい壁へきに沿って角を曲がろうとした所で、ふいに誰かとぶつかりそうになる。

「うっ……。鵬玄？」

　角から飛び出してきたのは、やはり正装した鵬玄だ。彼の顔を見て思わず眉根を寄せる。

　もとは武官だった彼は、妖よう鬼き帝ていとよばれるほどの実力者で、滅めつ多たな事ではうろたえたりしない。一いつ緒しよの部屋で暮らしていた間も、彼が慌てている所など、一度も見た事はなかった。

　しかし彼は今なぜか、強こわばった表情で目を白黒させている。

　走ったせいか息は乱れて、額にうっすら汗あせまでかいていた。

「どうしたんだ、何を慌てている」

「え？　あ、いや。あの、女が」

　しどろもどろな口調にも違い和わ感かんがあった。

　彼は無口だが、話す時はいつでもはっきりと喋しやべるのに。

「女？　女がどうかしたのか？」

　目に見えて、鵬玄がびくりとした。真っ青な顔で、首を何度も振ふる。

「いや、そうじゃなくて、白桜が……」

「白桜？　ああ、俺も坊やを捜さがしているんだ。そろそろ卒業の儀が始まるからな。……坊やはこの屋敷にいるのか？　じゃあ、呼んで……」

「だめだ！」

　横を通り過ぎようとすると、鵬玄がすぐさま前に立ちはだかり、両手を広げた。

「何の真似まねだ？」

「は、白桜は、ここにはいない」

　あろうことか、この国一番の武官でもあった鵬玄の目が泳いでいる。

　すぐに噓だと気付いたが、それよりも彼の様子の方が気になった。

「……いったい、何をそんなに動どう揺ようしているんだ？」

「動揺なんてしてない！」

　すぐさま返ってきたのは、耳をつんざくほどの怒ど声せいだった。

「怒鳴るな。いったいどうしたんだ。明らかにおかしいだろう」

「おかしくない。とりあえず、屋や敷しきには近寄るな。白桜はここにはいないから、絶対にいないから！　さあ、卒業の儀ぎに遅おくれたらまずい。さっさと帰ろう」

　強ごう引いんに背中を押され、仕方なくきびすを返した。

　ちょうどその時、鵬玄が手にしている物に目が留まる。

「ん？　それは坊やの冠じゃないか？」

　鵬玄が握りしめているのは白い冠だった。

　白びやつ虎こ家の者がよく着るその色で、今日は正装するのだと、白桜が言っていた。

「やっぱり、坊やはここに……」

「拾ったんだ！　届けようと思ったが、ここに白桜はいなかった。とにかく戻もどるんだ！」

　実戦経験豊富な鵬玄の迫はく力りよくに圧あつ倒とうされて、青丞は渋しぶ々しぶ寄宿舎へと戻った。
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　慌てて着物を着た白桜は、屋敷の庭に飛び出した。

　しかしそこには当然だが、もう誰もいない。橘が震えながら目に涙なみだをためる。

「申し訳ありません。ご入浴の間、見張るようにと言われていたのに……」

「違ちがうよ、橘のせいじゃない。今日で最後だと油断して見張りを頼たのまなかったのはわたしだ」

　忙いそがしそうにしていた橘に、声をかけそびれてしまったのだ。後こう悔かいしてもしきれない。

「誰かに秘密を知られた可能性が高い。それが誰だか突つき止めて、口止めをしないと」

　震える拳こぶしをぎゅっと握りしめた。このままでは、一族全員が罰ばつせられる。

　それにせっかく親しくなった青丞や鵬玄、そして朱咒と二度と会えなくなる。

　やっと仕官も決まって宮中へと上がる事になったのだ。

　もう一度想月に会って、彼の企たくらみを阻そ止ししたい。

　心に決めた事を最後までやり遂とげる。その意志の強さだけは誰にも負けないつもりだ。

　白桜は大きく息を吸い込んで、真っ青な空を見上げた。

「どれも諦あきらめたりなんてしない。わたしは白虎家の跡あと取とり、白桜。絶対に秘密を守り抜いてみせる。まずは忍しのび込んだ男を必ず捕つかまえてやる！」

　白桜の男としての波は乱らん含ぶくみの生活は、まだまだ続いていくのだった。









　あとがき







　こんにちは。伊藤たつきです。

　平安風の男装女子ものを書こうと決めて始めたこのお話ですが、どうにか二巻をお届けする事ができました。いかがだったでしょうか？

　今回は、平安時代の学校である大だい学がく寮りようが舞ぶ台たいです。

　一巻の時から、男ばかりの学校で白桜が頑がん張ばる姿を絶対に書きたいと思っていました。

　おかげで執しつ筆ぴつ中は常にハイテンション。うきうきしながら書かせて頂きました。

　すごく楽しかったです！　この気持ちが皆みな様さまにも伝わるといいなぁと思っています。







　世間はすっかり夏ですが、皆様はどんな遊びの計画をされてますか？

　こういうお仕事をしているとなかなか外に出る事も少ないのですが、私はこの夏は海にだけは絶対に行きたい！　と思っています。

　海が大好きで、浮うき輪わでぷかぷか浮いていると、とてもリラックスした気分になれます。

　ただ、怖こわいのは紫し外がい線。

　去年も日焼け止めをいい加減に塗ぬったが為ために、肩かたと背中がまだらに焼けるという大変な目にあってしまいました。しかもいまだにその日焼けの跡あとが消えていません……。

　シミになるのも怖いので、今年は日焼け対策をばっちりしていきたいと思います。

　皆様も熱射病などには気をつけて、楽しい夏をお過ごし下さい。







　イラストを書いて下さった硝音あや先生。

　いつも素す敵てきな表紙とイラストをありがとうございます！

　可愛かわいいイラストを見るたびに、いつも高いテンションが更さらに最高潮に達します。

　これからもよろしくお願いします！







　ここまで読んで下さった皆様、どうもありがとうございました！

　次巻から急展開を迎むかえる（はず？）の『白桜四神』でまたお会いできる事を願っています。





伊藤たつき　　




















本文イラスト／硝音あや











白はく桜おう四し神じん




男だん子し寄き宿しゆく舎しやで二に者しや択たく一いつ！








伊い藤とうたつき
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